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小谷窯跡と塚谷古墳は、本田郡三木町に所在する白鳳時代の須恵器窯と終末期古墳です。両遺跡と

も平成 8年度に、高松東ファクトリーパーク造成事業に伴い香川県教育委員会より発掘調査を委託さ

れ、当センターが実施したものであります。

小谷窯跡の調査では、 3基の須恵器窯と灰原を確認しており、中でも 1号窯跡は、全長7.9m幅2mを

測る地下式の客窯で、県下でも有数の規模を誇るものです。既に県下では、古墳時代から奈良時代に

かけて30例 ほどの須恵器窯跡が周知されておりますが、発掘調査を実施したものが少なく、今回の報

告は貴重な歴史資料になるものと思われます。また、灰原から出土した膨大な須恵器からは、当時の

須恵器生産が大規模であったことが推測されます。

塚谷古墳は、小谷窯に近接して確認した同時代の終末期古墳であります。石室内からは、小谷窯跡

で生産された須恵器とともに、「窯壁」と呼ばれる窯の壁材が出土しています。この窯壁の副葬は、塚

谷古墳に埋葬された人物が小谷窯跡の須恵器工人を掌握していた「窯元」的な立場にあったことを物

語るものと思われます。

これらの成果は、当地域の歴史を考える上において大変貴重な資料と言えます。

最後に、発掘調査・整理作業の実施にあたり、多大な協力を賜った香川県教育委員会・香川県商工

労働部産業振興課・地元自治会をはじめとする関係各位の方々に深 く感謝するとともに、今後とも当

センターヘのご支援を賜るようにお願い申し上げます。

平成14年 12月

財団法人 香川県埋蔵文化財調査センター

所   長   小 原 克 己
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図版 7.1号窯 2号窯

図版 8.2号窯 3号窯 灰原

図版 9.I区
図版10.1～ 3号窯 I区

図版 11。 Ⅱ区 Ⅵ区

図版12,V区

図版13.I区

図版14.Ⅵ 区

図版15.I区 1～ 3号窯 灰原

図版16.I区灰原

図版17.I区灰原 2号窯

図版18.I区灰原 Ⅱ区谷 1

28。 1号窯 焼成部～奥壁 (手前は 3次床面の置き台 西から)
29。 1号窯 焼成部～奥壁 (1次床面 西から)
30。 1号窯 焼成部～排煙部 (南西から)
31.1号窯 焼成部断面① (西から)
32。 1号窯 焼成部断面①左側壁 (西から)
33。 1号窯 焼成部断面①右側壁 (西から)
34.1号窯 奥壁の断ち割り (北から)
35。 1号窯 排煙部 (南西から)
36。 2号窯 検出状況 (西から)
37.2号窯 全景 (西から)
38.2号窯 全景 (東から)
39。 2号窯 焼成部断面 (西から)
40.2号窯 焼成部断面 (壁材・天丼塊が見える 北から)
41.2号窯 排煙部の須恵器甕 (北から)
42.2号窯 床面の断ち割り (西から)
43.2号窯 奥壁の状況 (南西から)
44.2号窯 焼成部床面の状況 (北西から)
45。 3号窯 全景 (南西から)
46.3号窯 断ち割り (西から)
47.3号窯 焼成部断面 (北から)
48。 3号窯 焼成部断面 (西から)
49。灰原 南北断面① (西から)
50.I区北半部  垂直写真 (左が北)
51.1～ 3号窯  垂直写真 (左が北)
52.I区南半部  垂直写真 (上が北)
53.Ⅱ 区谷 1   垂直写真 (右が北)
54.Ⅵ区塚谷古墳 垂直写真 (上が北)
55。 V区北半部  垂直写真 (左が北)
56。 V区南半部  垂直写真 (左が北)
57.I区 全景 (西から)
58.I区 全景 (南から)
59。Ⅵ区 全景 (南から)
60.調査地から南西方向の平野を望む (北東から)
61.I区 1～ 3号窯 遠景 (南から)
621区 203号窯・遠景 (南から)
63.I区灰原 全景 (南東から)
64.I区灰原 全景 (西から)
65。 I区南半部 全景 (手前は灰原 北西から)
66.2号窯 検出状況 (西から)
67.1号窯 関連遺構 1 全景 (北から)
68.IttE 4灰原 検出状況 (北西から)
69。 IttE 4灰原 検出状況 (南から)
70.I区灰原 南北断面③ (西から)

図版19.Ⅱ 区谷l Ⅲ区トレンチ

図版20。 V区

図版21.V区

71.Ⅱ 区谷 1 全景 (南から)
72.Ⅱ 区谷 1 北半部全景 (南から)
73.Ⅱ 区谷 1 南半部全景 (南から)
74.Ⅱ 区北壁 土層 (南から)
75.Ⅱ 区西壁 土層 1(東から)
76。 Ⅱ区西壁 土層 2(東から)
77.Ⅱ 区南壁 土層 (北から)
78.Ⅲ 区トレンチ 1 全景 (南西から)
79。 Ⅲ区トレンチ 2 全景 (南から)
80。 V区 トレンチ配置 (南から)
81.V tt l a層 検出状況 (南から)
82.V区北半部南壁 土層 (東から)
83.V区北半部 基本層序 (東から)
84.V区北半部遺構 検出状況 (南から)



図版22.V区

図版23.V区 Ⅵ区塚谷古墳

図版24.Ⅵ区塚谷古墳

図版25.Ⅵ区塚谷古墳

図版26.Ⅵ区塚谷古墳

図版27.Ⅵ区塚谷古墳

図版28.Ⅵ区塚谷古墳

図版29.Ⅵ区塚谷古墳
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図版31.Ⅵ区塚谷古墳

85.VttS K15～ 18 検出状況 (南から)
86。 V区北半部 完掘状況 (南から)
87.V tt S X01及 び周辺遺構 検出状況 (南から)
88,V区北半部 全景 (南から)
89.V区南半部 全景 (北から)
90.V tt S X02及 び周辺遺構 検出状況 (南から)
91。 V tt S K08011 検出状況 (南から)
92.V ttS K08 断面 (西から).‐
93.VttS Kll 断面 (西から)              |
94。 VttS K10 断面 (西から) ・
95。 V tt S K15 断面 (西から)  :
96.V ttS K26 断面 (西から) :
97.V tt S K26 完掘状況 (南から)|
98.V ttS K54 打製石庖丁出土状況 (北から)     ● ■
99。Ⅵ区塚谷古墳 調査前 (南東から)
100。Ⅵ区塚谷古墳 検出状況 (南から)
101.Ⅵ 区塚谷古墳 検出状況 (北から)
102。Ⅵ区塚谷古墳 検出状況 (西から)
103.Ⅵ 区塚谷古墳北周溝 (東から)
104.Ⅵ区塚谷古墳西周溝 検出状況 (北東から)
105。Ⅵ区塚谷古墳東周溝 検出状況 (南から).
106。Ⅵ区塚谷古墳東周溝 断面 (南から)        |
107.Ⅵ 区塚谷古墳北周溝 断面 (西から)
108.Ⅵ 区塚谷古墳石室 調査前 (南から)
109.Ⅵ 区塚谷古墳石室上層 検出状況 (南から)
110。Ⅵ区塚谷古墳石室上層 検出状況 (東から)
111.Ⅵ 区塚谷古墳石室下層 検出状況 (南から)
112.Ⅵ 区塚谷古墳石室下層 検出状況 (北から)
113.Ⅵ 区塚谷古墳 玄室の奥壁と側壁 (南東から)
114。Ⅵ区塚谷古墳 石室入回の石材群 (南から)
115。Ⅵ区塚谷古墳 石室羨道部左側壁の石材 (西から)   .
116.Ⅵ 区塚谷古墳 羨道部の土器群 (南から) |
117。Ⅵ区塚谷古墳 羨道部の土器群 (北から)
118。Ⅵ区塚谷古墳 前庭部の高杯 (南から)
119.Ⅵ 区塚谷古墳 玄門部付近の窯壁塊 (東から)
120.Ⅵ 区塚谷古墳 墳丘横断面① 西半分の盛土 (南から)
121.Ⅵ区塚谷古墳 墳丘横断面① 西半部の盛土 (南西から)
122.Ⅵ区塚谷古墳 墳丘横断面① 西半部の盛土のアップ (南から)
123.Ⅵ区塚谷古墳 墳丘横断面① 東半部の盛土 (南から)
124.Ⅵ区塚谷古墳 縦断面南半部の盛土 (南東から)
125.Ⅵ区塚谷古墳 墳丘横断面② (南西から)
126.Ⅵ区塚谷古墳 墳丘横断面② 西半部の盛土 (南から)
127.Ⅵ区塚谷古墳 墳丘横断面② 全景 (南から)
128,Ⅵ区塚谷古墳 墳丘横断面③ 西半分の盛土 (北から)
129.Ⅵ 区塚谷古墳 墳丘横断面③ 東半分の盛土 (南から)
130。Ⅵ区塚谷古墳 石室下位の盛土 (南西から)
131.Ⅵ区塚谷古墳 玄室左側壁の石材と盛土 (南から)
132。Ⅵ区塚谷古墳墳丘内石材 検出状況 (西から)
133.Ⅵ区塚谷古墳墳丘内石材 検出状況 (南から)
134.Ⅵ区塚谷古墳 墓墳と裏込め土 (北から)
135。Ⅵ区塚谷古墳 墓墳と裏込め土 (南西から)
136.Ⅵ区塚谷古墳 墓墳と裏込め土 (西から)
137.Ⅵ区塚谷古墳 奥壁と右側壁間の間込め石 (西から)
138。Ⅵ区塚谷古墳 奥壁左下側の間込め石 (南から)
139.Ⅵ区塚谷古墳 奥壁と両佃1壁の石材 (東から)
14o.Ⅵ区塚谷古墳 奥壁と両側壁の石材 (南から)
141.Ⅵ区塚谷古墳墓壌 全景 (南から)

図版32.Ⅵ区塚谷古墳 I ttSX01



図版33.Itt V区

図版34.V区

図版35。 V区

図版36.予備調査

142.塚谷古墳墓墳 全景 (南東から)
143.Ⅵ 区塚谷古墳 墓墳・奥壁裏の段差 (南西から)
144.I tt S X01 検出状況 (東から)

145.I区 S X01 完掘状況 (北から)
146.I tt S X02 完掘状況 (北から)
147.V ttS X05 検出状況 (南西から)
148.V tt S X05 完掘状況 (西から)
149.V ttS X05 完掘状況 (南西から)
150。 V tt S X05 断面 (南西から)
151.V tt S X05 断面 (西から)
152.V tt S X05 断面 (西から)
153.V tt S X06 検出状況 (南西から)
154.V tt S X06 完掘状況 (南西から)
155。 V tt S X06 断面と床面のビット (南西から)
156.V tt S X04 検出状況 (西から)

157.V ttS X04 完掘状況 (西から)
158.V ttS X04 断面 (西から)
159.V ttS X07 完掘状況 (西から)
160。 V tt S X03 完掘状況 (北から)
161.V tt S X03 検出状況 (北から)
162.V tt S X09 完掘状況 (北から)
163.予備調査A地点 1ト レンチ (西から)
164.予備調査A地点 3ト レンチ (南から)
165。予備調査A地点 5ト レンチ (北から)
166.予備調査A地点 5ト レンチ土層 (東から)
167.予備調査 B地点調査状況 (東から)
168。予備調査 C地点調査状況 (西から)

図版37

図版38

図版39

図版40

図版41

図版42

図版43

図版44

図版45

図版46

図版47

図版48

図版49

図版50

図版51

図版52

図版53

図版54

図版55

図版56

図版57

図版58

図版59

1号窯遺物 1
1号窯遺物 2
1号窯遺物 3
1号窯遺物 4
1号窯遺物 5
1号窯遺物 6
1号窯遺物 7・ 2号窯遺物
1号窯関連遺構造物・灰原E6遺物 1
灰原E6遺物 2・ 南北断面①遺物 1
灰原南北断面①遺物 2・ Ё 5南半部遺物
灰原E5北半部遺物 1
灰原E5北半部遺物 2
灰原E5北半部遺物 3
灰原E5北半部遺物 4
灰原E5北半部遺物 5
灰原E5北半部遺物 6
灰原E5北半部遺物 7・ E4遺物 1
灰原E4遺物 2・ D4遺物・E3遺物 1
灰原E3遺物 20不明・谷 1遺物
V区遺物 1
V区遺物 2・ 塚谷古墳遺物 1
塚谷古墳遺物 2

塚谷古墳遺物 3

表 目 次

表 1。 V区 須恵器窯関連遺構に伴う土坑下覧
表 2。 V区 弥生後期前半土坑一覧
表 3.盛土の単位と想定される構築の諸段階
表 4.炭土坑構成要素一覧



表 5.基準資料における各形式の共伴状況 その 1
表 6.基準資料における各形式の共伴状況 その 2
表 7.諸形式の消長による様相設定
表 8。 小谷窯出土須恵器の器種別重量
表 9.小谷窯出土須恵器の器種組成 (口縁部カウント法による)
表lo.小谷窯出土須恵器の器種組成 (掲載遺物分 個体別識別法による)
表11.重量による器種組成
表12。 回縁部カウントによる器種組成
表13.個体別識別法による器種組成
表14.小谷窯蓋CeD形式と杯D形式の口径分布
表15。 小谷窯 `志度末 3号窯杯C形式の回径分布
表16。 打越窯・志度末 3号窯蓋B形式の口径分布
表17.小谷窯蓋B形式の口径分布
表18。 器種別の焼成状況
表19。 塚谷古墳と前田東・中村遺跡の須恵器分析結果
表20。 小谷窯跡の樹種同定結果
表21.V区炭土坑の樹種同定結果

付図 目次

小谷窯跡・塚谷古墳遺構全体図



口

1.本報告書は,高松東ファクトリーパーク造成事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告で、本田郡三木
町に所在する小谷窯跡・塚谷古墳 (こ たにかまあと 0つかたにこふん)の報告を収録した。

2。 発掘調査は,香川県教育委員会が香川県商工労働部産業振興課より委託を受け、香川県教育委員

会が調査主体,財団法人香川県埋蔵文化財調査センターが調査担当者として実施した。

3.発掘調査の期間及び担当は以下の通りである。

平成 8年 4月 1日 ～平成 8年 9月 30日  西岡達哉 喜岡永光 森澤千尋(小谷窯跡)
平成 8年 4月 1日 ～平成 8年 9月 30日  谷畑雅稔 信里芳紀 福西由美子(塚谷古墳)
4:調査にあたって,下記の関係諸機関の協力を得た。記して謝意を表したい。

東 信男 植野浩三 國木健司 海邊博史 川畑 迪 高橋芳樹 鶴間正昭 富井 員 佐々木勝
佐藤竜馬 長原 亘 西口壽生 萩原 勝 深澤芳樹 藤川智之 松本敏三 松本和彦 渡部明夫
渡邊淳子 富井典子 (順不同, 敬称略)
5。 本報告書の作成は,財団法人香川県埋蔵文化財調査センターが実施した。

本報告書の執筆・編集は,信里芳紀が担当した。

6.本報告書で用いる方位の北は,国土座標系第Ⅳ系の北であり,標高は東京湾平均海水位(T.P)を
基準としている。

また,遺構は基本的に下記の略号により表示している。

SB 掘立柱建物跡  SD 溝状遺構  SK 土坑  SP 柱穴
SF 窯跡  SX 不明遺構  SR 川跡

8。 石器実測図中,薄 く黒く表現している部分は摩滅痕を,輪郭線の回りの実線は潰れを,同 じく破

線は顕著な研磨あるいは摩滅を,同 じく点線はあまり顕著でない研磨あるいあるいは摩滅をそれぞ

れ表す。剥離面の風化の程度が違う場合,新しい剥離面は黒丸で,古い剥離面は自丸で表す。なお;

現代の折損は濃く黒で潰している。石器石材は特に表記が無い限り,サヌカイトである。

9.挿図の一部に建設省国土地理院地形図「高松南部」「志度」 (1/25,000)を使用した。
10。 本遺跡の報告にあたっては,下記の機関等に分析を依頼・委託した。

樹種同定 (株式会社 パリノサーヴェイ)胎土分析 (大谷女子大学 三辻利一)
11.遺構断面図の水平線上の数値は,水平線の標高値 (単位m)である。
12。 土器観察表の中の色調は,農林水産省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日本色彩研究所色

票監修『新版標準土色帖1992年度版』に準拠する。また,残存率は遺物の図化部分に占める割合で

あり,完形品に対する割合ではない。

13。 本文中の遺物表記の内、弥生土器・土師器等特に断りが無い場合には須恵器を指す。
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第 I章  調査に至る経緯と経過

第 1節 調査に至る経緯 と経過
香川県商工労働部産業立地課 (現産業推進課)は、東讃地区の経済活性化を目的として三木町北部と

長尾町北部の丘陵地帯88haの部分に、県主体のプロジェクト「高松東ファクトリーパーク」の工業用地

造成事業を計画した。

香川県文化行政課では、事業予定地内には周知の埋蔵文化財である小谷窯跡・塚谷古墳が含まれるこ

とから、平成 5年度より埋蔵文化財の取り扱いについて事前協議を開始した。平成 6年度には用地取得

が開始されたことから、早急に埋蔵文化財の所在状況を確認する必要が生じた。しかし、対象地の殆ど

が雑木の生い茂る丘陵部分であることから、詳細な分布・試掘調査は用地交渉が進展し伐採等が完了し

た段階で行うこととし、周知の小谷窯跡・塚谷古墳周辺の様相の把握と周囲の古墳等の存在が想定され

る部分の試掘調査を実施した。

小谷窯跡は、表採資料等により7世紀代の窯跡として既に紹介されていた (松本 0岩橋1985)。 試掘

調査では灰原を確認し、その広がりから3基程度の須恵器窯の存在が想定された。塚谷古墳は樹木伐採

のみ実施し、マウンドと思われる地表面の高まりと盗掘坑を確認した。塚谷古墳南側に設定したトレン

チでは須恵器が含まれる落ち込みや包含層を確認した。両者とも部分的なトレンチ設定に留まった為、

全面発掘調査範囲を確定するには至らなかった。他の事業予定地内の同様の遺構が広がっていることを

考慮し、用地取得の進展した段階で再度試掘調査を実施することで合意した。

小谷窯跡・塚谷古墳の位置図 1
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平成 7年度には、平成 6年度において確認した小谷窯跡・塚谷古墳周辺の全面発掘調査範囲確定の為の

試掘調査と、事業地内の踏査を中心とした詳細な分布調査が実施された。その結果、小谷窯跡周辺の南

北の谷筋に設定したトレンチでは遺構・遺物が認められなかったが、灰原から連続する小規模な開析谷

の埋土中に須恵器片が認められることから、窯・灰原以外の関連遺構 (例えば製作工房や製品搬出に関

係した選別の場)が存在することも想定された。これらの試掘調査結果と塚谷古墳側の谷部分の包含層

の広がりを考慮し、15,800ボ (小谷窯跡8,800ぷ 塚谷古墳7,000ぶ )の保護措置が必要と判断した。

他事業予定地内の分布調査によって三木町側で 1箇所、長尾町側で 2箇所の部分で今後とも試掘調査

を実施する必要があると判断した。

この結果を受けて、文化行政課と産業立地課との間において、遺跡の保護措置の方法について協議を

重ねたが、事業の遂行上各遺跡の事前の発掘調査が必要であるとの結論に達した。文化行政課は、事業

面積が広大であることと、造成工事着手が平成 8年度下半期に迫っていることなどから、 (財)香川県

埋蔵文化財調査センター (以下センターと言う)に調査委託することを選択した。そして平成 8年 4月

1日付で、両者間に「埋蔵文化財調査契約書」が締結され、センターによって調査が進められた。

調査は平成 8年 4月 1日 から開始され平成 8年 9月 30日 までの期間で実施した。併行して 3箇所の予

備調査を実施した。長尾町側の対象地で中世遺物を混じえる包含層を確認したが、明確な遺構の広がり

が見られないことから、 トレンチ調査で保護措置を終了することとした。

第 2節 発掘調査及び整理調査の体制
整理調査は平成13年 4月 1日 から平成14年 3月 31日 の期間で職員 1名整理作業員 8名で実施した。ま

た、出土須恵器の胎土分析を大谷女子大学三辻利一氏に依頼し玉稿をいただいた。 1号窯窯体内出土炭

化材・古代炭土坑出土炭化材の樹種分析を、帥パリノサーヴェイに委託した。整理調査途中で類例調査

の為、整理担当職員を平安学園へ類例調査に派遣した。

発掘調査及び整理調査の体制は次の通りである。

香川県教育委員会文化行政課

平成 8年度 平成13年度

総 括   課  長   藤原 章夫

課長補佐   高本 一義 (～ 5。31)

課長補佐   北原 和利 (6.1～ )

副 主 幹   渡部 明夫

係  長   山崎  隆

主  査   星加 宏明

主  査   國方 秀子 (～ 5。31)

主  査   打越 和美 (6.1～ )

埋蔵文化財 文化財専門員 木下 晴一

技  師   塩崎 誠司

総 括   課  長   北原 和利

課長補佐   小国 史郎

副 主 幹   中村 禎伸

埋蔵文化財 副 主 幹   大山 員充

主  任   西岡 達哉

文化財専門員 古野 徳久

文化財専門員 宮崎 哲治
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平成 8年度 平成13年度

総 括 所  長

次  長

参  事

係  長
主  査

主任主事

主  事

参  事
主任文化財専門員

文化財専門員

文化財専門員

文化財専門員

技  師

調査技術員

調査技術員

大森 忠彦

小野 善範

別枝 義昭

前田 和也

西村 厚二 (～ 5.31)

西川 大司

佐々木 隆 (6。 1～ )

近藤 和史

大山 真充

西岡 達哉

谷畑 雅稔

喜岡 永光

信里 芳紀

森澤 千尋

福西 由美子

総 務

調 査

総 括 所  長   小原 克己

次  長   川原 裕章

副 主 幹   大西 誠治

係  長   多田 敏弘
主任主事   高木 康晴
主任文化財専門員 真鍋 昌宏

文化財専門員 西村 尋文
主任技師   信里 芳紀

総 務

整 理

財団法人 香川県埋蔵文化財調査センター

小谷窯跡・塚谷古墳の発掘調査に携わった方々は以下の通りである。

現場整理作業員  高澤 由紀子

現場事務員 大嶋 見芳子

普通作業員

大森 正智 池添 正行 国宗 敏一 山地 輝吉 山下 静雄
軽作業員

池添キヌエ 石川 悦子 丼手上 操 糸目八重子 川田サワミ 日下 澄子 国宗 民子
佐々木恵美子 高橋 豊子 藤井 圭子 藤井サヨ子 樋ロヤス子 中山美智子 藤本 恵子
藤本 容子 村尾 律子 村尾マサエ 村尾 文栄 山内ウメ子
整理調査 (平成13年度)に携わった方々は以下の通りである。

整 理 員 猪木原美恵子

整理補助員 市川 孝子 長谷川郁子
整理作業員 満岡 稔恵 溝測さや香 木下 祐美 地崎 裕子 磯崎 福子

関連文献
松本敏三岩橋 孝1985『香川県古代窯業遺跡分布調査報告Ⅱ』「瀬戸内歴史民俗資料館紀要Ⅱ」瀬戸内歴史民俗資料館
國木健司森下英治1996『埋蔵文化財試掘調査報告Wll』
森下英治塩崎誠司 1997『埋蔵文化財試掘調査報告Ⅸ』
西岡達哉他1997『高松東ファクトリーパーク造成事業に伴う埋蔵文化財発掘調査概報 小谷窯跡 塚谷古墳』香川県教育委員会
(財 )香川県埋蔵文化財調査センター』
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第Ⅱ章 立地と環境

第1節 地理的環境と県内の須恵器窯の分布
小谷窯跡・塚谷古墳は香川県東部地域木田郡三木町井上の標高90m前後を測る丘陵上に所在する。こ

の三木町は西方に高松市域、東方のさぬき市大川町まで、山塊などの自然的境界を介さずに接し、東西

に長い沖積平野を形成する。平野は南方に連なる阿讃山脈から流れる中・小規模河川によって形成され

ており、三木町域を流下する吉田川・新川は高松平野へ、鴨部川は志度町域へ北流し瀬戸内海へ注ぐ。

新川・鴨部川間の平野上には明確な分水嶺は見られないさまた、鴨部川から新川へ流れ込む旧河道が明

瞭に見られる (本下1999)。 この旧河道が機能していた時期は不明であるが、この平野を水系を中心に

地域単位を捉えることは注意を要する。

小谷窯跡・塚谷古墳は、この平野の北東部に位置する雲附山や立石山などから構成される標高85～90

m前後の丘陵に立地する。この丘陵は主に花 嵩岩質の岩盤から構成されており、マサ化の進行とともに、

幾つもの開析谷が発達している。須恵器窯は、この花嵩岩質の岩盤を掘り抜き造られている。遺跡周辺

は、南方の平野部からは望むことができない。雲附山や立石山などの丘陵は、南部の三木町・長尾町域

の平野部と北部の瀬戸内海に面した志度町域などの矮小な臨海平野を分断する。遺跡北西には、瀬戸内

海へ向かう峠越えの小道が幾つか見られる。いつの段階の古道かは定かではないが、この部分は雲附山

と立石山中間にある鞍部に位置し、古くからの地域間の交通路と機能していたであろう。また、遺跡東

方の近接する同時期の須恵器窯である志度末窯跡群が、峠道を控えた同様な鞍部に立地することも強ち

無関係ではなかろう。

現在まで香川県下では、 6世紀後半～ 8世紀前半まで30数基の須恵器窯が周知されている。T G232

段階と思われる三谷三郎池西岸の初期須恵器から主に8世紀代まで検討した松本敏三・岩橋孝両氏の仕

事 (松本・岩橋1985)や、 7世紀を中心として県内の須恵器窯を点検した佐藤竜馬によれば (佐藤1997)

以下のような変遷が想定されている。、 6世紀後半～ 7世紀前半にかけては、三豊平野南部の奥蓮華 1。

2号・高額・小松尾寺などの辻窯跡群に大規模な生産地があり、同平野北部の瓦谷窯や丸亀平野西部の

黒藤窯、同平野東部の青ノ山 2号窯など小規模生産地が見られる。 7世紀後半段階には、岡松池南・坂

下などの辻窯跡群も前段階から引き続いて操業しているが、最も大規模な生産地と思われるのは、香川

県西部の原上・道免 1.2号 0男谷・野田池北岸などの、 5基がほぼ同時操業する三野窯跡群である。こ

の三野窯跡群に加えて丸亀平野東部の足利池南窯や、綾川上流域には後の 8世紀以降の大規模生産地と

なる十瓶山窯跡群の先駆けとなる打越窯が開窯する。前段階まで生産地が見られなかった香川県東部地

域にも公淵池 1。 2号窯・志度末 1～ 3号窯などの小・中規模の生産地が確認されるようになる。今回報

告する小谷窯と同時期の 7世紀末～ 8世紀初頭の段階には、三野窯跡群が引き続いて大規模操業を維持

するとともに、丸亀平野東部では前池北窯が開窯し、打越窯も継続して操業している。志度窯跡群では、

1号窯のみ継続操業する。この時期には、最も広域に生産地が展開し、県下 9郡で須恵器窯が分布する。

8世紀前半には、これらの生産地は廃絶に向かう傾向が見られる。この十瓶山窯群では池宮神社窯な

ど4基の前段階から操業規模の拡大が確認でき、近接して音谷池窯跡群が継続して見られることから、

十瓶山窯跡群に須恵器生産が集中する。後の 8世紀後半には、ほぼ十瓶山窯跡群の大規模生産地に須恵

器生産が限定される (渡部1980.松本・岩橋1985)。
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第 2節 歴史的環境
1.1日石器時代～縄文時代

旧石器時代に遡る遺物の出土例は少ないが、表採資料や後世遺構混入での遺物の報告例が増加してい

る (森下・森澤2001)。 資料的な制約はあるものの久米池南遺跡、前田東・中村遺跡、池戸八幡神社遺跡、

男井間池遺跡、四角寺古墳群などの遺跡南西方向の標高20～40m程の丘陵上の遺跡から、ナイフ型石器

を主体とした後期旧石器の出土が伝えられている8平野部での資料は未発見であり、当該期の遺構面は

深く埋没している可能性もあろう。丘陵部については今後の調査で注意する必要があろう3

縄文時代も明確な集落調査例は無い。十河東・平田遺跡の包含層、前田東・中村遺跡では弥生後期の

自然流路からの有舌尖塔器の出土があるが、遺跡の様相は不明確である。後期では前田東・中村遺跡の

自然流路から当該期の比較的まとまった土器群が出土している。突帯文の段階には断片的な資料の出土

が伝えられるが、以前集落の様相は把握できない。この様相は弥生前期初頭にかけても同様であり、移

行期の更なる資料の増加が期待される。

2.弥生時代
現鴨部川の自然堤防上で確認された鳴部・川田遺跡では、本地方の環濠集落と著名である。一部に遠

賀川式土器初期の段階の特徴をもつ資料があるが、突帯文系土器の出土は極少量であることから弥生前

期前半でも新しい段階に開村したものと見てよい。また、環濠には切り合い関係をもつ箇所が存在する

ことが報告されてはいるが、環濠出土土器を見る限り、開村当時から環濠を保持し、中期初頭の埋没段

階まで掘り直し等の維持管理を行ったと見るべきであろう。また、調査区内に環濠内外の居住域の殆ど

が含まれることから、当該期の居住域の変遷とその範囲を推定する良好な資料と言える。香川大学農学

部遺跡でも既往の調査によって同時期の遺物が多量に確認されているが、調査面積の少なさから集落の

明確な様相は把握できない。今後の調査の進展とともに、微高地上の居住域と低地帯に広がる水田域が

明確化されるであろう。

中期初頭から前半段階は、本地域のみならず讃岐地方全体でも集落検出例が途絶える時期でもある。

前期段階に一般的に見られた環濠集落は廃絶するが、その要因は定かではない。しかし、遺構内容は不

明確ながら遺物自体は前期末段階から連続して見られることから、ことさら環濠集落の廃絶を集落全体

の断絶と読み替える必要はあるまい。環濠の消滅と集落の存続期間自体は一旦切り離した上で、限られ

た当該期の集落検出例の分布状況や、その実数から把握する作業を行うべきであろう。

凹線文出現前後の中期中葉～後葉には、鹿伏中所遺跡で竪穴住居と掘立柱建物から構成される集落が

多く見られるようになる。同集落では一部に中期前葉から凹線文出現直前までの遺構が散発的に確認さ

れているが、本段階以降に集落規模が大規模化することは間違いない。既刊の概報では弥生中期中葉か

ら終末期にかけての竪穴住居約70棟・掘立柱建物20棟程度の遺構が報告されており、公表されている土

器等の遺物から、ほぼ継続的にこれらの遺構が形成されたと思われる。中でも、竪穴住居等は後期以降

に増加する傾向にあるとされ、後期後半の掘立柱建物の中には、讃岐地域の弥生時代では余り見られな

い梁間 2間スタイルの30ぷ前後のものがあり、他地域との関係を伺い知る材料と成り得る。今後の詳細

な報告が待たれる。高松平野東部の、丘陵上ないし丘陵斜面に久米池南・西浦谷・小山南谷遺跡等の集

落立地が加速するのも中期後半である。しかし、広義の高地性集落のイメージとは異なる。竪穴住居等

の施設を標準装備し、穂摘具等の道具類も保持し、防御施設は基本的にはもたない。西浦谷遺跡には、

段状遺構と称される遺構が存在するけれども、防御性の高い施設であるという保証はないる丘陵斜面と
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いう集落の立地を最大限に考慮したうえで評価するべき遺構と考える。鉄器の出現もこの中期後半に求

められる。鹿伏・後葉遺跡では中期後葉段階の刀子が1点報告されているし、中期後葉段階には久米池

南遺跡で袋状・板状鉄斧、ヤリガンナなどの工具類が一定量見られる。また、鉄挺と称され鉄素材とも

考えられるものも出土していることから、小鍛治段階よりもより高度な鍛治遺構の存在も考慮する必要

があろう。しかし、その後安定的に鉄器が見られるわけではない。一定程度の素材の再生がありえたと

しても、一部の弥生墓や前期古墳に副葬される量的な鉄器は弥生中・後期には見られない。

中期後半以降集落の居住域が明確化されるようになると、墓地の様相も明らかになる。先の鹿伏
0中

所遺跡を取り巻く丘陵地にはやや集中して土墳墓 (木棺墓)群が見られる。白山 2遺跡例は搬出土器が

少なく時期決定に不安な要素を残すものの、後期の所産と見て過誤無かろう。北方の天神山古墳群下層

の土墳墓群は一部に後出する古墳時代後期のものを含むものの、弥生後期初頭から前葉の所産と見られ

る。時期と位置関係からこれらは鹿伏・中所遺跡に関係した墓域と見るめが妥当であろうが、後期後半

段階の集落内部には、居住域に隣接して土器棺墓群が形成される。土器棺墓は小児用と推定され、先に

見た土墳墓群を成人用と見るならば、年齢差によって墓域を明確に違えていることとなる。今後、両者

の時間的な関係を含めた整理を行い、当該期の埋葬における墓域構成を明らかにする必要がある。

3.古墳時代～古代
弥生後期段階の墳丘墓の諸属性に加えて、石室や墳丘外表施設を厳格化し、前方後円墳が登場する。

高松茶自山古墳は布留式古段階の前方後円墳であるが、墳丘の占地や赤色顔料の使用、竪穴式石郭など

には連続が見られるものの、石室の規模や鉄鏃の大量副葬、鉄剣の安定的な副葬などに明らかな飛躍も

見られる。当該期の集落検出例が無いことも呼応して、古墳時代前期の本地域の様相は不明確である。

現状では墳墓を中心とした首長墓系譜の分布やその変遷から類推するしかない。権八原古墳が存在する

がその様相は明確ではない。壺型埴輪の特徴から見て古墳時代前期の所産と思われる:中期への首長墓

の系列は明確ではないが、青塚古墳等の高松平野南東部に集中する傾向がある。

横穴式石室登場後は、古墳群の形成が始まる。とはいえ、古相をしめす横穴式石室をもつものはあま

り見られず、三木町南部の西土居古墳群のように6世紀後半以降に造墓されるものが多い。西土居古墳

では、横穴式石室を内部主体とする2号墳以外は箱式石棺を内部主体とし、小規模な群形成を採りなが

らも主体部構造に差異が見られる。小谷窯跡 0塚谷古墳周辺に周知される古墳は、その殆どがこの 6世

紀後半から7世紀前半段階までに造墓されるものと見られる。天神山古墳群は3基の円墳から構成され

るが、初葬の時期は 6世紀末から7世紀初頭と見られ、明瞭な時期差は見られず、 3基とも7世紀前半

段階までには追葬を完了している。また、一部には7世紀後半に造墓されるものも少数ながら存在する。

風呂谷古墳は前田山南麓の山間部に 1基単独で構築されるし、陰浦 1・ 2号墳などは明瞭な墳丘を持た

ずに山間部に立地する。塚谷古墳も、当該期に単独で造られるものの一つである。讃岐全体でも新規築

造が減少する時期である7世紀後半段階にこうした古墳が造墓される背景ははっきりとしないが、本書

で述べるように塚谷古墳では須恵器生産との関係が想定された。

7世紀前半には、集落でも新たな動きが見られる。尾端遺跡・南天枝遺跡では建物主軸が条里地割の

方向に合致する集落が確認されており、尾端遺跡では条里型地割坪界線に合致する7世紀前半段階の溝

も報告されている。この段階に、どの程度の広がりをもって地割が施工されたかどうかは定かではない

が、高松平野東部の前田東・中村遺跡においても同様の建物群や溝を確認していることから、古代期の

条里型地割との関係はともかく、この段階に何らかの土地区画をめぐる動きがあることは注意を要する。
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また、これらの遺跡には官衛的な要素は見られないことは,あ くまでも在地首長の動向を念頭におきな

がらこれらの動きを評価する必要がある。

7世紀代には須恵器生産も活発化する。高松平野を控えた南部の公淵池 1～ 3号窯・志度末 1～ 3号

窯・小谷窯が開窯する。今回報告する小谷 1～ 3号窯もその一つである。この時期は讃岐地方全体にお

いても須恵器窯が安定的に見られる時期であり、その分布状態は北陸地方で見られる「一群一窯体制」

に近いものとされる (佐藤1999)。 しかし、その流通状況は想定される郡域を超えるものであり、閉鎖

的なものではないとされる。本書収録分の 7世紀以降の拠点的な集落である前田東・中村遺跡の須恵器

胎土分析においても、小谷窯産 0志度末窯産に加えて三野窯跡産と目されるものも少数ながら存在する。

後の 8世紀の律令体制への動きの中で、今後は在地首長層の関与の具体像を生産関係を含めた集落・地

割を含めて把握することは急務であると言えよう。

小谷須恵器窯跡 丸山古墳 陰浦2号墳 34 自山遺跡1 45
富士の城山
頂 遺 跡 権八原遺跡 宝寿寺跡 平尾2号墳

塚谷古墳 石 塚 墳 緑が丘1号墳 ″    2 46 香蓮寺跡
権八原A地区
古 墳 群 平尾3号墳 椿社古墳

小 谷 塚 14 原 遺 跡 ″ 2号墳 ″    3 七ツ塚古墳 ″ B ″ ″   4   ″ 深谷古墳

首切地蔵塚 茶臼山経塚墳 ″ 3号墳 天神山1号墳 48 大塚城跡 ″  C  ″ 番暑棠liζ壇 立 石 塚
(仮 )間川遺跡A 16 幡羅城跡 小倉東丘古墳 ″ 2号墳 砂入遺跡 高尾遺跡 金石山1号墳 風呂谷古墳

″    B 白羽池の内古墳 長谷古墳 鹿伏中所遺跡 農学部遺跡 吉尾山古墳 ″ 2号墳 スベリ山南遺跡

″    C 自羽1号墳 鳥打大谷1号墳40 高岡城跡 池戸城跡 五 輪 塔 ″ 3号墳 84 南山古墳

茶臼山古墳 ″ 2号墳 ″ 2号墳 高野八幡 恵徳寺跡 池戸西浦古墳 ″ 号墳 南谷遺跡

人丁地遺跡 20 野越古墳
狸 地 蔵
南丘古墳 尾 崎 塚 池戸八幡神槻号墳64 西浦谷1号墳

″ 号墳 小山。南谷遺跡

越窓古墳 鳥打古墳 鎌 倉 塚 43 (墓 ) 54 2～ 4号墳 西浦谷遺跡 ″ 号墳 大空遺跡

多和神社古墳 陰浦1号墳 長嶺城跡 44 始覚寺跡 池戸大宮八幡古墳 前田東中村遺跡 平尾1号墳 88 長尾2号墳
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第Ⅲ章 周辺地形の概要と調査の方法

第1節 周辺地形の概略
小谷窯跡 0塚谷古墳は、標高102m前後の丘陵斜面に位置する。周辺には背後の北方に位置する立石

山の頂部から南方へ派生する幾つもの丘陵筋と発達した開析谷が多く見られる。ここでは、周辺の地形

概要について整理する。便宜上この各丘陵・開析谷に名称を付与し説明することとしたい。小谷窯跡・

塚谷古墳が存在するのは、丘陵Aした尾根筋である。この丘陵Aは複数のピークを残しながら、北東方

向から南西方向へ下る。そして、この丘陵Aの東西両サイドには、谷 1.2と した明瞭な開析谷が丘陵

に沿って発達する。この谷 102に は合流し丘陵Aを解析する比較的小規模な谷 5～ 10も見られる。小
谷 1～ 3号窯は谷 1へ合流する谷 7の丘陵斜面、塚谷古墳は谷10の奥の丘陵斜面に位置する。また、調

査以前には、この付近の丘陵斜面はブドウ畑等の果樹園、谷部は小規模な水田面として利用されおり、

これらの土地利用に際して須恵器片や窯塊が多数散布することから、谷 8と した部分にその存在が想定

されていた。塚谷古墳はマウンド状の隆起と横穴式石室の石材が露出していることから、周知の遺跡と

して認知されていた。発掘調査範囲の絞り込みに際してはこれらの部分に加えて、須恵器窯や古墳等の

存在を考慮し事業地内を踏査・試掘を行った。

平成 6年度に県教委支化行政課が行った丘陵A部分の試掘トレンチでは、塚谷古墳に南面した谷10部

分に相当する箇所において須恵器を包含する堆積層と溝状の遺構を確認したが、他の部分のトレンチで

は遺構・遺物が見られなかった。平成 7年度の県教委が谷 506部分に設定した試掘トレンチでは土器
片等の遺物や窯関連遺物や堆積層は見られず、その存在を確定するには至らなかった。しかし、1986年

に刊行された松本敏三・岩橋孝両氏の仕事「香川県古代窯業遺跡分布調査報告Ⅱ」には、後述する今回

の出土遺物より古相を示す 7世紀前半段階の遺物が紹介されおり、未発見の須恵器窯が存在している可

能性があることも付記して置かなければならない。

第 2節 調査の方法
調査面積は小谷窯跡・塚谷古墳合わせて8,800ぷで、調査期間及び工事着手の日程の関係から調査班を

2班編成し、調査を実施した。小谷窯跡は窯本体以外に灰原・埋積谷が調査対象に含まれ、掘削土量や

掘削深度を考慮した安全面の確保から工事請負方式とし、塚谷古墳は直営方式で実施した。

調査前には国土座標第Ⅳ系に基づいた基準杭を打設しグリッドを設定した。更に調査区に応じてグリ

ッドを細分し遺構測量 0遺物の取り上げを実施した。しかし、包含層や灰原の堆積土からの出土遺物に

は、基本的にこのグリッド名及び層位名を記入して取り上げたが、グリット設定が粗い精度のものであ

り、本報告所中に十分反映できていないことをお断りしておく。
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第Ⅳ章 検出された遺構・遺物

第1節 調査区全体の遺構配置の概略
前述の通り、調査区は概ね南北方向に延びる丘陵Aを中心として東西に分害Jさ れる。主要な調査区に

当てはめると次のようになる。西側では I区が小谷 1～ 3号窯・灰原が存在する谷 7部分、Ⅱ区は窯・

灰原全面に展開し、散漫な縄文後期以降の遺物を包含する谷 1部分に相当する。東側ではV区が谷10に

相当し、灰原程ではないが少量の須恵器・窯壁塊を含む包含層と途中の平坦面に掘立柱建物・土坑等の

窯関連遺構を検出した。Ⅵ区は丘陵A急斜面であり、小谷 1～ 3窯と同時期の直径12mの横穴式石室を

内部主体とする塚谷古墳が存在する。小谷 1～ 3号窯は、谷 7標高90m前後の丘陵斜面地で確認された

須恵器窯である。前述の通り、この谷 7は丘陵Aを西に開析し、谷 1へ合流する。この 3基の内、谷 7

の最も奥まった位置‐に 1号窯が単独で存在し、 203号窯は谷北側の矮小な丘陵斜面に極めて近接して
立地する。

1号窯は、窯体が全長7.9m焼成室幅1。 1～ 2mを測る地下式の客窯である。遺存状況は良好であり、

一部に天丼壁の残存も確認された。これに対して 2号窯は完存していないものの、全長3.6m焼成室幅

0.6mを測り、検出面から半J断して半地下式の答窯であると思われ、 1号窯に対して明らかに小型と見ら

れる。 3号窯は、 2号窯以上に遺存状態が悪く焼成部と排煙部の奥壁立ち上がりの一部を検出したに留

まったが、 2号窯同様の規模を推測することは許されよう。出土遺物からは、 1号窯と2号窯は7c末

葉から8c初頭の同時期の須恵器窯と思われ、中にはこの両者間で接合する遺物も確認できた。 3号窯

は出土遺物が皆無であるが、 2号窯との位置関係や規模、窯主軸方向から見て同時併存とするのが最も妥

当であろう。

1号窯全面に展開する谷 7の中央部では濃密な灰原の堆積層を確認した。下部の谷 1に合流する付近

では遺物量はやや散漫であったが、 1号窯に隣接するE5グ リッドでは多量の須恵器と共に焼き台等の

窯道具や窯壁塊が出土した。 1号窯の南部の丘陵斜面では、明確なカット面は見られないものの、同時

期の須恵器を包含する散漫なピット群を検出した。これは後述する谷11の平坦面の掘立柱建物や土坑等

の諸遺構とともに窯操業関連の遺構とすることも可能であろう。

東側の谷10に相当する部分では、灰原に比べて遺物量が散漫な層厚0。3m～0.8程の埋積土と、 1号窯

に隣接する奥部平坦面では掘立柱建物・土坑等の遺構を検出した6幌輔ピット等の確認はできなかった

が、堆積層や遺構内に、焼け歪み等が著しい須恵器片や窯壁塊、須恵器焼成を指向しない土師器甕等の

出土遺物を考慮すると、窯の維持管理に関係した場や製品選別の場であったことが想定される。また、

灰原の存在する谷 7に比べて緩斜面であることから、製品の搬入・搬出路として機能していたことが想

定される。

谷10の奥部の斜面地にはt直径15m程の円墳である塚谷古墳が存在する。墳丘背後及び東側斜面には

幅1.8m程の周溝を有し内部主体には、全長5。2m幅 1.3血の無袖式の横穴式石室を採用している。石室は

後世の石材の抜き取りによる攪乱を著しく受けており、ほぼ基底石での検出となった。石室内より出土

した須恵器は隣接する小谷 1～ 3号窯焼成品を主体にして構成され、須恵器窯 3基と同時併存するのは

間違いない。また、特徴的な遺物として窯壁塊が 4点石室内から出土した。後世の混入の可能性も完全

には否定できないが、窯壁が副葬される背景には、本古墳の被葬者が小谷 1～ 3号窯における須恵器生

産を管理する立場にあった人物であることを示唆するものと考えられる。
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第 2節 古墳時代以前の遺構・遺物
1。 I区の調査

小谷 1号窯

1号窯の窯体構造の概要 小谷 1号窯は、全長7.9mの地下式の害窯である。排煙口で標高94m、 燃焼
部で91mの斜面地に構築されている。平面形は、床面幅1.lm程の焼成部日から焼成部中央部で 2m程に

なり、ツト煙部で0。9m程に再び窄まる胴張り形を呈する。焼成部と燃焼部境には全長2.lm幅1.lm深 さ0.9

m程の楕円形の舟底状ビットを認める。また、燃焼部底面にはこの土坑から派生する排水目的と思われ

る小溝を検出した。奥壁は幅0.81mを測り、ほぼ直立 し煙道へ至る。検出段階では、排煙口から焼成室

の中程の部分まで天丼部が残存し、ほぼ窯体の平面プランを暗示するように赤褐色の酸化層が広がらて

見られた。燃焼部から灰原にかけてはヽ連続して炭化物層が広がり、この部分には検出当初から焼成部

で天丼部となっていたと思われる地山の花嵩岩盤は見られなかった。窯体周辺には前庭部付近に若干の

平坦面を認めるが、明確な付随施設は認められなかった。

りF煙部  排煙部は、焼成部に比べて床面幅・傾斜角が異なることから、有る程度の推定が可能である。
床面は、焼成部の34.5° から39.5°程のやや急角度で奥壁へ向かうが、奥壁の手前0.5mの 部分で28.0°程の

緩傾斜に変化する。この部分を、焼成部と排煙口を画する部分と認識する。また、この部分で床面の幅

も、焼成部側の幅1.6mか ら1。2m程に序々に窄まりながら奥壁に向かい、先に見た床面傾斜角の変換が

看取される部分に幅 lmから0.9m程 に狭くなる明瞭な変化点が認められる。奥壁はやや開き気味に立ち

上がり、床面から高さ0。8m幅 0。81m程の残存を見る。酸化・還元層も焼成部から連続して奥壁まで延び

ている。

焼成部  燃焼部と焼成部の境については、壁面の観察が不十分である為、明確にはできない。ただ、
床面の平面プランから推測すると、床面幅が1.lm程にやや狭くなる部分 (断面 3の部分)を見ることが

でき、焼成部口と想定できる。また、焼成部中程の 2mを最大幅とし排煙口へ向かって徐々に狭くなる。

この焼成部中程 (断面2)の部分を中心に見ると、断面形は台形を呈し、壁面はほぼ垂直に立ち上がる

が、床面から0.6～ 0。7m付近から上位では弧を描き天丼部へ移行する。推定天丼高は、 1次床面で1.22m

3次床面で1.lm程 と推測される。壁面・床面から連続して還元層・酸化層が見られるが、断面 2では奥

壁に向かって右側に還元層が厚く見られる。また、この還元層の内側には、部分的に壁面補修土と思わ

れる表面がガラス状に被熱を受けた黄褐色砂質土が見られる。この補修土は、かろうじて天丼部付近に

も確認できた。細かな床面との対応関係は把握できないが、 2・ 3次床面構築時に焼成部に施された補

修痕跡と見られる。

基盤土である花嵩岩盤との関係では、天丼部へ向かい還元層・酸化層がほぼ終息する状況が見られる

ことや、復元される推定天丼高が、検出面の花嵩岩盤とほぼ同一レベルに想定されることから、検出面

が後世の果樹園等による土地改変を被っているとはいえ、焼成部は完全に地下式と言えるだろう。 1次

床面は、断面2の土層観察部分を境にして、傾斜角が変化するしまた、この部分が削り込まれて階段状

になっている。

各床面の状況  焼成部では最終的に 1～ 3次の 3枚の床面を想定するに至った。調査段階では、確
実に 1次、 3次床面を検出したが、最終的な断ち割り調査において新たな床面を確認することとなり、
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1 黄灰白色砂質土
2 黄灰白色砂質土
3 黄灰色砂質土
4 灰色砂質土 (焼土塊混じる)
5 焼土塊の雄積層
6 灰色砂質土
7 黒灰色砂質土 (焼土塊混じる)
8 黄灰色砂質土
9 灰白色砂質土
10 灰色砂質土
11 黄灰色砂質土
12 黄灰白色砂質土
13 灰色砂質土 (炭化物多<混じる)
14 灰白色砂質土
15 黄灰色砂質土
16 黄灰色砂質土
17 黄灰白色砂質土
18 黄色砂質土 (焼土塊多く混じる)
19 赤褐色砂質土 (著し<硬化 補修土)
a 還元層(1次床面 被熱により硬化)
b 酸化層
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11 黄灰色砂質土
12 橙灰色砂質土 (焼土多<混じる)
13 灰色砂質土
14 黄白色砂質土
15 灰色砂質土
16 灰橙色砂質土
17 黄白色砂質土
18 黄灰色砂質土
19 黄灰色砂質土
20 黄灰白色砂質土
21 黄橙色砂質土
22 黄灰色砂質土
23 黄灰白色砂質土
24 黄灰色砂質土
25 焼土層
26 焼土層
27 黒灰色砂質土
28 灰白色砂質土 (崩落天丼塊混じる)
29 黒色焼土 (焼成部 3次床面埋土 帯状に炭化物埋土)
30 灰橙色砂質土 (3次床面形成土 被熱により上面が硬化

窯壁塊 焼土塊 炭化物多く混じる)
31 黒灰色砂質土 (2次床面埋土 帯状に炭イじ物多<混 じる)
32 黄灰橙色砂質土(2次床面形成土 被熱により上面が硬化)
33 茶褐色砂質土 (著し<硬イじ 補修土)
a 還元層 (1次床面 被熱により上面が硬化 )

b 酸化層
c 酸化層 (bよ り弱しヽ

黒灰色砂質土 (炭化物多<混じる)
灰色砂質土
黄灰色砂質土
黄灰白色砂質土
黄白色砂質土
灰白色砂質土
灰色砂質土
黄灰白色砂質土
黄灰白色砂質土 (焼土塊多<混じる)
灰橙色砂質土 (焼土多<混じる)

92.200
S―

1号窯 断面
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黒灰色砂質土
黄灰色砂質土
灰色砂質土
灰橙色砂質土 (焼土塊混じる)
黄灰白色砂質土
黄灰色砂質土
黄灰色砂質土
灰色砂質土 (炭化物混じる}
黄灰色砂質土
黄灰色砂質土
黄灰色砂質土
黒灰色砂質土 (炭化物多く混じる)
黒灰白色砂質土 (焼土塊 炭化物多く混じる)
黄灰色砂質土 (炭化物混じる)
黄灰白色砂質土 (地山塊)
黄灰色砂質土 (地山塊多<含む)
黒色焼土 (燃焼部 3次床面埋土 炭化物多く混じる)
黄橙色砂質土 (焼土粒多く混じる)
灰橙色砂質土 (3次床面形成土 上面が被熱により硬化

窯壁・焼土塊多く混じる)
灰橙色砂質土 (3次床面形成土 被熱により硬化)
黄灰色砂質土 (3次床面形成土 焼土塊 炭化物多<混じる)
黒色砂質土 (3次床面舟底状ピット埋土 炭イじ物多く混じる)
黒色焼土 (2次床面燃焼都埋土 炭化物多<混 じる)
灰橙色砂質土 (2次床面舟底状ビット埋土)
青灰白色土 (補修土 被熱により硬化)
青灰白色土 (補修土 被熱により硬イし)
還元層 (1次床面 被熱により硬化)
酸化層
酸化層(bよ り弱しヽ
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還元層 (1次床面 被熱により上面が硬化)
酸化層
酸化層 (bよ り弱い)
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1 黄灰白色砂質土
2 黄灰色砂質土
3 黄灰色砂質土
4 焼土魂
5 灰色砂質土
6 黄灰自色砂質土
7 灰色砂質土 (炭イヒ物多<混じる)
8 黄灰色砂質土 (炭化物多く混じる)
9 灰白色砂質土 (炭化物多く混じる)
10 灰色砂質土
11 灰白色砂質土 (炭化物多く混じる)
12 黄灰白色砂質土 (炭イじ物多く混じる)
13 灰白色砂質土 (炭化物多く混じる)
14 灰橙色砂質土 (焼土粒・塊多く混じる)
15 黄灰橙色砂質土 (窯壁塊多<混じる)
16 黄白色砂質土
17 黄橙色砂質土 (焼土塊・窯壁塊が多<混じる)
18 黄灰色砂質土
19 灰色砂質土
20 黄灰色砂質土
21 黄灰白色砂質土
22 黄灰色砂質土
23 黄灰色砂質土
24 黄灰白色砂質土 (炭化物多<混じる)
25 灰白色砂質土
26 黄灰色砂質土 (炭化物多<混じる)
27 灰橙色砂質土 (窯壁塊・焼土塊が多く混じる)
28 黒灰色砂質土 (炭化物多<混じる)
29 黄灰色砂質土
30 灰色砂質土 (炭化物多<混じる)
31 灰白色砂質土

32 黄白色砂質土
33 黄灰色砂質土 (炭イヒ物多く混じる)
34 灰色砂質土 (炭化材多く混じる)
35 黄自色砂質土
36 灰色砂質土 (炭化物多<混 じる)
37 黄白色砂質土
38 黄灰色砂質土
39 黄灰色砂質土
40 黄灰色砂質土
41 黄灰白色砂質土
42 黄橙色砂質土
43 黄灰色砂質土
44 灰色砂質土 (焼土塊多く混じる)
45 黄灰白色砂質土 (焼土塊・炭化材多く混じる)
46・ 賛灰色砂質土
47 賛白色砂質土
48 黄灰白色砂質土 (焼土塊多<混じる)
49 1焼土塊の堆積層
50 1黄灰白色砂質土
51 1焼土塊の建積層 (天丼崩潜主 )
52 灰色砂質土
53 灰白色砂質■b
54 赤橙色砂質土 (焼土塊多く混じる)
55 焼土塊の雄積層
56 黄灰色砂質土
57 黄橙色砂質土 (焼土塊多<混じる)
58 焼土塊の進積層
59 焼土塊と遺物を主体とする雄積層
60 灰色砂質土 (崩落した天丼が混入する)
61 黄灰白色砂質土 (崩落天丼塊が混入する)
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窯体内の層位的な掘り下げや、遺物の取り上げに失敗した。以下、床面の認定やその状況を記す。

1沢床面の状況  窯構築当初の 1次床面の段階では、地山層である花嵩岩盤をそのまま床として利
用しているらしく、これらを覆う貼床の存在は見られない。焼成部奥壁側の断面a付近には、還元層で

ある地山との境に貼床状の土層が確認できるが、これは 2次床面かあるいは 3次床面更新時に貼り足さ

れたものと考える。焼成部中央の断面bの部分では、床面が10cm程の比高差をもつ段状に加工されてい

るが、一次床面時に加工されたものと思われる。床面傾斜角は、この段状の部分を境にして燃焼部側が

16° ～20° 、奥壁側で35° ～40° と明瞭に変化している。床面上には図示しているように、僅かな窪みが見

られるが、焼成した須恵器を据え付けるような明瞭な掘り込みではない。また、元位置を留めるような

形で須恵器・置き台の出土は無く、小片化した散漫な状態で遺物が見られた。

燃焼部口では、舟底状ピットが見られる。燃焼部に向かって、 1次床面に伴う還元層・酸化層は延び

るが、徐々に途切れ舟底ビット底面まで到達していない。舟底ピット下層埋土である炭化物が多く含ま

れる灰色系砂質土 (72層 )は、 1次床面の還元層の上位を覆うことから、 2次床面以降の操業に伴うも

のと推測される。このことから、 1次床面操業時の舟底ピットの存在は不明とせざるを得ない。

2次床面の状況  先に見た床面の段状部より燃焼部側において、 1次床面上面に 5～ 6 cm程の床面
形成土と思われる黄灰橙色砂質±71層が見られ、更にその上面に帯状に広がり炭化物を多量に混じえる

70層 を確認し2次床面とする。71層上面の一部には、青灰色に還元している箇所も看取される。焼成部

中央の段状部より奥壁側の床面には貼床土と見られる土層が存在するが、断面観察から3次床面形成時

のものと思われ、 2次床面操業時には段状部から燃焼部側のみ床面の嵩上げを行ったものと思われる。

床面傾斜角は、焼成部中央の段状部より燃焼部側で18° ～20° であり、 1次床面との差違はあまり見られ

ない。

先に見た舟底ピット下位の埋土である72層は、 2次床面形成土の70層の下位に潜り込むことから、 2

次床面構築に伴い舟底状ピットが開削されたことと、底面に還元 0酸化層が見られないことから、操業

時には舟底状ピットは閉塞されていた可能性が高い。焼成部中央より床面上に形成された操業時の埋土

である70層を燃焼部側へ追いかけると、舟底状ビット上面において途切れ、舟底状ピット埋没土の72層

の上面は凹凸が激しい。このことから舟底状ビット上面の床面は、 3次床面形成に伴い消失したものと

考えた。

遺物は須恵器杯蓋・甕などが散漫に70層中より出土した。また、32の発と2号窯の排煙口より出土し

たものが接合したことから、この 1号窯の 2次床面と2号窯が同時操業していることはまず間違いない。

3次床面の状況 2次床面上に広がる70層上面を被覆する65・ 66層 を床面形成土とし、 3次床面とす
る。この65・ 66層上面は、被熱により硬化しているものの、あまり強くない。また、床面操業時の形成

層であると思われ、帯状に広がり多量の炭化物を包蔵する62層 も3次床面の鍵層となる。また、この床

面更新に伴って舟底ビット上面が浅く再掘削を受けている。しかし、 2次床面操業時のものに比べて深

度も浅いことから、 3次床面の時には舟底状ビットを意識したものではなく、単に床面更新に伴うもの

と見られる。床面傾斜角は、焼成部中位より燃焼部側で22° 前後、奥壁側で35° 前後と2次床面とあまり

差異は見られないが、焼成部口付近では8°前後の明らかな緩傾斜となっている。床面直上には置き台と

して利用したと思われる須恵質焼成を意図した甕や甑、土師器鍋などの破片が多量に見られた。出土状
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況は、燃焼室寄りの焼成部で壁側の両サイドに列状に配されている状況が見られた。奥壁寄りの部分で

は中央に散在して見られる。排水溝としての機能も想定できるが、やや不揃いな点とこれらの下面のレ

ベルが焼成部中央の床面よりやや高く、排水溝としてはここでは考えない。また、この甕・甑類と3次

床面形成土中の破片が接合したことから、少なくとも2次床面に伴うの焼成品を3次床面では置き台利

用したのであろう。

3次床面上層の埋没土  床面機能時の堆積層である62層の上面には、落下した天丼塊が床面中央部
にほぼ限られて見られる。おそらく、この焼成部の天丼崩壊が窯放棄の主要な要因であろう。見通し図

面等の記録は作成できていないが、検出状況・調査途中の写真から推測すると、焼成部日付近には最後

まで恒久天丼部が残存していた可能性が高いが、それ以外の部分では細かな単位での崩落と埋没が順次

進行したものと思われる。

燃焼部  焼成部に比べて壁面の残存状況が良く無い。先に見た焼成部口と判断した部分からほぼ同じ

幅で前庭部へ向かい終息する。焼成部では、最大幅で1.98mを測る床面が断面 1の部分で1.lm程にやや

急速に窄まることから、この部位を焼成口と推定したい。 102次床面は舟底ビットの再掘削や床面更

新により床面が消失しているが、 3次床面ではほぼこの部分で床面の傾斜変換を認める。

壁面の被熱状況は、焼成部口と推定した断面 1の部分では還元層・酸化層の両者が明瞭に見られる。

詳細な観察はできていないが、焚き口に向かい還元層は除々に薄れるが酸化層自体は焚き口まで確実に

続く。しかし、この酸化層自体は、焼成部のものと比べて弱いものと思われる。この問題は焼成部の閉

塞や燃焼部の架設天丼の有無の問題とも関わってくると思われるが、大変遺憾ながらこの点については

詳細な記録が作成できていない。反省すべき点として明記しておく。

また、燃焼部の中央部よりやや左壁側の部分において、舟底状ピシトから前庭部へ延びる小溝を検出

している。上面幅0.36m深 さ0.2m程 の規模を測り、溝内には、焼成部壁面や溝以外の床面に見られた弱

い酸化状況は見られない。

舟底状ピットの変遷  焼成部口付近において、直径2.16m最大幅1.08m平面形が楕円形を呈する舟底

状ピットを確認した。 3次床面から底面までは最大0.4m程の深度を測るが、確実に存在するのは2次床

面操業時のみである。この 2次床面では、舟底状ビット上面が 3次床面形成時に掻き取られているが、

復元で0.3m程の深度であったと考えらる。底面に還元層 0酸化層が及ばないことから焼成時には埋めら

れた状態であった可能性が高い。主要な埋没土である72層は、他の床面形成土と比較して粗砂粒・炭化

物を多く交える。これは先に見た燃焼部から前庭部へ延びる排水溝とともに、舟底状ビットが除湿を意

図して掘開されていると傍証する一材料となるものと考える。

前庭部  焚き口から奥壁に向かって右側の部分には、幅 lm程の矮小な平坦面を検出し前庭部として

報告する。平坦面ではあるが南北に細長く延びることから、窯の維持・管理に関係して南側から進入す

る「作業路」的なものかもしれない。この平坦面以外に明確な施設は検出していない。窯体内から前庭

部に向かって、オキ等の掻き出しによって生じた炭化物を主体とする土層が、床面更新に対応するよう

に連続して見られた。しかし、大変遺憾ながら窯体調査以前に前庭部を調査していることから、これら

の所見を生かした前庭部での層位別の遺物取り上げはできていない。
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出土還物の取り上げ単位

1号窯からはコンテナ20箱程の遺物が出土している。この中で明確な出上位置を与えられるものは少

ない。特に2床面の認定を誤認している為、本来 2次床面に帰属する遺物が相当量 3次床面形成土とし

た一群に含まれているものと思われる。また、調査開始当初に燃焼室の下部は 1次床面まで掘り下げて

しまっている。この掘り下げによって出土した遺物は、 3次床面上位埋没土とした一群に含めた。

また、層位間で接合する個体も多い。実測図を掲載しているのは、基本的に層位関係で下層に含めて

掲載した。例えば、 1次床面と3次床面の個体が接合した場合は 1次床面の所に掲載する。このことに

より、置き台等で須恵器片が 2次的に利用されていたとしても、限りなく焼成時の層位に戻して掲載す

ることができるものと思われる。また、接合関係が無くても置き台等の可能性があるものは観察表に付

記したので参照していただきたい。

1次

「
F直+          2次

床面直上

[IIEEEE三 :物
3次床面
十

位出土遺物

.1～ 3次床面出土遺物 ―一―∵

1号窯出土還物

1次床面出土還物 (図 14。 15) 1～ 29は還元層の直上である 1次床面から出土している。 1は蓋C
l形式である。 2はやや大口径の蓋C6形式であり、天丼部には回転ケズリが見られ口縁端部のシャー

プな印象を受ける。 3～ 8は口縁部内面にかえりを持たない蓋D形式である。 3.5は天丼部がドーム状

を呈するD2形式、 4.6.7は小片ながら天丼部が笠形を呈する蓋D6形式と思われる。 8は扁平であ
り口縁端部に折り返しが明瞭な蓋D4形式である。 9～ 12は杯 C形式である。 9。 10。 12は球形の胴部を
もち、日縁端部を比較的スムーズに納める杯C7形式、11のみ口縁端部が直立する杯C7形式である。
12は、重ね焼きで生ずると思われる焼けムラが日縁部の内外面に付着している。15は箱型の杯B5形式
である。14は杯Bl形式であるが、口縁部は内傾し底部は完全平底となっており、後出する形態のもの
である。16～20は高台の付く杯D形式である。16は高台が残存しないが、杯部の下位に明瞭な屈曲部を

もつことから、杯D2形式と思われる。18は回縁端部外面に沈線状の窪みを残す。20は小型の高台付杯
であり、杯Dl形式と思われる。また、断面三角形状の高台をもつもので、類例は志度末 1号窯に見出
せる。管見による限り、本窯と志度末 1号のみに見られる資料でありt志度末 1号窯との二人等の移動

や交流関係を示す資料となろう。

21.23は蓋D6形式の大型品である。摘み部の形態差から、両者は明らかに別個体である。セット関係
になるものが思いつかないが、大型の盤等の蓋の可能性もある。24は胴部球形の鉢B形式である。日縁

端部外面に沈線状の窪みを残す。25は、日縁端部内面状の窪みを残す皿B2形式である。この皿B2形
式も現状では本窯にのみ認められる形式である。また、 3次床面と接合関係をもち、破片間で色調を大

きく違える。26は無文の甕口縁部であり、胴部外面には平行タタキ、内面にはナデ消された青海波文を

認める。27は甕胴部片である。外面にはランダムなカキロが見られる。28は大型鉢であり、焼成は悪く

土師質に焼きあがる。底部外面には横方向のケズリ調整が見られるが、他は基本的にはナデ調整であり、

大型品にかかわらず際立った調整痕は現状では見られない。類例に乏しいが、志度末 1号窯に器高がや

や浅い大型鉢がある。29は甕胴部片に釉着した蓋C4形式である。降灰状況から見て、甕胴部片の方が

新古
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置き台等の窯道具である可能性が高い。

2次床面出土還物 (図 15) 30～ 33は 2次床面出土遺物である。30は焼成不良の蓋D2形式である。

31は外反する日縁部形態から見て長頸壺の回縁部と思われる632は 自縁部外面を波状文で加飾する大形

の甕である。各層位間で接合する為、破片間で色調を明瞭に違える。また、日縁部の一部の破片が、 2

号窯排煙部の出土のものと接合した。このことにより、 1号窯の 2次床面と2号窯の操業時期の一部が

重なることが判明した。 2号窯のものは、排煙調節の為に転用されたものであろう。33は甕胴部片である。

3次床面形成立出土還物 (図 16～22)34～ 150は 3次形成土中からの出土遺物である。34～44は

蓋C形式である。34。35。38.44は、球形の比較的に高い天丼部をもつ蓋C3形式である。44は口縁部内面の

かえりが矮小であることや、日縁端部より上方に施されることから、かなり退化している印象を受ける。

36.37は、扁平な天丼部をもつ蓋C2形式である。36は回縁部内面に断面三角形状のかえりを施す、所謂

志度末タイプの蓋C形式である。41～43は平坦な天丼部をもち、日縁端部を面取りする蓋Cl形式であ

る。41。 42は口縁端部外面を明確に面取りしており、かえりの施されない蓋D形式の影響が窺える。45

～65は 口縁部内面にかえりをもたない蓋D形式である。45.48～ 54.56.59。62は 口縁部の折り返しが明瞭で

はない蓋D2形式である。59の天丼部には、重ね焼きによる焼けムラ痕が明瞭に見られる。小片の為、

セット関係になる器種は定かではないが、高台杯である杯D形式の可能性があろう。47.60.61.63は口縁

部が明瞭に折り返される蓋D4形式である。55.65は、笠形の天丼部をもつ蓋D形式であり、65はその大

型品である。64も 天丼部と口縁端部を欠損するものの、大型の摘みと残存する天丼部の傾斜から見て、

蓋D6形式の大型品と思われる。

66～73は杯B形式である。66.69。 70。72.73は杯B5形式で、66はやや厚手で口縁部が斜めに立ち上がる

ことから、杯B2形式の可能性もある。67.70.73は底部が完全に平底化しており、72は底部を欠損する

ものの、平底の杯B5形式であろう。91は 口縁端部がわずかに屈曲するが、全体形から見て杯Bl形式

と思われる。74～ 97は無蓋の杯C形式である。74は 口径が 9 cm程 を計り、日縁部が直立する杯Cl形式

である。89は大口径で器高が低い皿型の杯C3形式であり、日縁部が短く外反する。75。90は外反する日

縁部をもち、口縁端部を丸く収める杯C6形式である。90は口縁部内面に窯詰めによる焼けムラ痕を留

める。76～ 79。 82～ 88は、球形の体部からそのまま口縁部、至る杯C7形式である。

98～ 105は高台付杯の杯D形式である。高台の高さや形態は様々であり、比較的高台が高く夕ヽ側に踏

ん張る102.103に加えて、高台が低く底部も下方へ沈み込む105も 存在する。105は体部が殆ど残存しない

が、椀方の体部をもつ杯D4形式と思われる。106～ 110は長頸瓶である。106.107は頸部内面に明瞭な接

合痕を残すが、106は体部内面から頸部に向かって伸びる絞り痕と思われる「しわ状」の痕跡が明瞭に

観察される。これは北野氏の言う「回転絞り閉塞法」に相当する可能性がある (北野2001 aob)。 108は

頸部を欠損するが、同様の絞り痕が頸部に向かって延びることから、同様の接合方法の可能性がある。

109は長頸瓶の底部、110は 同脚台である。111～ 113は平瓶の回縁・頸部片である。113は、内面に窯壁

塊が混入する。114は短頸瓶であり、内外面に丁寧な回転ナデの痕跡を留める。115.116は鉢B形式であ

る。115は 回縁上端を軽く面取りし、日縁端部からやや下がった位置に沈線を 1条施す。117は 口径や内

傾する口縁部から見て、台付椀の口縁部であると思われる。

118～ 120は断面方形の回縁部をもち、内面に沈線状の窪みをもつ皿B2形式である。日縁部が直立気

味の118や斜めに立ち上がる119。 120な ど体部形態にバリエーシヨンがある。121.122。 124は皿A2形式で
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図17  1号 窯 3次床面形成土出土還物その 2
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l号窯 3沢床面形成土出土還物その6図21
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図22  1署 窯 3次床面形成土出土還物その 7
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ある。124は器壁が薄く底部も完全に平底化しており、後出する形態のものである。123は皿Al形式で

ある。口縁端部の面取りは殆ど行われず、底部と口縁部立ち上がりの境の沈線も形骸化しており、同形

式の中でも後出するものである。125は大型杯の口縁部片である。体部下半を欠損するが183.184に類し

た平底をもつものと思われる。また、183.184と 同一個体の可能性を考えたが、器壁の厚さと口径に差異

が見られることとから、別個体と判断した。126は高杯A形式であり、脚部中位に1条沈線を認める。

127～ 141は甕である。128は頸部内面に別個体片が付着することから、置き台転用された可能性があ

る。129は、段状を呈する日縁部外面と胴部外面にカキロを施し、肩部外面には円形浮文を付与する。

131も 同様に円形を貼り付けるが、胴部外面に粘土が付着する箇所や断面に自然釉の貫入が認められる

箇所が存在することから、置き台等に転用された可能性がある。132は胴部の中位から下位にかけての

破片であるが、接合面を境にして明瞭に焼成状況が異なることから、置き台転用された後に別々の条件

下において 2次的に熱変をうけたとの解釈も成り立つ。133は大甕であり、 3次床面形成土中から出土

したものと3次床面上において置き台として検出されたもの (図12.13)が接合した。焼成状況は悪く、

一部の破片に還元焼成のものを含むが、全体として土師質であり、日縁部内面や胴部下半部に黒斑状の

焼けムラが認められる。また、頸胴部境の接合面や胴部片の接合面で明瞭に色調を違えており、132と

同様に置き台転用されたことによるものであろう。頸部外面を部分的に波状文で加飾し、頸部と体部の

境には明瞭に接合痕と考えられる擬口縁が認められてそこには胴部から連続するタタキロが見られる

(図 19下方の拓本)。 体部と頸部から口縁部までを別成形した痕跡として重要である。134～ 136は中形甕

の胴部片である。134。 135は 3次床面上で見られた置き台と接合していることから、 2次床面操業時のも

のが 3次床面操業時に置き台として転用されている。137～ 141は大形甕の胴部から底部片である。いず

れも小片であるが、内面の青海波文などに差異が見られることから別個体として掲載した。

142は土師器鍋とした。本窯出土遺物の中には、1824のようにハケロ調整され明らかに還元焼成され

た甕が存在することから、142も須恵器として還元焼成を目的としていたものとも思える。しかし、他

の須恵器に比べて胎土が極端に粗い点を考慮や、 トーンで図示するように、破片間の接合面で明瞭に色
調を違えており、日用品である土師器を転用して床面形成土中に混入させたと考えるほうが妥当であろ

う。143～ 147は甑である。146.147は甑の把手と思われるが、147は接合される体部が球形を呈すること

から、甕の可能性もあろう。148は窯壁塊に少なくとも平瓶が 3個体、蓋が 2個体埋め込まれる。おそ

らく、床面か壁面の補修土中に焼成中に破損した須恵器数個体を埋め込んだものと思われる。同様の破

片は灰原出土資料中に見られる (639)。 149。 150は甕胴部片を転用した置き台である。149は青海波文が

見られる内面に、窯床の砂の付着が見られ断面にも自然釉が貫入する。150の 断面にも自然釉が付着し

ている。

3次床面出土還物 (図23～28) 151～ 191は 3次床面出土遺物である。151は蓋C3形式であり、天

井部には 2条沈線を施す。152は 口縁部内面に矮小なかえりをもつ蓋C4形式である。153は蓋C形式、

あるいは蓋D形式の摘み部の破片である。摘みの頂部からやや下がった位置に、別個体の杯D形式の高

台が釉着している。窯詰め方法の一端を推測できる資料であろう。154～ 156は蓋D形式である。154.155

は天丼部が笠形の蓋D6形式、156は口縁部が明瞭に折り返される蓋D4形式である。162は底部片なが

ら、体部の立ち上がりから杯B2形式と思われる。157～ 161。 163は杯C形式である。164～ 166は杯D3
形式である。高台は比較的高くしっかりしているが、164のみやや細身の高台をもち、下方に沈み込む
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底部をもつ。

167は皿Al形式であり、底部外面には手持ちケズリ、日縁部外面に 1条沈線を施す。168～ 170は長

頸瓶の体部片である。169は体部中位の屈曲部に 2条沈線を施す。170は脚台をもつものと思われ、胴部

下半には横方向のケズリ調整が見られる。171は口縁部から体部にかけての破片であるが、形態から見

て横瓶とするのが妥当であろう。

172ん 175は無文の中形甕である。172.174.175は 3次床面上で置き台として検出されており、175は接

合面で焼成状況が明確に異なっており、置き台として転用されたことは明らかである。

176～ 180は甑である。完形に復元される個体は極めて少ないが、179を参考にすると底部には 7基の

円孔を穿つと思われる。内タト面ともに丁寧なナデ調整が施されることによって、下地の調整が判然とし

ないが、僅かにタタキロが見られるものが多い。基本的には甕類と同じ平行タタキか擬格子状のタタキ

が見られる。把手は差込によって施されるものではなく、基本的に貼り付けによって施されるようである。

181～ 185は大型杯とした。口径が31～41cmを 測る超大形品である。181～ 183は口縁部の形態、器壁の

厚さ、日径に差異が認められるため別個体として図示した。184は体部下半、185は平底の底部片と思わ
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0        (S=1:4)       20cm

図27  1号 窯 3次床面出土還物その 5

れ182か 183と 同一個体と思われる。185は 内面にあて具痕を明瞭に留めることから、タタキ技法が用い

られたと考えてよい。しかし、底部外面はケズリ・ナデ調整によってタタキロが消去されている。体部

に関してもタタキ技法の存在を想定し、拓本を採取したが明確には見られなかった。186～ 191は甕であ

る。186.187は有文の大形甕であり、頸部の内外面に横方向のナデ調整が顕著に見られる。188.189は胴

部外面に施されたカキロ下に平行タタキが見られる。
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3次床面上位埋没土出土運物 (図29～33) 192.193は 口径・形態から見て蓋B4形式と思われる。

194は 口縁部内面のかえりの位置が上方へ移動していることから、同形式の最終形態と考えられる。194

～204は蓋C形式である。194。 195。 198。 199.201.202は 蓋C3形式であり、195日縁部外面には窯詰めによる

焼けムラ痕が明瞭に見られる。196。 197.200。 203は比較的に平坦な天丼部をもつ蓋C4形式である。203は

やや肉厚なかえりをもち異質である。205～231は蓋D形式である。天丼部の形態や口縁部の折り返しか

ら205。207.209.210.213～ 218.222の蓋D2形式、206.208.211.212.219～ 221.223.224の 蓋D4形式、212は摘み

が剥落しているが、天丼部には摘み貼り付けの為の下地沈線が見られる。225は天丼部に窯壁塊が付着

することから、置き台転用の可能性がある。231は天丼部に蓋D形式の高台痕が明瞭に見られる。窯詰

めを復元する際の良好な資料になると言える。

232～260は杯C形式である。最も多く見られるのが、232.233.235。 237～ 241.243～ 247.257.259の 杯C7
形式であり、日縁部が短く外反する236.248。249な どの杯C3形式も見られる。233の回縁端部外面には

刻み目状の細線が見られる。258の底部外面には明瞭な指オサエが確認できる。261～279は杯B形式で

ある。261.263.272は底部が完全に平底化した杯Bl形式である。また、261の底部外面には窯床の砂と

思われる釉着物が見られる。273～279は杯B5形式である。日径はバラツキがあるが、279は 14.2cmを測

る大口径であり、底部も明瞭な平底を示すなど杯B5形式でも新しい様相を示す。278の回縁部内面に

は窯詰めによる焼けムラ痕が見られる。280～ 301は杯 D形式である。完形品に恵まれないが、

287.288.297.298は 体部中位で器形反転を伴う杯D2形式、282～ 284。292.293.295は底部から口縁部へ向か
らて直線的に立ち上がる杯D3形式、285。 286.289。 294。 299.300は椀形の体部をもつ杯D4形式である。
286は高台が剥落しているが、底部外面に高台貼り付け用の下地沈線が見られる。299。300は下方へ沈み

込む底部に断面三角形状の高台を貼り付ける。このような高台は、小形の杯Dl形式 (20。 1931)と 同様
に志度末 1号窯出土資料と親縁性を示す資料と言えよう。301は日縁部の小片為口径に検討の余地を残

すが、盤状で大口径の杯D5形式と見てよかろう。

302～309は皿である。302は口縁端部の面取りや外面の沈線を喪失しているが、形態から皿Al形式
であろう。303は口縁部の立ち上がりが内傾し、丸底に近い底部をもつ皿A3形式である。304は比較的

深い器形をもつ皿A4形式、305は皿A2形式である。306γ309は口縁端部内面に沈線状の窪みを残す
皿B2形式である。308.309以外は、この口縁端部内面の窪みがはっきりとしないが、この部位を確実に

面取りしており皿B2形式と見てよかろう。

310.311は鉢B形式である。310は胴部外面中位に 1条沈線、311は口縁端部よりやや下がった位置に沈

線を施す。312～314は鉢C形式である。完形品の出土例はないが、それぞれ口縁・体部・底部と見てよい

だろう。315～319は無蓋高杯である。317は脚部に縦位 4方向のスリット状の透かし?を施す。319は短

脚の高杯B形式である。

320～322は長頸瓶の口縁部、325～330は同胴。底部である。320は頸部外面に2条沈線を施す。日縁部

のみの破片の場合平瓶との識別が困難であるが、日縁部の外反度や内傾の有無を基準として識別した。

325は長頸瓶の胴部片であるが、中位の屈曲部の 2条沈線の上下に列点文を施す。323.324は平瓶の口縁

部とした。323は頸部の 2条沈線を切り込みヘラ記号が刻まれる。

331～342は甕である。331.332.335は 有文の大形発の頸部片であり、頸部の内外面に横方向のナデ調整

が顕著に見られる。336～338は胴部外面に横方向のカキロを密に施し、内面に青海波文を多く留める。

339～342は発の肩部から胴部片である。340は外面に縦方向の平行タタキとやや乱雑なカキロを認める。

343は胴部外面に僅かながら横方向の平行タタキが見られる甑である。
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1号窯 3次床面上位埋没土出土還物その4図32
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1号窯前庭部出土還物 (図 34～37) 344～ 351は蓋 B形式である。蓋 C形式に比べ口縁部内面に

肉厚なかえりを施し、口径も小さい。天丼部の形態から347の蓋B2形式、345.346.348～ 351の蓋B4形

式、344の蓋B5形式に分類できる。350の天丼部には、別個体の回縁部の釉着が見られ、口径から見て

杯 B形式と釉着しているものと思われ、日縁部内面に小谷・志度末タイプのかえりを有する。352～

362.367は 蓋 C形式である。352.353は 回縁端部を面取 りする蓋Cl形式であり、353は 口縁部内面に小

谷・志度末タイプのかえりを施す。354も 同様に口縁端部を面取 りするが、扁平な天丼部から見て蓋 C

2形式とする。356。357.360は蓋C3形式、355。359は蓋C4形式であり、355は 口縁部内面に小谷・志度

末タイプのかえりを有する。361は傾きや口縁部内面のかえりの位置から、小片ながら蓋C5形式と思
われる。362は大口径の蓋C7形式である。367は回縁部の大部分を欠損するが、内面にかえりの痕跡を

僅かに留めることから蓋 C形式と思われ、天丼部に 1条沈線を施す。363～ 366.368は 口縁部内面にかえ

りをもたない蓋 D形式である。363は小型で扁平な蓋Dl形式、364は蓋D2形式である。365は 口縁部
の折 り返しがやや長い蓋D5形式であり、本窯出土遺物の中では極めて少数派である。366は蓋D2形

式である。368は口縁端部を欠損するが、天丼部には「×」のヘラ記号を刻む。

369～378.391～ 398.400.402は 杯 C形式である。369～373.377.378。 393は杯 C7形式であり、369の回縁部

内面、373の 口縁部外面には、窯詰めによる焼けムラ痕を明瞭に留める。374.391.392は 口縁部が外反す

る杯 C5形式である。376は杯C形式と思われるが、類例に乏しく限定はできない。379～ 390.399。401.403

～408は杯 B形式である。382～384は杯 Bl形式である。379～381は杯 B4形式であり、体部中位で反

転する口縁部をもつが、器高は浅くなり全体的にシャTプさも喪失していることから、同形式の最終段

階のものと思われる。385は全体形から杯 B形式 と思われるが、器壁は厚 くやや違和感がある。

386。 387。 404～408は杯 B5形式である。406の口縁部内面には、窯詰めによる焼けムラ痕が見られる。

409～ 418は杯 D形式である。410は杯 Dl形式と思われ、内側に軽 く折 り返される高台を施す。
4H。416は杯D4形式であり、416は矮小な高台に下方に沈み込む底部をもつ。415の体部外面には、窯詰
めによる焼けムラ痕が見られるが、積極的に窯詰めのパターンを推定できない

419は皿A3形式の回縁部である。420～425は高杯 A形式である。424は脚部端部があまり肥厚されず
に収束しており、後出する形態と思われる。426.427は台付椀 B形式の回縁部 0脚部である。接合関係は

無いが同一個体と見てよいだろう。427は 圏足硯の脚部小片であり、片桐分類圏足硯Ⅲ一B類 と思われ

る。圏足硯は本例を含めて 2号窯の454と 2例のみ確認されている。428は鉢 C形式の口縁部である。

430は器形から見て鉢と思われるが類例に乏しい。431～433は鉢 B形式である。433は器壁が薄く口縁部

がやや内傾する後出する形態である。434は「は」の字に開き安定感のある長頸瓶の脚台である。435～

438は長頸瓶の胴部片である。438の底部外面には、別個体の釉着痕とそれに伴って降灰状況に違いが認

められる。置き台等の付着によるものと思われる。439。440は平瓶である。440の肩部には、風船技法に

よる円盤閉塞痕が明瞭に見られる。

441～446は甕である。441は口縁部内面に細線でヘラ記号が刻まれている。444。445は胴部外面に平行

タタキと横方向の密なカキロを施し、内面には青海波文が見られる。445の青海波文は、胴部中位のそ

れが肩部内面のものを切 り込んで施される甕の肩部片である。
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図37 1号窯 前庭部出土還物その4
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小谷 2・ 3号窯            |
小谷2・ 3号窯の概要  2号窯は、 1号窯の北西方向に直線距離で17m程離れた標高90m前後の丘
陵斜面に3号窯と並列して構築されている。焼成部の一部と燃焼部が後世の開墾や土砂の流出により亡

失しているが、現状で残存長3.58m以上 (床面下場3.06m以上)焼成室幅0。56～ 0。72m(床面下場0.52～

0.58m)床面傾斜角18° γ19° を測る。平面形は長方形を呈し、奥壁に向かって壁面が直線的に延びる。

検出面の花嵩岩盤から床面までの深度が0.15～0.2m程であることから、一定程度の後世の土砂流出を考

慮しても、半地上式の害窯である可能性が高い。また、 2号窯排煙部南佃1に隣接して直径0.4m程のビッ

製 5

挫 0

y―~6o705

図38  2・ 3号窯 平面
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vLr   2.00o

2号窯 窯体

3号窯 窯体

89.000

0       (S=1:100) 5m

図39  2・ 3号窯 断面

卜が見られる。埋没土中には、須恵器片が含まれる。位置関係や出土遺物から見て、 2号窯と何らかの

関係があり、並存するものと思われるが、明確な機能を類推できない。

3号窯は、平面形が隅丸方形を呈し、残存長1。 lm以上 (床面下場0.9m)焼成部幅0。6m(床面下場0。4

m)傾斜角12°ん15° を測る。 2号窯との間隔は2.Om前後を測り主軸方向もほぼ同一方向を採る。後世の

削平行為によって窯体の大半は亡失し、排煙部と焼成部の一部を留めるに過ぎない。出土遺物は一切見

られなかったが、位置関係や窯体構造から見て 2号窯と同時操業と見てよいであろう。

小谷 2号窯

排煙部及び奥壁  床面は、奥壁手前では幅0.52m、 焼成部の最大幅0.58mと 明確な差違は見られない。
床面傾斜角も焼成部から奥壁にかけて18°～19° と明確な変化点は見られない。奥壁はほぼ直立して立ち

上がり、高さ0。2m程の残存を見る。奥壁と側壁には厚さ0。lm程の還元層を認めるが、床面は焼成部上

半部と同じく酸化層がむき出しになうており、床面が剥がされた可能性がある。右側壁寄りの床面上に

は、中形発の破片がややまとまって見られた。完形に復元されないことと、器面上には二次焼成に伴う
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鱗状の小剥離痕が多く見られることから、煙道の閉塞や排煙調整に用いられたものと推測する。

焼成部 床面幅は0.52～ 0.6m、 床面傾斜角18°～19° と排煙部との差違はあまりない。中位の攪乱より燃
焼側では床面に還元層を認めるが、奥壁側の上半部では排煙部と同様に酸化層がむき出しになっており、

床面が剥ぎ取られた可能性がある。この点を考慮すると、検出した床面は 1枚であるが何回かの床面更

新を行っている可能性もあろう。側壁の残存高は0。 1～0.2mを 測り立ち上がりの部分には還元層の残存

を見るι基本的には地山層である花嵩岩盤を床・壁面として利用しているが、壁面の一部には補修土を

貼り付けている箇所も見られる。

床面上の埋土には、層厚0.1～ 0。2m程の焼土塊 0炭化物の混入を認める灰色砂質土と、その上位に見

られる黒灰色砂質土の 2層に大別される。後者には、壁材か天丼壁と思われる塊状の窯壁が多く見られ

る。この窯壁の断面は、部分的に互層となうており、一部には残存する窯体に見られるような還元面を

留めているものもある。また、スサ等の混入の詳細な確認はできていないが、写真を見る限り基盤層で

ある花嵩岩盤よりは粘性が高いものと見られることから、地山部分を堀抜いた窯体部分ではなく高架し

た天丼部か側壁の部分である可能性が高い。このような点と検出面からの残存深度を考慮すれば、半地

下式の構造を想定せざるを得ないであろう。

2号窯出土還物 (図41.42) 447.448。 452は杯C7形式である。447は口縁部外面に、窯詰めによる

焼けムラ痕が見られる。448は底部外面の、回転ヘラ切り痕を板ナデによって消去する。449は杯Bl類
である。体部・底部は、ほぼ箱形を呈し後出する要素をもつ。450は杯C7形式と思われるが、底部外
面に2個体の杯C形式が釉着する。釉着状況に規則性が見られないことからt窯詰めによって生じたも

のなのか判断できない。この 3個体すべてが置き台等の窯詰道具である可能性もある。451は 2条もし

くは3条沈線をもつ蓋D形式の天丼部片下方に、逆位の杯 C形式が 2個体釉着している。蓋D形式の天

井部と下位の杯C形式口縁端部に、砂粒を多く混じえる粘土塊が付着している。上位の蓋D形式の天丼

部にのみ降灰が認められることから、上下関係は図示した状態であることは推測できる。断面に自然釉

は見られなかったが、かなりの熱変を受けていることから、全体が置き台である可能性もあろう。453

は高台が高く外側へ踏ん張る杯D2形式である。454は外堤と海部の残存を見る圏足硯の硯部である。
端部内側が若干肥厚される断面方形の外堤をもち、脚部との境には断面三角形状の突帯を巡らす。残存

する海部断面には、擬口縁が見られることから、貼り付けにより陸部を造り出していたことが窺える。

脚部は欠損するが、残存部には楕円形乃至隅丸方形の透かし孔が見られる。復元ではこの透かし孔数は

22前後であると推測される。同一個体かどうかの判別はできないが、 1号窯前庭部出土資料中の429に

類する脚部を想定できよう。また、本資料は片桐孝浩氏の分類Ⅲ一B類 とすることができ、県内の既往

の出土資料では、高松市正箱・薬王寺遺跡S D14出 土資料と酷似する。

455～462は甕であるが、完形に近く復元される個体や口縁部片は一切見られない。455～457は排煙部

床面よりまとまって出土した。先に見た排煙調節の為に据えられた甕の一群である。455.456は同一個体

の可能性がある。457は表裏に二次的な被熱を受けたことを示す鱗状の小剥離痕が多く見られ、転用さ

れた状態を示す。458～462は破片の状態で焼成部床面・床面の埋没土から出土した。いずれも甕の胴部

片であるが、458は破片中央を境にしてかなり変形しており、 2次的な被熱を受けたことを想定するこ

とができよう。 1号窯 2次床面で報告している甕 (32)の口縁部の二部は、本窯排煙部から出土してい
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る。おそらく、 1号窯で焼成中に破損したものを、排煙調整用に本窯に搬入したと考えられる。

以上のように2号窯では、杯類が主体となり甕等の大形品は破片の状態で見られた。また、甕類は排

煙調整用に転用された様子が見られ、 2号窯で焼成自体を意図したものとは考えにくい。窯体内に残存

する少数の資料から判断することの危惧はあるが、 2号窯自体が 1号窯に比べて比較的小形の窯である

ことも考慮すれば、 2号窯では蓋 ■杯等の小形品を主体に操業していたと想定できよう。

S P01(2号窯付随施設 )
2号窯排煙部に接して検出されたピットであり、直径0.4m残存深0。lm程を測る。埋没土は灰黄褐色

砂質土の単層で、炭化物を殆ど混じえない。底面や壁面には、周囲の基盤土である花嵩岩盤に対して際

立った状態変化は一切認められない。位置関係から見て、 2号窯に付随するものと思われるが、現状で

は積極的に機能を類推することが困難である。埋没土中からは須恵器片が少量出土した。

463～ 470の須恵器が出土している。463は、摘み部を一部欠損するがほぼ完形の蓋D3形式である。

焼成は良好であり、天丼部ほぼ全域に降灰が見られる。464.465は杯C7形式である。466は外面に窯壁

塊が付着する杯C5形式である。接合関係は確認できないが、468.469は同一個体と思われる杯D3形式

である。470は甕の胴部片である。

471.472は 2・ 3号窯検出中に出土した遺物である。471は杯C6形式、472は高杯A形式である。472

は脚部に縦位 4方向にスリット状の透かし孔が認められる。
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小谷 3号窯

排煙部及び焼成部  3号 窯は、 2号窯
北側約2.Omの地点で検出している。平面形

は隅丸方形を呈し、主軸方向は 2号窯とほ

ぼ同様の方向と採る。残存長1.lm以上 (床

面下場0。9m)焼成部幅0.6m(床面下場0.4m)

傾斜角12° ～15° を測る。後世の削平行為に

よって窯体の大半は亡失し、排煙部と焼成

部の一部を留めるに過ぎない。床面は、奥

壁に向かって僅かに平坦となる部分が存在

し、焼成部と排煙部の境と認識する。この

排煙部は全長0.4m幅0.6m(床面下場0。4m)

を測るが、床面傾斜以外に焼成部との顕著

な違いは見られない。奥壁は緩 く立ち上が

り、残存高0.3mを測る。床面及び壁面下位

には、層厚 6～ 1lcm程 を測る酸化層が見ら

れるが、還元層は確認できない。また、酸

―一 N
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橙色砂質土 (被熱により地山が赤変)

図43  3号 窯 平・断面

化層は排煙部床面下位に厚く見られ、焼成部へ移動するに従って薄くなる。窯体内には 2層に分かれて

堆積土が確認できた。この内、 1層 とした灰黒色砂質土中には、まばらな炭化物に加えて 2号窯で見ら

れたような窯壁塊 (天丼部or側壁 ?)が混入する箇所も見受けられる。この堆積土中からは遺物は一切

出土していない。

本窯も2号窯と同様に、遺存状態が極めて悪いけれども残存深度から半地下式の構造を想定せざるを

得ないであろう。また、出土遺物を持たないが、位置関係から1・ 2号窯と同時操業である可能性が高い。

1号窯関連還構

1号窯より南西方向約20mの丘陵斜面地に、ややビットが集中して確認されている。柱配置から明確

な建物は復元できないが、 1～ 3号窯周辺でこのようにビット等が確認された箇所は存在しないことか

ら、 1号窯関連遺構として報告することとする。

この柱穴群の中央部に長楕円形の土坑であるSX01が存在するが、これは9c後半～10c前半にかけ

ての炭土坑である。柱穴すべてから当該期の遺物が出土している訳ではないが、S P12よ り蓋Bl形式
473杯 C8形式474が出土している。後世の炭土坑に関連するビットも含まれている可能性あるが、埋没
土の特徴に際立った差異が認められないことから、 1号窯と同時併存の所産と判断する。各ピット断面

は、ほぼ単層に近く幌輔ピットを想定できるものは無い。また、この柱穴群の北側には、 1号窯から連

続し最も遺物量の多い灰原のE5グ リッド部分が存在する。この灰原の廃棄遺物群と本柱穴群の位置は、

あながち無関係ではあるまい。以上の点から、製作に関係するというよりは、窯の維持管理や製品選別

に伴う簡易施設と見るべきであろう。

-63-



Ｏ
Ｑ
卜
．０
０
“＝
ト

0             (S=1:30)            2m

〇
［
卜
．０
０
中＝
”

列
ヽ
市 亀ヱ

◎:P.
@
SP16

0
SP17

1号窯 関連遺構平面図44

-64-



88.900
N―――

2灰色砂質土層
3灰色砂質土層 (黄色土塊を含む)

S   N      E W
87.800             87.100

0             (S=1:3)           20cm
一 一 一

0        (S=1:40) 2m

474

図45 1号窯 関連還構断面及び出土還物

89.300
N―

-65二



灰原

灰原を検出した位置は、先に見た谷 7に相当する。一号窯前庭部から、下位の谷 1と の合流部までの

総延長約50m幅約 3～16mの範囲において、やや濃密な炭化物層の広がりと多くの須恵器片を包含する。

この中でも、 1号窯から直線距離で25m程下った位置の、E4・ E5‐グリッドの境界線付近に傾斜変換

点があり、これより上位では緩斜面、下位では急勾配の斜面となる。遺物が最も集中していたのは、や

はり1号窯に比較的に近い緩斜面のE5・ 6グ リッドの部分であり、下位の急斜面の部分に移動するに

したがって散漫な出土量となる。
'平
面的には、 1号窯の前庭部から連続して灰原が延び、これらの出土

遺物の大半が一号窯で焼成されたものと思われるが、後世の削平により203号窯の存在する尾根筋と

連続する堆積層は確認できないことから( 2・ 3号窯と灰原の関係は明確ではない。時期的に併存する

ことから見て、これら灰原出土遺物に一定量の 203号窯の須恵器が含まれていることは間違いないが、
位置関係から見て大半が 1号窯に伴うものと見てよいだろう。

E506部 分では、現在のOβ～0.6m程の耕作土・畑地造成土の下位に、0。2～ 0.5m程の炭化物を多く
交える灰原形成層が存在する。これより下位の基盤層の花嵩岩盤までの間にはt炭化物を殆ど交えない

須恵器窯構築以前の堆積層が見られる。この堆積層から明確な時期決定をできる遺物は見られなかった

が、灰原形成層には、若干の弥生後期土器片、やや風化の進んだサヌカイト製のスクレイパーや石匙が

見られることから、縄文期から弥生期の所産と見てよいだろう。灰原形成層は、炭化物の混入量や部分

的に層境に粗砂を混じえることから幾層かに分層されるが、谷地形の斜面であることが影響してか決し

て安定的な堆積状況ではない。尚、このE506部 分の層位別の取り上げは実施できていない。
下位の急斜面の部分であるE3・ 4グリッドの部分では堆積状況を異にする。E5・ 6部分同様に炭

化物を多量に混じえる灰原に関係すると思われる堆積層は存在するが、その層厚は0。2m程であり間層に

炭化物が殆ど見られない砂層を挟みながら堆積している。遺物は層位毎に取 り上げを実施したが、かな

りの個体で灰原 3・ 4層 とした下層部分と灰原 1・ 2層 とした上層部分で接合する個体や、上方のE

506部分と接合するものも多く見られた。このような条件から見て、E304グ リッド部分は層位的
に安定しているものではなく、上方のE5・ 6部分からの再堆積を繰り返した結果と思われる。複数の

グリッド間で接合した遺物に関しては、報告するに当たり、灰原形成に関して主要な窯と考えられる 1

号窯との位置関係を重視し、 1号窯に近接するグリッドを優先し掲載した。すなわちE6グ リッドとE

3グリッド間で接合した個体は、E6グ リッドの項で報告することとなる。また、層位別に取り上げた

E3・ 4グ リッドにおいては下層に帰属させることを優先した。例えば、取 り上げ 1層 と4層が接合し

た場合には、下層である 4層の項で報告することとする。他に 1号窯窯体内と接合した個体に関しては、

1号窯の項で報告している。

灰原 E6グリッド出土運物 (図 52～57) 475～ 485は蓋B形式である。摘み部が残存しているも
のは少ないが、477の ような擬宝珠形のものも見られる。486は回径が12.2cmと やや大きいが、形態から

見て蓋Bl形式の比較的新しい様相を示す。478.479.481は 蓋B2形式であり、479は 口縁部内面に小
谷・志度末タイプのかえりを有する。天丼部中位に強い回転ナデによる稜線を残す。483.484は平坦な天

井部をもつ蓋B4形式、476.477.480.485は 蓋B5形式である。487～ 507は蓋C形式である。492～495は
蓋C2形式であり、扁平な天丼部をもつ。489～ 491.503.504.507は 蓋C3形式である。507は回縁端部と
かえりの位置が離れており、蓋C3形式の中でも後出する。489。491は口縁付近の天丼部に窯詰めによる

焼けムラが見られ、491は火ダスキ痕も確認できる。487.496.498.499.502.505は 蓋C4形式である。天丼
部に沈線をもつものも存在する。501は焼け歪が著しいが、天丼部ほぼ中央に細線が 2条見られる。502

――:66-



ＯＪ劃
肝

＝
―――
―――
ル
ク

イ
み

00

0

0       (S=1:200)      10m

図46  ‖区 平面

-67-68T



|

――一 W E91・
CX10

90.000

■

旧

相

国

Ｊ

日
Ｈ
　

　

６
０

中
Ｈ
＝

９

　

　

ｏ

88.000

86.000

1 黒褐色腐食土層 (表土 )
2 黄灰色砂質土層 (造成土)
3 黒灰色砂質土 (炭化物多く混じる)

0        (S=1:200) 10m

図47 .灰原 東西断面その 1

-69-



81.000

79.000

77.000

0         (S=1:200)       10m

図48  灰原 東西断面その2

珊
旧
旧
１
田
Ｊ

日
Ｈ

　

（９
■

Ｈ
＝

９

　

　

ｏ

―

―

―

―

―

「

一
　

　

　

・

麗菫]灰
原第 1層で取り上げ

吻瑕鱚
灰原第 2層で取り上げ

鱚漑吻
灰原第 3層で取り上げ

巡埒墨
灰原第 4層で取り上げ

-70-



湘
戴
剛
価
ヨ
Ｈ
棚
両
書
Ｏ
ｍ
爵
ト

湘
冊
河
い
Ｃ
鵬
卜
爾

（＞
汗
河
磁
＝
丼
針
叫
タ
ト
爾
瓢
′
濶
剛
）

湘
い
Ｃ
鵬
卜
爾

（灘
表
Ｓ
餅
肝
丼
針
叫
タ
ト
爾
瓢
′
濶
剛
）

謝
戯
い
Ｃ
鵬
卜
画

（濶
剛
）

湘
飾
Ｏ
Ｃ
硼
卜
画

（濶
剛
）

調
訃
河
Ｏ
Ｃ
鵬
卜
爾

（河
弼
）

絣
ヨ
い
Ｃ
鵬
＝
爾

（コ
翔
）

湘
Ｏ
Ｃ
脚
＝
爾

河
Ｏ
Ｃ
硼
＝
剛

（濶
剛
）

湘
濶
い
ｅ
ｍ
＝
爾

（ヨ
剛
）

河
動
い
Ｃ
鵬
卜
爾

河
繭
Ｏ
Ｃ
鵬
＝
爾

訃
蒟
い
Ｃ
団
＝
爾

飾
Ｏ
Ｃ
皿
卜
爾

河
Ｏ
Ｃ
鵬
卜
爾

河
蒟
Ｏ
Ｃ
鵬
卜
爾

鵬
飾
い
Ｃ
硼
＝
爾

濶
Ｏ
Ｃ
鵬
卜
爾

冊
醐
Ｏ
Ｃ
囮
＝
爾

ｏ
　

　

　

　

　

　

　

　

（∽
＝

【
¨
Ｎ
あ
）　

　

　

　

　

　

　

Ｈ
ｏ
日

肝

目

Ｉ

ＩＩ

Ⅱ

Ｉｌ

ｌｌ

Ｉｌ

ｌｌ

■

Φ
ω
・〇
〇
〇

∽

‐
―
―
―
―
―
―

０
い
。〇
〇
〇

1詈1詈

図49  灰原 南北断面①

-71-



舘

|§

Z

∞
『
・〇
〇
〇

曽

1目

|§

|§

0   (S‐ 1:40) lm

1詈

・ ..:仁 三 二 主 主 主

:8

塾
・
湘
戴
囲
酢
ヨ
Ｈ
棚
両
雫
Ｏ
ｍ
爵
ト

Ю
・
河
Ｏ
Ｃ
皿
卜
剛

ω
・
河
蒟
帥
Ｃ
腑
卜
爾

卜
・
海
繭
ｍ
ｅ
朋
眸
爾

０
・
河
Ｏ
Ｃ
皿
＝
爾

０
・
湘
Ｏ
Ｃ
硼
＝
爾

Ｎ
・
河
い
Ｃ
朋
＝
爾

∞
・
緋
「
い
ｅ
鵬
卜
爾

④
・
冊
河
Ｏ
Ｃ
鵬
＝
爾

一
９

Ⅲ
Я
Ｏ
Ｃ
硼
＝
爾

一
言

河
い
Ｃ
鵬
卜
爾

一
け

獅
Ｏ
Ｃ
鵬
＝
爾

一
９

湘
Ｏ
Ｃ
硼
卜
爾

一
や

湘
Ｏ
Ｃ
鵬
＝
爾

（剛
凄
Ｓ
研
０
回
ｑ
Ｏ
「
珊
）

一
９

Ⅲ
涸
ｍ
ｅ
腑
＝
爾

一
９

河
い
Ｃ
硼
卜
爾

一
Ｎ

コ
Ｏ
Ｃ
鵬
卜
爾

・「.・ r.r.・・r.‐・.・二';..::-:;l;;:'.::E

ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（∽
＝

Ｈ
¨
Ｎ
ｏ
９
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
ｏ
日

Ｆ

□

Ｉ

ＩＩ

ＩＩ

計

ｌｌ

ｌｌ

Ⅲ

ｌｌ

上

∽

―
・^出

陽

陵

Ⅳ

∞
『
・〇
〇
〇

1詈1詈

図50.灰原 南北断面②

-72-



―
S

灰原 南北断面③

=73-

吻鰈隕
灰原第 2層で取り上げ

蟷漑蝙
灰原第 3層 F堅り上げ

邊仄肛
灰原第4層で取り上げ

1.現在の造成土

82.000

Ⅶ

ｌｌ

相

国

上

日
Ｈ

　

（９

・
ｌ

Ｈ
＝

Ｏ

　

　

ｏ

80.000

79.000

78.000

76.000

3:緊晨富憲童蜃層]灰原第1層

言1量幌38詈圭層]灰原第2層

::[:慇冒車髯層]灰原第3層
乳.緊晨25讐蜃層]灰原第4層
ll嘆震言慇詈圭5]溝状遺構埋土
13.灰褐色砂質

=14.黄橙色砂質土層
15.黄白色砂質土層
16.黄橙色砂質土層
17.黄灰色砂質土層
18.黒灰色砂質土層
19.灰色砂質土層
20.黄橙色砂質土層
21.灰白色砂質土層
22.黒灰色砂質土層
23.橙色砂質土層 (無遺物層)

0        (S=1:200)       10m

N 84.000

81.000

77.000



は口縁付近の天丼部に、やや太い沈線を 1条施している。

508～527は蓋D形式である。508は比較的に小形で扁平な蓋Dl形式である。517.519。520は蓋D2形

式であり、いずれも口縁端部の折 り返しは明確ではない。514.515.518.521～ 527は 蓋D4形式である。
515は日径13.2cmと 蓋D4形式の中でも小形であるが、天丼部の摘み付近には 2条沈線が見られる。509
～513は天丼部が笠形の蓋D6形式である。

528～562は杯C形式である。536は扁平な体部に明瞭な平底をもち、日縁部が直立する杯Cl形式で

ある。547は、平底で体部中位において器形反転を伴う杯C2形式である。538.541.542.544は 口縁部が短

く屈曲する杯C3形式である。537.545.548～ 551は杯C5形式である。530。 535は杯C8形式であり、530

の口縁部外面には窯詰めによる焼けムラ痕が見られる。528.529.531.532.539.543.546は杯C7形式である。

533は杯 B形式、あるいは台付椀の可能性があるが、日縁部の小片である為明確にできない。563～582

は杯B形式である。566.569。 570。577は杯Bl形式であり、566内面には窯詰めによる焼けムラ痕けが見ら
れる。578は口縁部が直立気味に立ち上がる杯B2形式である。563.564.571は 杯B3形式で、563は底部
外面に窯床の砂と窯壁塊が釉着する。565.567.568.572～ 576は杯B5形式である。567.568は底部外面に窯

床の砂が釉着している。572.574.575。 576の口縁部外面と内面には、窯詰めによる焼けムラ痕が見られる。

また、575の底部外面には、回転ケズリが見られる。他の杯B形式の底部は、回転ヘラ切り未調整か回

転ヘラ切り後ナデを施すものが多く、やや異質である。579も杯B5形式と思われるが、底部の器壁が

厚く違和感がある。

583～602は杯D形式である。597.598は杯D2形式、589～ 595は杯D3形式である。いずれも比較的に

高い高台をもつものである。583.584.588.596～ 600は杯D4形式である。583は体部形態に違和感がある
が、焼け歪によるものであろう。599。600は 断面三角形を呈する高台に、深く沈みこむ底部をもつ。

601.602は口縁端部や体部に、金属器模倣を意図したシャープな印象をうける杯D5形式である。両者と

も回縁部よりやや下がった位置に、回転ナデによる沈線状の窪みを作出し、口径も同じであることから

同一個体の可能性もあろう。

603～ 606は皿である。606は口縁部内面に沈線を施す皿B2形式である。607～609は口縁部形態にバ

リエーションがあるが、体部がラッパ状に開く鉢C形式と思われる。610は体部外面に横方向の密なカ

キロを施す鉢B形式。611.612は高杯A形式であり、612は脚部中位にスリット状の透かし孔を4方向に

穿つ。613.614は低脚の高杯Bl形式と思われる。615は台付椀Bの脚部である。616～619は長頸瓶の口

頸部、624.625は 同体部、627.628は 同脚部片である。618は頸部内面に窯壁塊が貫入する。628の脚部内

面には、置き台と考えられる逆位の杯B5形式が釉着する。620～623は平瓶の回頸部・肩部片である。
620の頸部内面には、僅かながら円盤閉塞痕が確認できる。625は短頸瓶の胴部片である。胴部中位には

ヘラ描きによる2段の斜格子文を施す。体部内面には部分的に青海波文が見られ、タタキ成形が行われ

たことを示す。

629～637は甕である。629は大形の有文甕であり、日縁部下に2帯の波状文で加飾する。633は短頸の

甕である。胴部から頸部にかけて連続的に擬格子状タタキロが見られることから、日縁部と体部を一連

で作り出すものであろう。635γ637は胴部下半から底部にかけての破片である。638は大形鉢 ?である。

全体形状を窺い知ることはできないが、底部外面には部分的に青海波文が見られる。639は窯壁塊に杯

B5形式が 5個体釉着しているものである。規則的に釉着している様子は見られないことから、窯体の

床あるいは側壁の補修に伴い混ぜ込まれたものかも知れない。同様のものは 1号窯 3次床面形成土中よ

り出土し、平瓶が数個体釉着する148がある。640は置き台と思われ、内外面に鱗状の小剥離痕と粘土の

付着が見られる。
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灰原巨6グリッド南北断面①出土還物 (図58～61)  E6グ リッドの西側のラインに相当する部
分に設定した南北方向の畦から出土した一群である。641～ 644は蓋 B形式である。641は蓋Bl形式、
643は蓋B2形式と思われ、日縁部内面のかえりの位置はかなり上方へ移動し、後出する様相を示す。
642.644は 蓋 B4形 式である。644は、日縁部内面に小谷・志度末タイプのかえりをもつ。645～
652.654.656.658.659は 蓋 C形式である。647～ 649は 蓋 C2形 式、652.653は 蓋 C3形 式である。
645.646.650。 651.654.656は蓋C4形式である。657は蓋Cあ るいは蓋D形式と思われるが、天丼部の摘み
に接して 2条沈線が施文される。658は大口径の蓋C7形式であるが、天丼部中位に2条沈線が見られ
る。659は蓋C6形式であるё
653.660～ 663は蓋D形式である。660は蓋Dl形式、662.663は蓋D4形式、661は蓋D6形式である。
653は蓋D3形式に逆位の蓋C3形式が釉着する。蓋D3形式の回縁部内面には、杯D形式の口縁部と
思われる釉着痕跡がある。降灰状況から、上下関係は図示したとおりに正位でともに窯詰されたものと

思われる。

664～ 668は杯B形式である。664は杯B3形式、666～668は杯B5形式である。667の回縁部外面には、
窯詰めによる焼けムラ痕が見られる。669～688は杯C形式である。676.680は回縁部が短く屈曲する杯C

3形式である6670.682は杯C5形式、687は杯C6形式である。683は体部に稜線が見られるが、全体形
は箱形の杯B5形式に分類される6671.672.675.677～ 679.681.684～ 686は杯C7形式である。669.673.674
は国縁部が直立する杯C8形式である。671.672.677.685外 面には窯詰めによる焼けムラ痕が見られる。
689～ 703は杯D形式である。689.690。 695.699は杯D3形式である。695の底部外面には高台貼り付け用
の下地沈線が見られる。696.697.700は 椀形の体部をもつ杯D4形式である。702.703は大口径の杯D6形
式である。702は比較的に高い高台をもち、日縁部が直立する器形をもち、全体的にシャープな印象を

受ける。

704～ 710は皿である。704。 705は回縁部内面が沈線程ではないが、僅かに窪んでおり皿B2形式と思わ
れる。706.709は皿A2形式である。707は 口縁端部を両側に拡張する皿Al形式である。711は回縁部が
内傾し鉄鉢状を呈する鉢B形式である。712は高杯B形式の脚部と思われる。713。714.715は長頸瓶口縁

部である。716.717は 長頸瓶の脚台としたが1716は小形であることから台付椀の脚部の可能性もあろう。

718.719は平瓶の回縁部、720は同体部片である。721は、体部に開塞技法が見られることから横瓶とし

た。722は短頸瓶かもしくは甕の口縁部である。723～728は甕である。724の口縁部内面には焼けムラ痕

が見られるが、窯詰めのパターンを推測できない。727は焼け歪が著しいが、日縁部外面に横方向のカ

キロを施し、頸部外面にはヘラ記号が刻まれる。728は外面のカキロが集束することと、破片の形状か

ら底部片と思われる。729は甕の胴部片と思われるが、外面の鱗状の小剥離痕と内外面に窯床の砂の釉

着が見られることから、置き台と思われる。

灰原巨6グリッド南半部出土還物 (図62) 先に、 1号窯関連遺構とした柱穴群に近接する位置
の灰原から出土した一群である。730は蓋B3形式、731は蓋B6形式、732は蓋B4形式である。731は
回縁部内面に小谷・志度末タイプのかえりをもつ。733～738は蓋C形式である。733.737は蓋C2形式、
734.735は 蓋C3形式である:736。738は 口縁端部を面取りする蓋Cl形式と思われる。739.740。 743は口縁
部を欠損することから形式を判別することが難しいが、残存する天丼部の形態や器壁の厚さからみてか

えりの付かない蓋D形式と思われる。739の摘み部よりの天丼部には、やや太い 2条沈線が見られる。

740はやや口縁部よりの天丼部中位に 1条沈線が確認できる。743は天丼部の739と ほぼ同じ位置に 2条

沈線が確認できる。741.742は 蓋D2形式である。
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747-751,753-755は オ不C形

式である。底部形態にバラツ

キがあるが、体部から比較的

スムーズに口縁端部へ至る杯

C7形式である。747の 口縁部

外面には、窯詰めによる焼け

ムラ痕が見られる。752は体部

中位で器形反転を伴う杯 B4

形式である。756はやや深い器

高に違和感があるが、高杯 A

形式であろう。757～ 764は杯

D形式である。757.758は杯 D

4形式、759.763は杯 D3形式
である。760は小形の杯 Dl形

式 と思われるが、高台はやや

肉厚なものが貼 り付けられる。

762は杯D2形式の最終形態の

ものと思われ、やや沈み込む

底部に断面三角形状の高台を

貼 り付ける。764は杯 D2形式
である。

765は長頸瓶の胴部片、767

は同口縁部片である。768.769

は長頸瓶の脚台と思われるが、

768は小形であるため、台付椀

0            (S=1:3)           20cm

図61 灰原 E6南北断面①出土還物その4

の可能性もある。770～772は皿である。772の口縁部外面には、窯詰めによる焼けムラ痕を明瞭に留める。

灰原 E5グ リッド北半部出土還物 (図63～91)  灰原の中では最も遺物が集中するE5グ リッド

北半部より出土した一群である。この部分でおそらく1号窯の焼成品の集積・選別を行ったものと思わ

れる。773～837.846.847.849.863～ 866。922.937～ 940は蓋 B形式である。784は口縁部内面に矮小なかえり

をもつ蓋Bl形式、785,787.808.835。 836。922。938は蓋B2形式である。836の回縁部内面には小谷・志度末
タイプのかえりを施す。774。791。794。802～ 806.847.937.939は 蓋B3形式である。805に は本窯であまリー

般的ではないボタン状の摘みが見られる。803の 口縁部内面には小谷・志度末タイプのかえりが施され

る。804の天丼部には、窯詰めによる焼けムラ痕 と杯 B形式の口縁部が釉着 している。 788。 800.

801.807.809.811.813.818～ 831.833.834.849。 863は蓋B4形式である。824の天丼部には 1条沈線が見られる。

蓋 B形式において 1条沈線は、本例のみである。786.790。 792.795。 797.940は蓋B5形式である。773.776～

779.783は 、日縁部内面のかえりが太 く扁平な天丼部をもつ蓋B6形式、775.780～ 782。 796。 799.810。 812.
814ん817.832.864～ 866は蓋B7形式である。837は摘みや天丼部の形態から蓋B形式と思われるが、838
～843は蓋 C形式か蓋D形式であろう。848.850～862867～ 921.923～936.941～1006は蓋 C形式である。
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850。852,853.863.885.890.891.894.895。 910。913.916γ 920。926.929。 931.932は蓋C2形式である。853は口縁部

内面のかえりの形状が小谷・志度末タイプである。890は、天丼部に窯詰めによる焼けムラ痕が見られ

る。焼けムラ痕の大きさから、杯 D形式の高台の痕跡と思われる。929の天丼部にも同様に焼けムラ痕

が見られるが、高台痕ではなく杯 D形式の回縁部痕と思われる。867.869～ 872.884.896。 902。909.911.

915。921。941～ 943.945。 947～ 951.953.957～ 962.964～ 973。975～ 979。983～994は天丼部が比較的に球形を呈す

る蓋C3形式である。869.902は 回縁端部を面取 りする蓋C3形式である。911.921.941。 951。965。971.973.

989は、天丼部に窯詰めによる焼けムラ痕が見られる。956.984はかえりの内側に焼けムラ痕が見られる。

おそらく、杯 D形式に対して逆位でこの蓋C3形式をのせ、更にその上位にのせた杯 D形式の高台によ

って生ずる焼けムラ痕と思われる。968は天丼部に杯 C形式の底部片が釉着する。どちらかが置き台等

の窯道具であろうが、具体的な窯詰めパターンを想定できない。983～994はかえりに対して回縁端部が

間延びする蓋 C3形 式でも新 しい様相を示す一群である。851.854～ 862.868.873～ 882.886～

889.892.893.897～ 900。903～ 908。912。914。923～ 928.930.954.955。963.974。 982は蓋C4形式である。906は回縁

部よりの天丼部に、930は天丼部中位に 2条の細線が見られる。880は口縁部内面に、焼け歪が著しいが

別個体である杯 D形式の口縁部が釉着する。995～ 1003は口縁端部を確実に面取 りする蓋Cl形式であ

る。998～ 1001は回縁部内面に、断面三角形状の小谷・志度末タイプのかえりを施す。980.981は 口縁部

内面のかえりが、上方に施される蓋C5形式。1104は大口径の杯B5形式である。1105は焼け歪が著しい

が、天丼部の形態から短頸瓶の蓋になる可能性もある。

1007～ 1056は 口縁部内面にかえりをもたない蓋D形式である。1007は扁平な傾きを呈することから蓋

D形式としたが、台付椀の脚部の可能性もある。1009～ 1013.1038.1039は 蓋Dl形式である。1014は、

出土遺物全体で少数派の蓋D3形式である。1015～ 1021.1023～ 1025.1027～ 1033。1036は 回縁部が明確に

折り返される蓋D4形式である。1028.1031の 天丼部には、窯詰めによる焼けムラ痕が明瞭に見られる。

1031はその径から判断して杯 D形式の高台痕を想定できよう。1034.1037.1043～ 1045。 1047.1049。 1051～

1053は 蓋D2形式。1035。 1040。 1041.1046。 1050は 笠形の天丼部をもつ蓋D6形式である。1022の 天丼部に

は窯詰めによる杯 D形式の高台片が釉着する。1054の 天丼部には摘み寄りの位置に 2条の細線、日縁部

寄りに 1条の細線を施す。1055.1056の天丼部には、ヘラ記号が刻まれている。

1057～ 1136。 1159は杯 B形式である。1057.1062～ 1064.1066。 1076。 1089杯 Bl形式である。1066は 、底部

外面に窯床の砂と思われるものが付着する。1061は、深い器高をもつ杯 B2形式である。1059。 1060は杯

B3形式であり、1059は 窯詰めにより、別個体である同形式の口縁部が釉着する。1058.1074.1075。 1078。

1088.1091～ 1122は杯 B5形式である。1084.1086.1090。 1103の 口縁部外面や内面には、窯詰めによる焼け

ムラ痕が多 く見られる。1127～ 1136.1151.1159は 杯 B4形式であり、最終形態に近い器形をもつもので

ある。1137～ 1158。 1160～ 1317.1319～ 1403は杯 C形式である。n37～ 1142.1144.1145。 1205は外反する口縁

部をもち、端部を丸く納める杯 C6形式である。1142は 口縁部内面に窯詰めによる焼けムラ痕が見られ

る。1149.1160～ 1162。 1164。 1168は 、扁平な体部中位から口縁部が外反する杯 C2形式と思われる。1165。

1167.1169.1170は 杯 Cl形式であり、本窯出土資料中では、杯 C2形式と同様に少数派である。1148.

1150。 1156-1158.1177-1179.1191。 1195。 1198.1209。 1214.1224.1226.1244。 1250。 1262。 1266.1270.1273.1277.1282.

1293.1295.1341は 、日縁端部が短く屈曲する杯 C3形式である。1346は体部が著しく球形を呈するが、

日縁部形態から見て杯C3形式に含めるべきであろう。1282を 典型例とし1156。 1198.1224等 は、比較的

大口径であり器高が低く底部も平底化するなど、杯 C3形式でも最終段階の所産と思われる。1173～

1176.1190は杯C4形式である。杯C3形式と同様に短く屈曲する口縁部をもつが、同形式に比べて口縁
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部は薄く端部が先細りになる。1143.1146.1147.1163。 1166。 1171.1180～ 1183.1185。 1192.1193.1196。1197.1199～

1204。 1206.1207.1218。 1225。 1248。 1260は杯C5形式である。1206を典型例とし、1163.1166.1206。 1248等は大
口径で比較的浅い器高をもち底部もほぼ平底化する点から、後出するものと見る。

杯C7形式は最も多数を占めるものである。列挙すれば、1155。 1184.H86.■ 87.1189。 1208。 1210～
1212.1216.1217.1219～ 1223.1229。 1230.1232～ 1234。 1236～ 1240。 1242.1246.1247.1249。 1251.1253～

1257.1261.1264.1267.1269。 1275。 1279。 1284～ 1287.1289～ 1292.1294。 1296～ 1305。 1307～ 1310.1312～

1315。 1317.1319。 1340。 1342～ 1345。 1347.1348が該当する。1318は杯C形式の所ヘレイアウトしてしまったが、

杯B5形式と捉えた方が理解できる。また、本形式には窯詰めによる焼けムラ痕を留めるものが多い。
列挙すれば、1216。 1220。1223.1228.1230.1263。 1264。12841296.1317.1323.13241326.1331.1339な どの口縁部内面あ

るいは外面には明瞭に焼けムラ痕が見られる。1304の ように、 3個体が正位に釉着するものも見受けられ

る。1213.1235.1241.1252.1258。 1259。1265。1272.127&1280。 1281.1316は 口縁部が直立する杯C8形式である。13増

～1401は杯C形式の底部片である。これらの大半が回転ヘラ切り痕を留め、ナデ消しを行うものは少なく、

ケズリ調整は見られない。1402はやや大形の底部片であり、鉢の底部の可能性もある。

1404～ 1505は杯D形式である。1413～ 1420。 1443.1454～ 1464は椀形の体部をもつ杯D4形式である。
1413～ 1418は、一応杯D4形式に含めるが、体部下方に稜線をもつことからやや異質である。1421～
1426.1432～ 1439。 1444.1445は杯D3形式である。1421.1426.1434に施される高台は比較的高く踏ん張るも
ので、古相を示す。1439の 内面には、青海波文が確認できる甕の胴部片が貫入している。窯詰めにより

生じたものと思えないことから、本資料が置き台等に転用されたかもしれない。1444の 内面には、窯壁

塊が混入する。1466～ 1484は杯D形式の高台片である。申には、1468～ 1470な どの杯Dl形式の矮小な
高台をもつものもある。1479。 1450の深く沈みこむ底部や、1481.1482等 の後出すると思われる高台をも

つものもある。1485。 1486は小片であるが杯D4形式の大形品と思われる。1487～ 1492は杯D2形式であ
る。1489は、底部外面に高台貼り付け用の下地沈線が見られる。1493は 直線的に伸びる日縁部をもつこ

とから、小片であるが杯D5形式の可能性がある。1498～ 1501は杯D5形式の高台片である31502。 1503
は同一個体ではないが、大国径の杯D5形式であろう。1504は おそらく盤状の器形を想定して図化して
いるが、更に下方に伸びる様相を示すことから、確実に該当する器形が見当たらない。1505は高台の剥

落痕が見られることから杯D形式と思われるが、類例に乏しく小片であることから全体を窺い知ること

はできない。

1506～ 1518は長頸瓶の回頸部片、1519～ 1534は 同底体部片、1535～ 1546は脚台片である。日縁部形態

に差異が見られ、日縁端部が短く屈曲する1506～ 1508や頸部から口縁端部まで連続的に開く1509。 1510。

1514がある。頸部内面には絞り痕を留めるものが多い。1513.1516.1517は 平瓶の口縁部の可能性もあろ

う。1519は寸胴形の体部をもち、沈線文帯をもつものである。1530の底部外面には窯床の砂、あるいは

窯壁塊が付着する。1533は底部に突帯状の稜線が 2条巡る。1534は極端に胴長の器形であり、他にあま

り類例を見ない。1524の体部には別個体の長頸瓶が釉着し(窯詰めのパターンを窺い知れる。

1527.1529の底部外面には、最低 2個体の置き台と思われる蓋C形式 ?が釉着している。1545の脚台の

内面には、置き台と考えられる杯B5形式が釉着するgこ のパターンは、他の本窯出土資料中に間々見
られるものである。1546の脚台の内面には、置き台と見られる逆位の蓋B形式と更にもう1個体 (器種

不明)が釉着する。1547は長頸瓶の底部に置き台と見られる蓋C形式と更にもう1個体付着する。
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1548～ 1566は平瓶の回縁部である。長頸瓶に比べて頸部がやや内傾することから判断した。頸部に沈

線を巡らすものも多い。1551の 回縁部下にはスタンプ状の小さな圧痕が連続して見られる。1567～ 1569

は同体部片である。1559の肩部には風船技法の円盤閉塞が明瞭に観察できる。1571.1572は回径や形態か

ら見て横瓶の可能性がある。1570は 、破片の下端部が内側にのびることから疎の可能性も考えたが、高

杯の杯部と思われる。1573～ 1579は短頸瓶の回縁部・肩部片である。日縁部が直立する1573～ 1575、 日

縁部が外反する1577～ 1579があり、1576の肩部には横方向の密なカキロが見られる。

1580ん 1587は 台付椀である。1581ん 1585は ワイングラス状の深い体部をもつ台付椀 A形式である。

1580。1586。 1587は 、日縁部内傾しない台付椀 B形式である。1586。 1587は 口縁端部内面を肥厚する。1588

は口縁部が大きく開くが、同形式と見なし得る。1593～ 1599は鉢である。1593γ 1599は鉢 B形式である。

1574は 回縁部が著しく内傾するもので、後出する属性を備える。1596は 口縁端部外面に 1条沈線を巡ら

す。1590～ 1592は鉢 C形式である。1600～ 1623は 皿である。1600。 1622.1623は 皿Al形式、1601～

1604.1606.1608は 皿A2形式である。1622.1623は 日縁端部両側を拡張するが、口縁部と底部境の沈線は

見られないことから、同形式の中でも後出するものと思われる。1608の外面には窯壁塊が付着する。

1605は沈線が見られないが、日縁端部を確実に面取 りしており、皿B2形式と思われる。1607.1609～

1613は 皿A3形式である。 1614。 1620。 1621は 皿A4形式と思われる。1618.1619は異形品の皿である。

1618は扁平な丸底を呈することと、同部位に入念なケズリ調整が見られることから、蓋の可能性も考え

たが摘みを施した痕跡が見られないことから皿と考えた。1619は小片であるが1618と 同様に復元 ,図示

した。1615は皿Cl形式であるが、本窯で多 く見られるものではない。1616.1617は皿 E形式である。

1617は 脚部をもつと思われ、回縁部内面にはタタキ成形が行われたことを示す当て具痕が見られる。

1624は皿A3形式の小破片である。
1625～ 1656は 高杯である。1628～ 1651は 高杯A形式であり、1650の脚部には縦位 4方向のスリット状

の透かし孔が穿たれる。このような透かし孔をもつものは、本窯他の出土資料中に散見されるものであ

る。1625～ 1627.1652.1653は 高杯 Bl形式であり、1654～ 1656は高林B2形式である。いずれも完形品

に恵まれていないが、脚短部の形態はバラツキがあり、比較的鈍化している1630.1638.1639な ども散見

される。

1657は獣脚硯の脚部と思われる。底面を含めてケズリ調整によって面取 りされ、断面は方形に近い。

硯部との接合面は、新しい欠損面によって確認できない。片桐孝浩の分類では I― A類に該当されよう。

また、灰原E3グ リッド出土遺物 (1888)に も見られ、県下で類似する資料は公測池 2号窯出土資料が

ある (松本。岩橋1986)。 1659は還元焼成された飯蛸壺である。1658は、須恵器窯構築以前の所産と思わ

れる古墳時代前期の小形丸底壺である。

1660～ 1702は甕である。1660～ 1666は波状文・列点文で加飾する有文甕である。1660は 、日縁部下に

1条突帯を貼 り付け頸部にやや粗い波状文を施す。1662～ 1665は肥厚される口縁部に、列点文とその下

方に波状文帯をもつ。同一個体の可能性を考えたが、日縁端部の形態や微妙に列点文に差異が見られる

ことから別個体として図示した。1660は頸部内面にナデ消された青海波文が見える。この部位に青海波

文を認めるのは本資料 1点のみである。1688は胎± 0焼成から見て同‐個体として図上復元した大甕で

ある。胴部上位と中位には接合点は見られないが、粘土帯積み上げを行った単位を中心に剥落しており、

胴部の復元径とこの積み上げ単位を参考にして繋げた。特に胴部中位よりやや上方の部位では、 7γ 8

cm単位の幅で水平方向に剥落しており、積み上げ単位が良好に観察できる。1689～ 1702は肩部から底部

片である。1689は 内面を中心として鱗状の小剥離痕が多く見られることから、断面等に自然釉の貫入は
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図85

40cm(S=1:6)0

灰原 圧5北半部出土還物その23

見られないが置き台の可能性もある。1699は やや傾きがきついことから、横瓶の可能性もあろう。破片

下方に向けてカキロが集束する。1702は底部片に窯壁塊が付着する。また、外面に杯等の別個体の釉着

痕跡もあることから置き台の可能性もある。

1703は蓋C形式であるが、天丼部外面には自然釉に加えて窯床の砂と思われるものが釉着する。これ

らが破断面に貫入する部分も確認されることから、置き台転用されたものと見なす。1704は杯B5形式

の底部片で、底部を打ち欠いた可能性があることから置き台と推測する。1705～ 1719は甕の胴部片を転

用した置き台である。1705は両面に窯床の砂の付着が見られ、それらが断面にも確認できる。1706も 同

様である。1707は、青海波文が見られる内面に窯床の砂と思われるものが釉着する。1708は、内面に窯

床の砂が釉着する。1709。 1712は、甕 2個体の胴部片が釉着する。1712の両面・断面には、窯床の砂が釉

着している。1711は外面に鱗状の小剥離痕と窯床の砂の釉着が見られる。

1713.1714は甕胴部片を転用した置き台。両者とも内面に蓋C形式 ?の口縁部片が釉着し、タタキロが

見られる外面には杯D形式の高台と思われる釉着痕と焼けムラ痕が見られる81715は際立った痕跡は見

られないが、断面を見ると変形が著しいことから置き台として報告する。1716も変形が著しく、内外面

に鱗状の小剥離痕が多数見られる。1717は タタキロの見られる外面に鱗状の小剥離痕(内面には窯床の

砂の釉着が見られ、植物繊維状の圧痕も確認できる。1718は際立った痕跡が見られないものの、内面に

-112-



P° ←
黒あル /1

0             (S=1:3)            20cm

灰原 E5北 半部出土還物その24図86

-113-



0            (S=1:3)           20c

図87  灰原 巨5北半部出土還物その25

20cm

-114-



0             (S=1:3)            20cm

灰原 巨5北半部出土還物その26

-115-

図88



そ==I「==童ぃ1703
、                                                                          メ

0             (S=1:3)            20cm

図89  灰原 E5北 半部出土運物その27

-116-

孟 ヽ



■
―‐

‐
―‐

セ

∩

目

目

＝

―‐

ロ

0             (S=1:3)            20cm

図90  灰原 圧5北半部出土還物その28

-117-



ヽ

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

‘

‘

0              (S=1:3)            20cm

灰原 E5北 半部出土還物その29

-118-

ノ
ノ
当
〔
号餃宦億譲再

図91



は蓋 C形式 ?の 口縁部の釉着が確認できることから、置き台として報告する。1719は 内外面に明瞭に窯

床の砂と思われるものが釉着し、破断面にも自然釉が貫入する。

灰原巨4グリッド出土還物 (図92～97)本 グリッド及びE3グ リッドで使用する1層～ 4層に関
しては、調査段階の取り上げ単位を示し、断面図における土層注記番号を示すものではないことをお断

りしておく。例えば本グリッドは極めて急傾斜に位置する為、安定的にずい堆積している状況下には無

い。したがって、E4の第 1層 と西接するE3グ リッドの第 1層が同下層であるという保障は無い。あ

くまでもここで用いる第 1～ 4層に関しては、各グリッド内における上位から下位にかけての調査担当

者による取り上げ単位とご理解いただきたい。

接合作業の結果、下層である4層 と上層である1層 と接合する個体もまま見受けられた。この点を考慮

すれば、大半が上方のE5グ リッド部分からの再堆積によって形成されたものであることが推測される。

1720～ 1727は 4層出土遺物である。1720は杯C7形式である。1721は、僅かに高台部の残存を見る杯D形

式である。1722は口縁部があまり外反しない短頸瓶であろう。1723.1724は 長頸瓶の胴部・脚台片である。

1725～ 1727は甕であり、1725は肥厚される口縁部タト面に横方向の密なカキロを施し、頸部にはヘラ記号「へ」

が刻まれる。1726は肩部に横方向のカキロと円形浮文が見られる。1727は土師器甕である。焼成は土師質で

あり、器面に煤等の使用痕が見られないことから、還元焼成を意図していたものなのか、あるいは工人の

日常雑器なのかは分からない。

1728～ 1759は 3層出土遺物である。1778.1779は甕である。1730は 口縁端部が面取りされる蓋Cl形式
であるも1734は蓋C4形式と見られる。1732～ 1736は蓋D形式である。1732は焼け歪が著しい蓋D2形

式、1733.1735は蓋Dl形式である。1736は直立する白縁に端部付近のみが外反する杯C5形式。1738は

杯D2形式の体部片である。1739は高台の下端部を突状に仕上げる杯D形式であるが、本窯出土資料中では

少数派である。1740は杯D3形式の高台片である。1741.1742は 高杯A形式の杯部 0脚部片である。

1743は比較的小形の台付椀Bの体部片であり、僅かに脚部を留める。1744。 1745は長頸瓶の口縁部から

頸部・体部片である。1745の頸部内面には接合痕が明瞭に見られ、頸胴部境の器壁が浅いことから円盤

閉塞による3段接合の可能性がある。1746は 口径や口縁部の形態から平瓶と思われる。1747は 口縁端部

内面を面取りする皿B2形式、1748。 1749は皿A2形式である。
1750。 1751は有文甕の口縁部である。1750は回縁部下に 1条突帯を施し、頸部を2帯の波状文で飾る。

1751も 同様の波状文をもつが突帯は見られない。1752は無文の甕の口縁部であろうか。1753.1756は鉢B

形式の大形品の口縁部である。1757は 土師器甕の口縁部である61758は甑口縁部片である。 1号窯窯体

内出土資料や灰原出土の他の甑に比べて、内外面にハケ調整を明瞭に留めることから、須恵器として還

元焼成を意図したものではなく工人の使用した日常雑器が廃棄されたものと見る。1759は器種不明品で

ある。胴部外面下方には脚部 ?を貼り付けた痕跡が見られるが、類例に乏しく器種を特定できない。

1760～ 1779は 2層からの出土遺物である。1760は蓋B4形式、1761は 口縁部が間延びする蓋C3形式

である。1762は杯C7形式の口縁部、1763～ 1765は杯C形式の底部片である。1766は杯Dl形式である

が、内面の見込みには窯詰めによる焼けムラ痕を見ることができる。おそらく1846に見るような、同形

式の高台杯を重ねて窯詰めし焼成した際に生ずるものと考えられよう。1767は杯D3形式の高台片であ
る。1768は瓶類に施される把手と思われるが、本窯出土資料中にはそれを推測する材料は無い。1769は

長頸瓶の頸・肩部片である。頸部と肩部の接合点付近の器壁が厚いことから3段接合の可能性がある。

1770.1771は皿A2形式。1772は鉢B形式の回縁部である。1773は底部の大部分を欠損するが(形態から
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圧4出土還物その2

1776.1777は、蓋の頸部肩部片である。頸部の内外面には横方向のランダムなナデ調整が見られる。

1778は 甕の底部片である。1779の底部には円盤閉塞が見られないものの、径 0傾 きから横瓶の可能性が

ある。

1780～ 1803は 1層からの出土遺物である。1780は 蓋B4形式、1781は蓋C4形式である。1782は変形

が著しいが、蓋C2形式と思われ天丼部には杯 D形式の高台痕と思われる焼けムラが見られる。1783は

蓋D4形式である。1784は杯 C7形式でありt口縁部内外面に窯詰めによる焼けムラ痕が見られる。
1786は杯 B形式の底部片である。1787は杯 C2形式である。1788～ 1793は杯 D形式である。1791。 1792は

矮小な高台に深く沈みこむ底部をもち、D4形式でも後出形態と思われる。1793は椀形の杯部をもつ杯
D4形式であるが、やや細身の外方へ踏ん張る高台をもつ。1794は低脚の高杯 B形式の脚部片である。
1795は皿A3形式である。1796.1797は長頸瓶である。1797は残存率も高く、外面の大半には自然釉の降
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図97  灰原 E4出土還物その6

1800は長頸瓶の底部付近と思われる破片に蓋 ?と思われる別個体が釉着する。1801は皿A2形式であり、
回縁部内面に焼けムラ痕が見られる。1802は甕胴部片、1803は土師器甕の把手である。

1804～ 1825は本グリッド層位不明の出土遺物である。1804は 蓋 C形式の天丼部、1806～ 1808は杯 C形

式の底部片である。1805は 蓋D4形式の回縁部と思われる。1809～ 1812は杯 D形式である。1809は杯D
2形式の回縁部、1811は小片ながら椀形の杯部をもつ杯D4形式と思われる。1812は 比較的に小形の杯
Dl形式の高台片である。1814。 1815は高杯A形式の脚部片と思われる。1816は長頸瓶の胴部片、1817は

短頸瓶の胴部片である。1818は皿A2形式であり、1819は やや大形の皿A4形式の底部片であろう。
1820.1821は 有文甕の回縁部片である。1822.1823は 詳細な形式の特定ができないが、鉢底部片と思われ

る。両者は同一個体では無いが、いずれも底部内面に異形のヘラ記号「lll」 を刻む。内面に刻まれている

ものや、同様のヘラ記号は類例に乏しく、不明な点が多く残る。1824は 口縁部内面や胴部外面に明瞭な

ハケ調整を施す甕である。また、明らかに還元焼成されており、土師器的な器形・調整手法で製作され

ている。1825は甕の胴部片であるが、置き台と考えられ 2つの別個体の破片が釉着している。

灰原巨4・ 5グリッドトレンチ出土還物 (図98上段) 1826～ 1839は E4・ 5グリッド調査前に先行
して設定したトレンチからの出土遺物であり、層位的に提示できない一群である。1826は蓋C形式の摘

み部片、1827は蓋B2形式1828は蓋B4形式である。1829。 1830は杯C7形式と思われ、1831は杯 C形式
の底部片である。1832～ 1836は杯D形式である。1833は矮小な高台に深く沈みこむ底部をもつ、杯D4
形式の中でも後出する。1836は比較的に高くシャープな高台を持つことなどから、602な どの杯D5形
式に伴うものと思われる。1837は皿A2形式である。1838は短頸瓶の胴部片であり、中位に列点文を施
す。1839は長頸瓶の脚台片である。
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灰原D4グリッド出土還物 (図98下段) 1841～ 1844は比較的に 2・ 3号窯寄りのD4グ リッドか

ら出土した一群である。1841は杯C7形式であり、日縁部外面には窯詰めによる焼けムラ痕が見られる。

1842は杯D3形式である。1843.1844は甕の口縁 0肩部片である。

灰原巨3グリッド出土運物 (図99～ 101)1845～ 1853は 4層から出土した。1845は 回縁部が屈曲

する杯C5形式である。1846は杯D3形式であるが、内面には同形式が釉着する。この杯D形式を重ね

て窯詰めする例はあまり見ない。1847～ 1849は杯D形式の高台片である。1850は杯D5形式であり、日

縁部外面を回転ナデによって沈線状に仕上げる。1851は短頸瓶であり、肩部外面に2条沈線を認める。

1852.1853は甕の口縁部である。

1854～ 1888は 3層から出土した一群である81854.1855は 蓋C形式もしくは蓋D形式の天丼部片である。
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1856は 蓋 C4形式の回縁部、1857.1858は 蓋D4形式と思われる。1859は杯 B形式、1860.1861は 杯 C形
式の底部片である。1862は 口径が広がり、体部が扁平な杯 C7形式の口縁部であり、同形式の中でも後
出するものと思われる。1863～ 1871は杯 D形式の高台片である。1871は D4形式であるが、高台・底部
に後出する属性が見られるものである。1872は鉢 C形式の底部片である。1873。 1874は 長頸瓶の底部であ

り、1874の底部外面には焼けムラ痕が明瞭に観察できる。1875は 皿Bl形式の回縁部と思われるが、断
定はできない。1876は鉢 B形式の回縁部である。1877は頸部外面にヘラ記号を刻む横瓶の回縁部、1878

は平瓶の肩部であろう。1879は長頸瓶の回縁部である。1880は低脚の高杯 B形式、1881～ 1885は 甕の回

縁部である。1885。 1886は甕の頸・胴部片である。1888は獣脚硯の脚部であろう。灰原E5グ リッド1657
に類似する資料が見られる。底面を含めて外面は、ケズリ調整によって面取りし、断面は方形である。

破片上端の折損面は、新鮮であり硯部との接合面では無い。しかし、上端部はやや開き気味になること

から、さほど離れない位置に硯部との接合面を想定できる。片桐孝浩分類に照らせば、獣脚硯 I― A類

に相当しよう。

1889～ 1928は 2層 より出土した一群である。1890は 口縁部内面に、小谷・志度末タイプのかえりをも

つ蓋B4形式である。1891～ 1896は蓋C形式。1992の 回縁部内面には、小谷・志度末タイプのかえりが

施される。1896は やや大形の蓋C3形式である。1897～ 1899は蓋D形式であり、小片ながら1898の 天丼
部には2条沈線が明瞭に観察できる。1900～ 1902は杯B形式の底部である。1903は大口径の杯C7形式
の口縁部である。1904は、器高がやや深く大形であることから、杯C形式ではなく鉢A形式の底部片か。

1905～ 1914は杯D形式の高台片である。1905は比較的小型の杯Dl形式、1906～ 1908。 1911～ 1914は椀形
の体部をもつ杯D4形式である。1912の 高台は比較的高く、端部が尖り気味のものでありやや異質であ
る。1913.1914は 矮小な高台に深く沈みこむ底部をもち、杯D4形式でも後出するものである。1917は
径・形態から台付椀の脚台であろう。1015は平瓶の回縁部、1916は短頸瓶の回縁部である。1918は長頸

瓶の脚台と思われる。1919は皿A2形式の回縁部である。1920.1921は高杯の脚部片、1922～ 1927は発の
回縁部とした。1924は 口縁端部の形態に若干の違和感があり、鉢B形式の可能性もあろう。1928は甕胴

部片である。

1929二 1932は 1層より出土した一群である。1929は蓋Dl形式、1931は杯Dl形式である。1931は 断
面三角形状の高台をもち、志度末窯跡群との親縁性を示す。1930は蓋D4形式の回縁部である。1932は
肥厚される口縁部に、カキロを施す有文甕である。

1933～ 1941は E3グ リッドより出土しながらも、層位の特定ができない一群である。1933は蓋C4形

式であり、天丼部に摘み貼り付けにより段を明瞭に残す。1934は蓋D4形式の口縁部である。1935。 1936
は短頸瓶の蓋。両者には接合点は見られなかったが、日径 0形態ともに類似することから同一個体の可

能性がある。1937は疎の回縁部であろう。出土資料中に体部片は確認できなかったが、小数ながら存在

しているものと思われる。1938は高杯B形式の脚部片である。1939。 1940は甕の口縁部である。1941は土

師器甕の回縁部である。

灰原出土位置 。層位不明出土還物 (図 102。 103) 出上位置・層位の特定ができないものと、事前
の試掘調査において出土した遺物である。1942は蓋B4形式であり、天丼部に回転ケズリを施す。1943

は蓋C形式の摘み部片、1944は蓋C2形式の口縁部である。1945はやや大形の蓋C4形式、1946は蓋D
4形式である。1947～ 1953は 杯 C形式。1949は 回縁部が短 く屈曲する杯 C3形式である。
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1947.1948。 1950～ 1953は 回縁部を比較的スムーズに仕上げる杯 C7形式であり、1951の 回縁部下には同形

式と思われる口縁部が釉着する。1954は杯 B形式の底部片である。1955.1956は杯 D形式である。1955は

杯D3形式であるが、細 く摘み出される高台をもつものである。1958は体部下方に屈曲部をもち、高台

が外方へ踏ん張る杯D2形式である。1959は 口縁部内面を面取 りする皿B2形式、1960は 回縁部と底部
の境界が明瞭ではない皿A3形式である。1961。 1962は皿A4形式である。1963.1964は 高杯 A形式の脚
部であり、1964の 内面には窯壁塊が貫入する。1965は球形に膨らむ胴部から短頸瓶の胴部片と思われる。

1966は小片ながら、横瓶の口縁部であろう。1967は甕胴部片であり、肩部に円形浮文を貼り付ける。

1968は甕の胴部小片。1969は青海波文を留める内面に、窯床の砂と思われるものが釉着することから、

置き台と思われるものである。

灰原出土還物 (図 104) 1970～ 1973は 、灰原から須恵器片に混入して出土した石器である。1970は

大形でサヌカイト製の凸基有茎式石鏃である。1971は基部に自然面、刃部に片面調整が見られるサヌカ

イト製のスクレイパーとしたё刃縁等に摩滅痕は見られない。1972は サヌカイト製の剥片である。1973

は大形のサヌカイト製のスクレイパーである。基部には折れ面、刃部は片面調整を主とし、一部に両面

調整が見られる。風化がかなり進行しているが、刃部に弱い摩滅痕を留める。
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2.Ⅱ 区の調査

谷 1

Ⅱ区では、調査区全面において谷地形を検出している。図 5の調査地周辺の地形分類では、谷1に相当

する。この谷1は、現地形より幅30～40m程 を測り南西方向へ延びる大規模な開析谷であり、Ⅱ区では

その東肩を捉えたに過ぎない。蛇行を繰り返しながら、調査区南端付近で灰原を形成し比較的小規模な

谷 7と 合流する。検出した範囲での最深部は現地表面より4.5m程 を測るが、調査対象外ではさらに深く

なるものと言えよう。

調査区東側において、若千の平坦面が見られる箇所が存在するが、須恵器窯関係の遺構や同時期の関

係する遺構は見られない。また、灰原に比べて出土遺物量も極めて少なく、この谷 1部分を積極的に利

用した痕跡は見られない。散発的であるが遺物が出土する点を考慮すると、須恵器窯への進入路として

機能していたことも推測される。

堆積状況は、図106に示す通り比較的近年の所産と思われる客土層が厚く堆積しているが、これより

下位の堆積状況は上・中・下層の 3単位に区分される。この内中・下層は、ラミナが顕著に認められ砂

層を主体として堆積する。上層は、シルト乃至粘土を主体とし水平堆積に近く一部では作土層に類似す

るものも見られる。一定程度の埋積が完了したのち、水田等の耕作地として土地利用される段階の堆積

層と思われる。厳密な層位別の取り上げを実施しできていないが、遺物は埋積途上にある中・下層から

1～ 3号窯と同時期の須恵器類が出土しているようである。耕作地が想定される上層の堆積時期を示す

遺物は見られないが、須恵器窯操業時には、一定程度の流水が見られる埋積途上の段階であったことは

想定できる。また、中層が下層を侵食して堆積する箇所も見受けられ、本流の位置を変えながら蛇行を

繰り返していたのであろう。

谷 1出土還物 (図 108～ 110) 1974～ 1978は縄文深鉢である。胎土中には細かな砂粒を多く含み、

内外面を植物繊維を束ねたような原体により条痕調整する。1977は 内傾する国縁部から、浅鉢の可能性

もある。1978は 口縁端部に一条沈線を施すが、縄文等の施文は見られない。これらの土器群は、縄文後

期の所産と思われ、調査区内において同時期の遺構は確認していないが、比較的に摩滅が見られないこ

とから近隣に集落等の存在を暗示する。

1979。 1980は蓋B4形式である。1980の天丼・口縁部内面には、窯詰めによる別個体の釉着が見られる。

1981～ 1985は蓋C形式。1981は蓋C4形式であり、口縁部内面に小谷・志度末タイプのかえりを有する。

1984。 1985は扁平な天丼部をもつ蓋C2形式である。1986は、日縁端部の折り返しが明瞭ではない蓋D3

形式である。1987は 蓋D4形式であり、天丼部には不定方向のケズリ調整が見られる。1988.1989は杯B

形式である。1988は ほぼ完形の杯B3形式であり、底部外面に板ナデ痕を留める。1989は杯B5形式と

思われるが、やや丸い体部形態から杯D4形式の可能性もある。1990～ 1993は杯 C形式。1990～ 1992は、

日縁端部が短く屈曲する杯C3形式である。1994～ 1997は杯D5形式である。1997は椀形の杯部をもつ

杯D4形式であるが、底部形態に後出する要素をもつ。

1998.1999は高杯A形式の杯・脚部片である。1999は脚端部の摘み出しは省略されており、後出する要

素を示す。2000～2004は長頸瓶の頸胴部片である。2001は肩部内面から頸部に連続して絞り痕と思われ

るしわが連続して見られる。2003.2004の体部には、窯詰めにより生じたと思われる焼けムラ痕が見られ

る。おそらく並列して窯詰めしたものと推測される。2006は、算盤玉状の体部に極めて短い口縁部を付
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20cm(S=1:3)0

‖区 谷 1出土還物その 1

与する短頸瓶である。2008は鉢 B形式の体部片であり、下半部にケズリ調整が見られる。2009～2013は

甕の口縁部である。2012の頸部内外面には、横方向のナデ調整が顕著に見られる。2013は 口縁部下に 1

条突帯を巡らし、内面にはヘラ記号を刻む。2014は須恵器甕の底部片である。2015は土師器甕の口縁部

であり、内外面に明瞭なハケ調整を施す。2016は瓦質土器である。胎土中には雲母片を多く含む。
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0              (S=1:3)            20cm

図 110 ‖区 谷 1出土還物その 3
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3。 Ⅲ区の調査

Ⅲ区は、 1～ 3号窯の北側に位置し、図 5の地形分類図では谷 6に相当する。 I区 と同様に須恵器窯

と灰原の存在を考慮し、全面調査の前に先行 トレンチを設定した。 1・ 2ト レンチ共に灰原形成層は見

られず、0。2m程の表土層下には基盤層である花嵩岩盤乃至それがマサ化した砂質土が現れた。この基盤

層上面に遺構が見られないことと、遺物包含層も認められないことから、 トレンチ掘削で保護措置が完
了したものと見なしている。

しかし、対象面積に対してトレンチが不足していることや、 I区灰原やⅡ区谷 1、 後述するV区で弥

生以前の遺構・遺物が検出されていることを考慮すると、数少ないトレンチの所見に基づいて安易な判

断を下していると思われ、反省すべき点が多い。

4.Ⅳ 区の調査
I区南側の丘陵斜面を対象として東西40m幅 2m程の トレンチを設定している (図 6参照)。 土層図
は割愛しているが、0。2～0.3m程の表土層の下位には、マサ化した花嵩岩盤が現れ遺構・遺物は見られな

い。比較的斜面が急勾配であることと、これらの トレンチ所見に基づき、 トレンチ掘削のみで終了して
いる。
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4。 V区の調査

∨区の概要

V区は、小谷窯跡の立地する丘陵の尾根筋を境にして東側部分7500ぶが調査対象範囲となる。平成 4

年度からの調査所見では、現状で明確に確認できる周知の塚谷古墳と、その前面に広がる若干の平坦面

と谷地形部分に古墳の存在が想定されていた。これらを踏まえて、全面調査時には調査対象範囲内の細

かな遺構分布を把握することを目的とし合計34本の新たなトレンチを設定した (図 113)。

当初、埋没古墳が想定されていた 1～ 13ト レンチ部分では、小谷窯と同時期の須恵器包含層と、土坑

群・落ち込み等の遺構を確認した。これに続く低位の谷地形に位置する15。31.32ト レンチにおいても、

やや散漫な遺物包含層が引き続いて見られた。丘陵頂部の尾根筋や斜面地に設定した19～ 30.33.34ト レ

ンチでは、現表土下に基盤層である花嵩岩盤乃至マサ化した同風化土が現れ、主だった遺構・遺物は確

認できない。16～ 17ト レンチは、事業地内であるが当初の保護措置必要範囲から外れていた部分に、マ

ウンド状の隆起が認められたため設定した。しかし、堆積状況は他の丘陵部に設定したトレンチと同様

なものであったことから、 トレンチ掘削をもって終了した。
これらの結果を踏まえた上で、面的な調査範囲を2500ぷに絞り込みA～ C地区の名称を与えた (図 6)。

堆積状況 (図 114。 115) 断面図は、 トレンチ毎に作成しているが、ここでは全面調査となった北半
部の平坦面と南半部の谷地形を中心に説明する。まず、北半部の平坦面に関しては 3.4.9。 10。 13ト レン

チの概ね南北方向の断面①と (図 114)、 7.8ト レンチの東西方向の断面① (図 115)を使用する。

南北断面①では、現地形・基盤土ともに比較的緩傾斜の南半部と急傾斜の北半部に分かれる。表土層

から基盤土である花嵩岩盤乃至同風化土まで、0。3～0.6m程で到達するが、この間には須恵器を主体とし

た遺物包含層が認められる。 Ia～ Ic層 とした包含層は、南半部遺構検出面上位に0。2～ 0。3m程見ら

れ、小谷窯とほぼ同時期の須恵器を包含する。この下位に見られる土坑・柱穴は基本的にIc層 に酷似

する埋没土をもっている。形成要因については、あくまでも自然堆積層であり遺構形成の連続による土

壌化層ではない。この包含層 Ia～ Ic層 は、上位の北半部に移行するにつれて見られなくなり、更に

下位に弥生期の遺物包含層である 6・ 7層が見られる。北半部ではこの包含層を除去すると弥生後期の

土坑を中心とした遺構を検出している。また、これらの包含層との層位的な関係は明らかにしがたいが、

V区北東部では、 9c後半～10c前半台の須恵器を混える包含層も見られる。これらは、検出した多く

の炭土坑に伴うものと思われる。

東西断面①では、南北断面と同じ平坦面には遺物包含層が見られるが、尾根筋に相当する部分では同

層を混じえない。これはI区の灰原以外の堆積状況と基本的には同様である。

東西断面②では、北半部から続くIa～ Ic層の遺物包含層が見られるが、より下位の調査区南端付

近に位置する東西断面③では、散漫に須恵器片は混じえるものの対応する遺物包含層は見られない。ま

た、東西断面②では断面取得位置に炭土坑 S X06が交錯していることから、伴出遺物の少ない炭土坑の

形成年代を示す資料が得られた。炭土坑は、包含層 Ia上面から穿たれており、小谷窯で須恵器生産が

行われた時期より後出する所産と思われる。他の時期の出土遺物や、後世に土地利用された痕跡が見ら

れないことから、ゴヒ東部分で見られた包含層の遺物が示す 9c後半～10c前半の年代である可能性が高い。

包含層出土還物 (図 116～ 118)2017～ 2061は Ia～ Ic層からの出土遺物である。また、これら

の中には各層位間で接合するものも見られた。実測図の提示は、下層を優先している。すなわち、 Ia
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層とIc層で接合する個体については、下層である Ic層の所で報告する。

2017～ 2026は Ia層から出土した一群である。2024は 口径から見て杯D形式であり、日縁端部を面取

りする。2018は焼け歪が著しい蓋C2形式と思われる。2019は杯 C形式の体部片である。2020～2024は

杯 D形式である。2020は杯D3形式、2021.2023は椀形の杯部をもつ杯D4形式である。2024は杯 D形式
の体部片と思われるが、杯 B5形式の可能性もある。2025は高杯A形式の杯部片である。2026は甕の肩

部片である。

2027～ 2041は Ib層から出土を見た一群である。2028は 回縁部内面に退化したかえりを施す蓋C3形

式である。2029は扁平な天丼部をもつ蓋C2形式である。2030は杯 B3形式の完形品、2031は杯 C形式

の底部片である。2031は矮小な高台を施す杯Dl形式である。2035.2036は 口縁部内面にかえりをもたな

い蓋D4形式である。2039は高杯A2形式であり、杯部は浅く同形式の中でも後出する要素をもつもの

である。2037は器壁や傾きから、杯 D形式の体部片と思われる。2038は回径が大きい杯 C7形式である。

2040.2041は長頸瓶の口縁・体部片であり、胎土・焼成から見て同一個体と考えられる。

2042～2061は Ic層 より出土した一群である。2042～2045は、扁平で比較的丸い天丼部をもつ蓋B7

形式であるが、いずれも口縁部内面のかえりは形骸化している。2046は蓋B2形式である。2047～ 2053

は蓋 C形式。2047.2050は 扁平な天丼部をもつ蓋C2形式、2048。 2049。2051～ 2053は、比較的丸い天丼部

をもつ蓋C3形式である。2054は 回縁端部を軽く摘み出す杯 C7形式と思われる。2055は杯 D形式の高

台片である。2056は短脚の高杯 B形式である。2057は小形の平瓶であり、肩部には風船技法による円盤

閉塞痕が明瞭に観察できる。2058は箱形の体部をもつ平瓶で、肩部内面に僅かに円盤閉塞痕を留める。

2059は頸部内面に絞り痕が見られる長頸瓶の頭部片である。2060.2061は甕である。

2062～2071は、本調査区北東部の遺物包含層であるから出土した一群である。これまで見た遺物包含

層 (Ia～ Ic層 )と は様相が異なり、弥生後期土器・須恵器が混在する。出土須恵器も時間的な幅が

あり、小谷窯と同時期の一群に加えて、2066.2067等 の 9c後半～10c前半の平高台の杯も見られる。後

者は、第7節で報告している炭土坑の一群に伴う可能性が高い。2062.2071は 弥生後期土器である。2062

は弥生後期甕であり、胴部外面にはタタキ、内面は頸部付近までヘラケズリを行う。日縁端部外面は面

取 りされるが上下方向への拡張は見られない。弥生後期前半の所産と思われる。2071は鉢であろうか。

外面に平行タタキ、内面には横ハケが見られる。2063は鉢A形式である。2064は高杯A形式の杯部小片

である。2065は蓋D形式の高台片と思われる。2066.2067は平高台の須恵器杯であり、底部は回転ヘラ切

りであり内外面に火ダスキ痕が明瞭に残る。 9c後半～10c前半の所産と思われる。2068は蓋 C形式の

小片である。2069は蓋D2形式である。2070は高杯 B形式の脚部片である。
2072～2080は、本調査区南半部の谷10に相当する埋積層から出土した遺物である。2072は 回縁端部を

欠損する大形の蓋であるが、器壁や残存部の特徴から蓋D形式の可能性が高い。2073は器壁の厚さ、傾

きから見て杯 D形式と思われる。2074は球形の体部をもつ杯 C7形式である。2075は極めて矮小な高台

を施す杯D4形式である。2076は長頸瓶の口頸部片であるが、僅かに残る肩部との接合部の器壁は薄く、

比較的スムーズに頸部へ移行することから2段接合と思われる。2077は長頸瓶の頸部片であり、内面に

は窯壁塊が貫入する。2078は高杯 B形式の脚部片である。2079。2080は弥生後期発の底部である。いずれ

も底部外面にタテミガキ、内面にタテケズリが認められる。底部の厚さや下端を摘み出さないことから、

弥生後期前半の所産と考えられる。
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包含層出土運物 (図 118) 2081～ 2088は、須恵器類に伴って出土した石器類である。これらの帰属

時期は、散見される弥生後期前半に求められるものと、縄文期のものがある。本調査区内で縄文期に遡

る遺構・遺物は確認していないが、Ⅱ区谷 1出土資料中には縄文後期の所産と思われる土器も見られる

ことから、これらの石器帰属時期を推定する手がかりとなる。2081.2082はサヌカイト製の平基無茎式石

鏃である。2083はサヌカイト製の凹基無茎式石鏃である。2084は基部に自然面を留め、両刃の刃部に弱

い摩滅痕が見られるサヌカイト製のスクレイパーである。2085はサヌカイト製の楔形石器と思われる。

2086～2088はサヌカイト製の石匙である。

須恵器窯関連還構群

還構配置の概路 (図 119) 先に見た遺物包含層を除去し、調査区北半部を中心に土坑・ビットを中

心とした遺構を検出した。これらの諸遺構は、基本的には小谷窯と同時期の所産であるが、一部に他時

期の遺構を含む。調査区北端部付近の弥生後期前半の土坑群や、調査区東・南部に点在する9c後半～

10c前半の楕円形の炭土坑など他時期の諸遺構を含む
`炭
土坑については、本章第 7節で詳述する。

窯関連遺構群は、本調査区北半部中央を中心に検出している。方形の平坦面を造作する不明遺構 (S

X02)や掘立柱建物 (S B01)を 中心に、窯壁塊や焼け歪の著しい須恵器を廃棄した土坑群が分布する。

また、幌櫨ビット等の製作に関係した遺構は確認できていない。しかし、簡易とは言え建物が存在する

ことや遺物の出土状況を考慮すると、 I区の灰原に接して存在する柱穴群で想定したような、須恵器窯

操業に関係する維持管理施設や製品選別 0集積の場所であつたことは推定されよう。本調査区南半部の

谷10は、 I区灰原に相当する谷 7やその下方に位置する谷 1に比べて緩傾斜であることから、須恵器窯

への進入や製品の搬出には適していたと思われる。
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S B01(図 120)

本調査区北半部中央のX=144.265 Y〓 60.767付近において検出した 1間 ×3間 (6.5× 3.5m事 22.75

ぷ)を測る掘立柱建物である。建物主軸は、座標北から9° 東ヽ振った南北棟であり、東側の梁間柱穴

列の一部を欠落する。柱間は1.5～ 2.5m程と一定せず、梁間柱穴の対応関係もややバラツキがあること

から、比較的簡易な建物構造であったことが推測される。地表面を平坦化している様子は見られないが、

後で触れるS X02等 と切り合う部分があり、建物構築に際して小規模な削平行為を行っている可能性が

ある。

出土遺物は見られないが、各柱穴埋没土が遺物包含層であるIc層 を主体としていることから、須恵

器窯と同時併存していることは間違いない。
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S X01(図 121)

調査区北半部のX=144.250 Y=60.747付 近において検出した落ち込み状遺構である。平面形は、

3.0× 3.5m程の歪んだ隅丸方形を呈し、残存深0.3m程を測る。底面に小規模なピット状の窪みを認める

が、規模や壁面の立ち上がりの状態から、住居等の施設とは思えない。埋没土は概ね 4層 に分けられ、

須恵器片が出土した。包含層下位で検出していることから、須恵器窯と同時併存すると思われるが、性

格を特定できない。また、自然地形の落ち込みである可能性もあろう。

S X02(図 122)

X=144。 260 Y=60.753付 近で検出したテラス状の遺構である。平面形は歪な4.5× 5。Om程の方形を呈

し、残存深は0。lm程 と極めて浅い。底面はほぼフラットな状態であり、土坑や小規模なピットを認める。

立ち上がりは比較的緩やかであり、南側ではその痕跡を殆ど見ない。また、S B01と 重複箇所をもつ。

埋没土は3層に分層されるが、巨視的にみると包含層 Ic層 に極めて酷似する。

小ビットの幾つかはS B01を 構成するものであり、他のものも配置に規則性が見られないことから、

本遺構と直接関連するものとは言い難い。しかし、周辺地形に比べて底面が平坦な様相を示すことから、

人為的に平坦面を造作している可能性はあろう。S B01と 重複、あるいは近接して存在することから、

建物構築に伴う簡易な整地作業の残骸とも言い得る。

2089。2090は本遺構からの出土遺物である。2089は、焼け歪の著しい甕である。日縁部下端な 1条突帯

を施し、日縁部から胴部にかけて全体に自然釉が降灰する。2090は平瓶の回頸部片である。
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SK08011(図 123.124)
本調査区北半部のX=144.260 Y=60.747付近で検出した土坑である。S K08は 、1.3× 0。9mの楕円形

を呈し、残存深0。 15mを測る。 S Kllは 1.2m程の円形を呈し残存深0。2m程を測り、 S K08に切られる。

S K08か らは2091の平瓶の回頸部片と窯壁塊、S Kllよ り窯壁塊が出土した。これらより、廃棄土坑の

色彩が強いものと思われる。

S K10(図 123)

調査区北半部のS X01の北側X=144。254 Y=60.750付近で検出した土坑である。平面形はやや歪な

1.8× 1.4m程の楕円形を呈しt残存深0。25五 を測る。断面形は逆台形を呈するが、壁面の立ち上がりは緩

い。出土遺物は、須恵器細片のみであるが、周辺の状況から廃棄土坑である可能性が高い。

S K15～ 18(図 123)

S X01西側のX=144.254 Y=60.755付近で検出した土坑群である。S K15は 、平面形が1.2m程の方

形で残存深0。2m程を測るもので、S K16を 切り込んで開削される。 S K16は、1.0× 0。7m程の楕円形を

呈し残存深0。lmを測り、 S K15.17に切られる。S K17は 、1.OXO。 7m程の楕円形であり、残存深0.2mを

測りS K16。 18を切り込む。 S K18は0.8XO.6m程の円形で残存深0.3m程を測りるもので、S K17に 切ら

れる:出土遺物は、図化に耐えられない須恵器細片や窯壁塊がある。出土遺物・周辺遺構の状況から廃

棄土坑群と思われる遺構である。

S K26(図 123.124)

調査区北半部 S B01東側のX=144.265 Y=60。 760付近で検出した大形土坑である。平面形が歪な

2.5× 3.5m程の楕円形を呈し、残存深0.25～0.3mを測る。埋没土は5層程に細分されるが、底面南領1には、

土師器煮沸具の砕片を中心とした土器片がやや集中して見られた。2092～2094は出土遺物である。2093

は瓶類の把手 ?と思われるが、類例に乏しく断定はできない。2092.2094は土師器甕の口縁部・把手付の

胴部片である。他にこれらと同一個体と思われる土師器甕細片が多数存在する。また、一部の破片には

2次的な熱変を受けた可能性があるものも見られる。これらの点から、本遺構はS B01等須恵器窯関連

遺構に伴う、日常雑器類の廃棄土坑の色彩が強い。

S K31(図 123.125)

X=144.270 Y=60。 762付近において検出した平面形が2.1× 1.lmの隅丸方形、残存深0。2mを測る土

坑であり、S K32に 切られる。埋没土は概ね 3層に大別され、包含層 Ic層 に酷似するものである。出

土遺物は2096の横瓶があるが、S K34出 土の破片と接合関係をもっている。

S K32(図 123.125)

本遺構はX=144.268 Y=60.758付 近で検出した土坑である。平面形は2.0× 1.7m程の楕円形を呈し、

残存深0.2m程 を測り、S K31を 切り込んで開削される。埋没土は周辺の土坑と類似するが、出土遺物は

見られないが、周辺遺構の状況から見て廃棄土坑の可能性が高い。
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図 124 ∨区 SK08。 11・ 26平・断面及び出土還物

S K34(図 123。 125)

X=144.271 Y=60。 760付近において検出した1.8× 1.Om程の楕円形を呈する土坑である:残存深は

0。2m程を測り、断面形は比較的緩やかな逆台形を呈する。同一個体と思われる2095.2096の横瓶があり、

体部片はS K31と接合関係をもっている。本遺構も須恵器窯関連遺構に伴う廃棄土坑の可能性が高い。

以上、須恵器窯関連遺構に伴う土坑を、図化に耐えうる出土遺物をもつものを中心に紹介した。他の

土坑については、断面図の提示と一覧表に諸属性をまとめているので参照していただきたい。
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遺構名  平面形   規模   残存深   出土遺物 遺構名  平面形   規模   残存深   出土遺物
S K02

S K03

S K04

S K05

S K06

S K07

S K08

S K09

S K10

S Kll

S K12

S K14

S K15

S K16

S K17

S K19

S K20

円形

隅丸方形

円形

円形

楕円形

楕円形

楕円形

円形

楕円形

円形

円形

楕円形

隅丸方形

隅丸方形

楕円形

楕円形

楕円形

0.5

0.8

1.2Xl.0

0.7

1.8XO.8

0.7× 0.5

1.3XO.9

0.7

1.8× 1.4

1.2

0.5

0.8× 0.6

1.2

1.OXO.7

1.OXO.7

0.9XO.5

0.8XO.5

0.15

0.2

0.25

0.2

0.2

0.1

0.15

0.1

0.25

0.2

0.15

0.3

0:2

0.1

0.2

0.2

0.15

須恵器片

須恵器片

平瓶.窯壁塊

須恵器片

須恵器片.

窯壁塊

須恵器片

須恵器片

須恵器片

S K21

S K22

S K23

S K24

S K26

S K27

S K29

S K30

S K31

S K32

S K33

S K34

S K35

S K36

S K37

S K38

S K40

楕円形

方形

隅丸方形

_楕円形

楕円形

円形

円形

円形

隅丸方形

隅丸方形

円形

楕円形

円形

円形

円形

楕円形

楕円形 ?

0.6XO.5

1.2XO.8

0.7

0.5XO.4

2.5X3.5

0.6

0.6

0。 7

2.lXl.1

2.OXl.7

0.7

1.8Xl.0

0.8

0。6

0.7

1.3Xl.0

0.9

0.12

0.3

0.2

0.1

0.3

0.15

0。 1

0.2

0.2

0.2

0.2

0。2

0.2

0。 15

0.1

0.3

0.2

長頸瓶把手 ?.

土師器甕

横瓶

須恵器片

横瓶

須恵器片

須恵器片

須恵器片

表 1 ∨区 須恵器窯関連還構に伴う土坑一覧

弥生後期前半の還構群

弥生後期前半の遺構群は、V区北半部でも調査区北端部付近の、須恵器窯関連土坑群が分布する箇所

よリー段高い斜面地を中心に確認している。しかし、広範囲に広がるものではなく一定程度の範囲にま

とまりを見せる。検出遺構の中心は、土坑乃至ビットであり竪穴住居等の集落構成施設は確認できなか

った。埋没土は黄褐色系の砂質土を主体とし、須恵器窯関連遺構に伴う土坑群と明瞭に識別し得る。以

下、遺物の出土を見た遺構を記述するが、詳細は一覧表に依られたい。

S K39(図 126)

X=144。269 Y=60。 762付近で検出した0。7× 0。5m程の円形の小規模な土坑であり、残存深0.2m程を

測る。サヌカイト製の凹基無茎式打製石鏃2098が出土している。

S K41(図 126)

X=144.272 Y=60。764付近で検出した土坑である。

が0.8× 0.5m程の楕円形と思われ、残存深0.25mを測る。

した。

トレンチによって西半部を喪失するが、平面形

サヌカイト製の平基無茎式打製石鏃2099が出土

S K47(図 126)

X=144.276 Y=60。 768付近で検出した平面形が直径0。8m程の円形を呈し、残存深0.2m程 を測る土坑

である。埋土は黄褐色砂質土であり、2097の弥生後期甕が出土した。2097は 口縁端部外面に退化した凹

線状沈線を 3条施す。体部外面には左上がりのタタキが見られ、内面は頸部付近までヘラケズリが及ぶ。

また、この2097は S P61出 土の破片と接合関係をもつ。
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S K54(図 126)

X=144。262 Y〓 60。757付近で検出した0.6× 0。4m程の楕円形を呈する土坑である。残存深が0。 15cm程

しか見られない為、削平を免れた局所的な包含層の残骸の可能性もある。2100は出土遺物のサヌカイト

製打製石庖丁である。両側に決 りをもたないが、刃縁部を中心に摩滅痕が認められる。

遺構名 平面形 規模 残存深 出土遺物 遺構名 平面形 規模 残存深 出土遺物

S K34

S K39

S K41

S K42

S K44

S K45

楕円形

楕円形

楕円形

隅丸方形

円形

隅丸方形

1.8Xl.0

0。7XO.5

0.8XO.5

1.2× 1.0

0.5

1.OXO.7

0.2

0.2

0.25

0.2

0.3

0.2

土器片

土器片.石鏃

石鏃

土器片

土器片

S K46

S K47

S K48

S K49

S K50

S K54

楕円形

円形

楕円形

円形

円形

楕円形

2.3Xl.0

0.8

1.4Xl.0

0.5

0.5

0.6XO.4

0.25

0.2

0.3

0.2

0.2

0.15

甕

土器片

土器片

石庖丁

2  ∨区 弥生三後期前ヨ三土坑一覧
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6。 Ⅵ区の調査

塚谷古墳

墳丘   長径14.8(16.6)m 短軸 14。4(16。7)m 残存高2.6～ 1.Om

石室   全長5。2m  玄室幅1.3m  玄室長2.5m

羨道幅1.3m 羨道長2.7m

(  )内 の数値は周溝を含む。 下線の数値は推定値。

塚谷古墳は、調査対象地の北端部の標高106～ 108m程の斜面地に立地する。小谷 1号窯からは、直線

距離で20m程離れて存在し、先に見た須恵器窯関連遺構群から北へ見上げた位置に立地する。調査前か

ら(横穴式石室の一部の石材が露出している状況と、円丘状のマウンドが明瞭に観察された。この横穴

式石室の石材中には、奥壁と思われる長さ1.5m程の扁平な石材が見え、石室がほぼ南北主軸を採り南に

開口するものと推測された。また、石室北側斜面には周溝らしき窪みも容易に観察することができた。

この石室開口方向を基準に、概ね東西・南北方向の畦を設定し、人力により墳丘検出を行った。また、

墳丘盛土が良好に遺存していることが判明したことから、東西方向に3本 0南北方向に 1本の断ち割り

調査を行い墳丘の解体作業を実施した。
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塚谷古墳 調査前測量図図127
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図 129 塚谷古墳 墳丘断面その 1
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墳丘 後述するように、内部主体である横穴式石室が相当破壊を被っていたのにも関わらず、墳丘は良
好に依存していた。墳丘南西部分では、最大で2.5m程の墳丘盛土の残存を見る。断面観察の結果、この

墳丘盛土は最小で0。2m程の層厚を測る細かな単位で見られ、また各層位の傾斜方向や連続性の有無から、

大別して 5段階程の構築順序が想定される。各工程の概要は以下の通り。

単位名     想定される墳丘構築の順序
I      墳丘基底面の構築 1
Ⅱ      墳丘基底面の構築 2 石室構築面の確保
Ⅲ      石室の構築と墳丘構築と前庭部の整形
Ⅳ      Ⅲ層に続く石室上部の構築と両サイドの墳丘構築
V      墳丘外側の調整の盛土

表3  盛土の単位と想定される構築の諸段階
単位 Iでは、墳丘基底面の整備が行われる。下面の単位 Iaでは、明黄褐色乃至黄色系の粘質土が見

られ、上面のIbと の層境には炭化物を交える黒色混砂粘質土が存在し、明瞭に両者を分割する。また、

東西断面その①の西半部では、 Iaの上面が階段状に仕上げられている。上位の各単位でも見られる部

分があるが、西側へ向かって下がる構築面に対して、段状に盛土を構築することによって墳丘の滑りを

阻止する、所謂「土留め」的な効果を意図していると考えられる。また、 Iaの西端下部は溝状に窪み

を持たせており、同様に土留めの可能性があろう。この単位 Iは、墳丘構築面でも低位部分である南西

部分に限られた盛土作業である。基底面には、盛土下位でしばしば見られる「黒色土」に相当するもの

は見られない。これには、構築に際し墳丘南半部の墓墳・周溝掘開と同時に、地表面に一定程度の削平

行為を行っている可能性があろう。

単位Ⅱでは玄室か羨道部までの石室構築を可能なレベルまでの墳丘構築を行う。単位Ⅱは、Ⅱa～ Ⅱd

までの 4単位に分解される。単位Ⅱaは黄灰色粘質土と灰黄色粘土質土が混ざり合った土層を基調とし、

ほぼ平坦に敷かれる。東西断面①②で見ると、単位Ⅱcな ど墳丘外表に施す盛土が存在するものの、基

本的には単位Ⅱb・ Ⅱdに見られるように、段状の部分を造りだしながら東側の高位の部分から西側の低

位の部分へ盛土を行っている。縦断面においても石室側より盛土を行っていると見られる。厳密な層位

的な先後関係は掴めないが、単位Ⅱa・ Ⅱbに対して、外側の単位Ⅱdがそれを覆うように積まれること

から、石室側つまり墳丘内部の単位Ⅱa・ Ⅱbが先行すると見てよいだろう。南墳端側の単位Ⅱc・ Ⅱdは、

単位 Iでの基底面の積み上げ方向が、地形に沿って傾斜するのに対して、ほぼ水平方向を意識し積まれ

ている。ここでも傾斜方向を分散し、滑りを防止しようとする意図が窺える。

単位Ⅲでは、墓墳内の裏込め土と、石室両サイドの盛土との差異は基本的に見られないことから、石

室構築と同時進行で墳丘築造も進行するものと数えられる。石室石材との関係では、両側壁の基底石よ

り若干上位のレベルまで見ることができる。本単位での層厚は、0.08～ 0。lm程と薄く精級に積み上げら

れる。特にそれは、最も荷重がかかる石室西側 (墳丘南西部側)に顕著に確認できる。単位Ⅳ・Vでは、

下位の単位 I～ Ⅲに比べて大づかみな単位での盛土に変化する。石室側壁外側の盛土も層厚0.1～0.2m

程になり、しまり具合も軟質である。これより上位は、墳丘面の残存を見ないことから定かではないが、

石室石材の積み上げや天丼石高架まで単位Ⅳ・Vと 同様の工程を繰り返していたものと思われる。また、

この段階から、外表に対しても盛土を行い墳丘の成形を行ったものと推測されるが、層位関係から断定

できるものではない。
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図131  塚谷古墳 墳丘内石材位置及び平面

墳丘内不明石材 (図 131)墳 丘解体中に盛土中から、花嵩岩を主体とした石材を数箇所において確
認している。いずれも人頭大程の石材が単位、もしくはやや纏まって見られる。特に墳丘内南東部には、

図132に示すように、 4基の石材が先に見た盛土単位ⅡとⅢの層境に纏まって検出された。しかし、こ

れ以上の広がりをもつものではないことから、明確な墳丘内列石と異なる。各盛土単位の層界に位置す

ることと、この石材群のレベルが、ほぼ石室や前庭部の床面と一致することから、墳丘構築における各

工程の明示や墳丘の滑りを防止する意図があったかもしれない。

他の纏まりを見せない石材は、主に墳丘南半部の単位 I～ Ⅱ等の基底面の盛土中から出土することから、

同様の性格を想定しておく。

周満 (図 129,130)墳丘西・北・東側において確認している。いずれも、基盤層である花嵩岩盤を

掘開しているが、石室背後の北側の部分が最も明瞭である。上面幅1.8m、 北側斜面部から底面までの深

度が0。9m(残存墳丘上面からは0.5m)を測り、断面形が穏やかなV字状を呈する。この北周溝から東

周溝へ移行する部分では、墳丘の平面形よりも夕ヽ側にやや膨れるように掘開されており、斜面部を切断

し墳丘を区画する意図以外に、盛土に供する土量を確保しようとしたものかもしれない。

西側では、上面幅1.2m残存深0.1～ 0.2m程の断面形が逆台形を呈し、墳丘の東西中軸線の辺りで途切

れる。東側では、上面幅3.0～ 3.5m残存深0。2～ 0。3mを測り、断面形は逆台形を呈し底面はほぼフラット

である。また、北・西側に比べてやや幅広の感を受ける。これらの掘削土は、当然墳丘盛土に使用され

たと思われ、石室墓塘掘削とほぼ同時に行われた可能性が高い。遺物は、東側周溝の上層から須恵器砕

片が出土したが、原位置を保つものではなく乱掘時に持ち出された破片の一部と考えられ、周溝内への

土器供献等の埋葬行為に関係したものは見られない。
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横穴式石室

石室長

〔玄室〕 玄室長

玄室奥幅

同最大幅

推定玄門部幅

5.2m

2.7m

l.25m

l.32rn

l.3m

〔羨道部〕

現存高      1.lm
推定羨道長    2.5m
推定同幅     1.4m
主軸方向N-11° ―W

ほぼ南南西方向へ開回する横穴式石室である。石室全体の石材の遺存状況は極めて悪く、基底石の存

在すら危うい。調査時における周辺住民の聞き取りでは、石室石材を用水路の構築材に転用したとの話

も寄せられた。後述する石室内の堆積層からの出土遺物を見ると、石室自体は構築後早い段階から開口

状態にあったことと、部分的に天丼石が抜き取られた状態にあったことが推測される。このような悪条

件にありながらも墳丘盛土が良好に残存することを考慮すると、破壊は石室を目的したものと思われる。

石室床面から現存する墳丘盛土まで2.lm程の残存高を見るが、石室天丼高を概ねこの数値から推測する

ことが許されるであろう。石室石材はすべて風化の進んだ花嵩岩から構成されているが、先に見た通り

一部の基底石が欠落する為、玄室と羨道部の厳密な区別が難しい。元位置を留める基底石の法量・据え

付け方法から推定すると上記数値に復元される。また、「羨道」と記述するが上部構造を推定する手が

かりは無く、「前庭部」と表現すべきものかもしれないが、無用の混乱を避けるため、羨道部と表現する。

石室長については、開口部に板状石材群が存在しこれより外側には一切石室石材の出土を見ないことか

ら、推定復元してある。墳丘内の石室の位置はほぼ中央に構築され、主軸方位は南南西方向のN一

11° 一Wを測る。また、奥壁の位置は、北側の周溝に近い位置に設定されている。

堆積状況 (図 129・ 130) 検出面から床面まで0。3～0.5m程の堆積上を確認することができ、幾層か

に分層される。この一連の堆積層中には、石室石材の一部と思われる細片化した石材片が散舌Lしており、

抜き取りと同時に石材自体も分割されたことが想定される。また、出土遺物も一定程度のレベルに集中

することなく0。3ん0.4m程の上下動を受けている。

この乱掘が行われた時期を示す遺物は余り見られないが、古代期と思われる2142土師甕や中世後半～

末期に比定される2144の土師質土器鉢がある。少なくともこの時期には乱掘が行われていたのであろう。

聞き取りにも表れているように、比較的近年まで続いていたようだ。

墓娠 (図 134) 残存する墳丘盛土を完全に除去した段階において、玄室の両側壁と奥壁側で墓墳を

検出した。検出できた範囲では平面で4.5X5。Om程の規模を測り、検出面から床面までの深度は右側壁

側0。25m奥壁側1.7m左側壁側1.3m程 を測る。また、奥壁と左側壁の部分ではテラス状の平坦面をもち、

特に左側壁側のテラス面が広い。このテラス面から下位では、墓墳堀り方が玄室基底石の間際0.3m程 に

迫り、墓墳掘削の土量を最小限度に押さえている。奥壁・左側壁側に見られるテラス面の機能は定かで

はないが、テラス面を持たない右側壁側の墓坑堀方の上面レベルが、奥壁・右側壁側のテラス面とほぼ

一致することから、玄室石材を上方へ組み上げる際の作業場としての解釈もできる。羨望部から開口部

側には墓墳は存在せず、墳丘構築と同時に石室石材を設置している。この墳丘盛土と墓墳の存在する箇

所との関係から、石室構築時には、羨望部より開El部側では単位Ⅱまでの盛土が完了していることは間違

いない。おそらく、周溝と墓墳掘削時の土を使用し南半分の墳丘の単位 I・ Ⅱの盛土を行ったのであろう。
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図133  塚谷古墳 石室平・断面
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X==144.300

1 0 (S=1:60) 4m

図134  塚谷古墳 墓娠平面

奥壁 (図 133) 1.7× 1.2m厚 さ0.2～ 0.5m程の 1枚の花嵩岩から構成され、現状ではこの 1段 目まで

の残存を見る。玄室内部側には、平坦面を使用し、墓墳堀り方側では基底面が凸状になるように設置さ

れている。底面は比較的フラットであり、地山である床面には据え付け用の明確な掘り方は見られない。

それが影響しているのか、石室内部側の基底には0。2～ 0.4m程の角・円礫を据え付け、安定化を謀って

いる。墓墳掘り方内部の空間は0.8m程 を測り、その内部には層厚5.0～ 10.Ocm程度の裏込め土を細かな単

位で充填している。左右両側壁との関係は、奥壁の前面に左右側壁の基底石を埋置し、側壁によって転

倒を防ぐものとなっている。すなわち、奥壁の設置が左右側壁の基底石に先行して行われることにより、

一層の奥壁基底石の安定化と石室の主軸方向決定が行われたと見える。

側壁 (図 133) 玄室部分では左・右側壁ともに、奥壁から2石程の基底石の残存を見るに過ぎない。

玄室と羨道部の境に関しては、玄門部と判断される石材が一切見られない為、明確にはできないが側壁

の石材の在り方から推測が可能である。奥壁から開口部に向かって見て、左倶1壁は 2つの大形の基底石

が途切れた後、 2基の石材抜き取り穴と4石のやや小振りな基底石が見られる。この基底石は、奥壁よ

りのそれが石室主軸方向に平行に石材を据え付けているのに対して、主軸に直交して据え付けていると

いう明確な差違がある。この石材の差違が、玄室と羨望部の区別を意識しているものと見たい6こ れか

らすると、先の 2基の石材抜き取り穴のいずれかの位置に玄門部を想定することができる。

加えて遺物の出土状況を見てみる。奥壁から2。5m程離れた地点から遺物が多く見られる点を考慮する

と、この部分を境にして何らかの空間利用の違いが存在していたことも推測される。棺配置との関係も
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想定されるが、先に見た左側壁の石材の在り方の違いとも概ね合致する様相を見せることから、奥壁か

ら2.5m程の位置に玄門部を想定しておきたい。

右側壁は、 2基の玄室基底石を除いて残存状況が極めて良くない。 2基の玄室基底石の上段には大形

の 2段目石材が残存するが、石室内部にずり落ちており下の基底石が墓墳掘り方側へ転倒している状況

である。

出土還物 (図 135～ 141)

須恵器蓋 3点

須恵器杯12点

須恵器瓶類 3点

土師器杯 5点

土師器甕 4点

須恵器甕 2+α 点

金属器鉄釘 6+α 点

銅地中空塗金耳環 1点

窯壁塊 4点

還物の出土状況 (図 135～ 137) 石室内からは上記の遺物が出土しているが、平面分布のみならず

垂直分布も決して良好な状態にあるわけではない。出土遺物の大半が細片化している状況から見て、盗

掘・乱掘時にこれらの遺物が移動させられたものと見える。しかし、平面 0垂直分布と接合関係を見る

とそれ以前の状態を有る程度推測できないわけでもない。

まず、垂直分布を見ると、床面に近いレベルで且つ基底石の抜き取り穴にプロットされない遺物を抽

出すると次のようになる。先に玄門部を想定した部分の床面に存在する
二群 (A群 )、 羨望部と前庭部

との境に位置する不明石材群より奥壁側の一群 (B群 )、 前庭部でも開田部付近に位置する一群 (C群 )

に分けることができる。この中で床面より若干浮いた状態のものを含めると、最もA群に破片数が多く

若干の上下動を伴うが、一定程度のまとまりを想定することは可能である。B群はA群よりも少数であ

るが、完形に近い状態の遺物が多い。C群はAOB群 より明らかに離れた位置に存在し、周辺には遺物
の出土が殆ど見られない。また、玄室部分には殆ど遺物が見られないことに注意したい。

次に接合関係であるが、A群とB群には接合関係をもつ2136の土師器杯がある。2136は A群の中でも

若千浮いた状態にあるが、A群の中の床面付近に遺物が集中する一群に含まれることから、A群の床面

に元来存在していたと見ても良かろう。また、B群の床面出土のほぼ完形の須恵器杯蓋2102と 土師器杯

2137は天地逆の状態で検出しているが、他にセット関係が想定される個体も見られないことから、追葬

に伴うものではなく元々A群に含まれていたものが、引き吊り出されたと考えた。他のものに比べて残

存率が高いことと、ほぼ床面に接して出土していることから、石材抜き取りの攪乱以前にA群から引き

吊り出されたものであろう。C群の2119。2120については、石室内から引き吊りだされたものか、元々前

庭部において供献されたものかどうかは即断できない。ただ、高杯という同下器種で形態・法量ともに

似通った 2個体で構成されることからすれば、前庭部に何らかの意図を持って配されたものと見る方が

妥当であろう。

他の接合関係をもつものは、A群の中でも床面 ◆床面付近のものと、その更に上位のものが接合する

例や、上層部分において距離の離れたものが接合することから、これらは石材抜き取り時の攪乱によっ

て生じている現象とすることができるであろう。

土器群の配置復元と棺配置 このように攪乱以前の土器配置はA群とした部分とC群とした部分の大

きく2つに分かれていたと見ることができる。次に棺配置を推定する材料として、鉄製釘の出土位置を
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図135  塚谷古墳 石室内還物平面・垂直分布
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見ることとする。鉄製釘はA群の若干浮いた床面とその右側壁の抜き取 り穴付近に見られる。合計で 6

点 (破片数では20点)出土しているが、 ドットした以外の殆どのものは羨道部から前庭部にかけての表
土層に近い部分から出土した。出土位置が確認できるものの中で、A群の土器群に包括されるものと、

右側壁の抜き取り穴にドットされるものがある。抜き取 り穴より出土したものは、明らかに原位置を留

めない。A群に包括される一群も、床面からやや浮いたレベルにあり、棺配置を確定するには至らない。

残存する鉄釘の出土位置から棺配置を想定することは困難とすることができよう。装身具も棺位置推定

に有力な遺物であるが、耳環は羨道部の上位堆積層から出土を見ており、 2次的な移動が想定されるこ

とから判断材料にはならない。そこで最も有力な手がかりとなるのが、先に見た遺物の分布状況である。

A群とした玄門部付近のまとまりから奥壁側には、殆ど遺物が見られない空間が存在する。最もこれも
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確実に 2次的な移動を受けていないとは言い難いが、元々の出土位置が把握できることと、その分布に

一定程度のまとまりが見られることから、玄室部分に棺配置を想定しその前面に須恵器・土師器等の土

器群が配置されたと考える。     |

また、玄室幅と土器群Aの位置関係や出土遺物に明瞭な型式学的な時間差を想定することが困難なこ

とから、追葬については存在していない可能性が高い。

出土運物 (図 138～ 140) 2101～ 2170は、石室内床面か石室内の堆積上、前庭部から出土した遺物

である。2101は A群の床面付近出土した蓋D6形式であり、天丼部にはコルク状の摘みが施される。

2102は蓋D2形式の完形品であり、B群の床面から逆さまの状態で出土した。2103は厳密な出土位置が

特定できていないが、A群付近の下位より出土した (蓋 D形式 ?)扁平な摘み部と思われる。2104は B

群床面の2102に接して出土した杯 C3形式である。2105は A群の中位より出土した杯 C3形式である。

2106は A群の中位から出土した杯 C3形式の回縁部片である。2107.2108は杯 C形式の底部片であり、

2107は A群付近の石材抜き取り穴から、2108は B群の前庭部寄りの上位で出土している。2109は前庭部

上位から出土した杯 C7形式の口縁部片である。2110は正確な出土位置の特定はできないが、A群の中

位とB群から前庭部寄り上位の破片が接合した杯D2形式であり、日縁部外面には窯詰めによる焼けム

ラ痕が見られる。2111は椀方の体部をもつ杯D2形式と思われ、A群付近の石材抜き取り穴とB群上位、

前庭部上位の破片が接合している。2112.2113は杯 D形式の高台片で、2112は A群付近の石材抜き取り穴

から、2113は A群の床面と同付近の石材抜き取 り穴から出土した破片が接合した。高台の形態や極めて

精良な胎土をもつ点が、小谷窯では異質な存在であることから、他の生産地からの搬入品であろう。

2114は杯 D形式と思われ、A群の床面と前庭部の上位から出土した破片が接合した。2115は玄室床面よ

りやや浮いたレベルとA群付近の石材抜き取り穴から出土した破片が接合した杯 D形式の口縁部片であ

る。2116は前庭部中位より出土を見た杯D3形式の高台片。2117は A群中位と前庭部上位で接合関係を

もつ杯D4形式の高台片である。

2118は A群付近の石材抜き取り穴から出土しているが、日径・形態から球の回縁部片と思われる。

2119.2120は高杯Al形式の完形品であり、前庭部床面直上において並んで出土した。2121は小形で低脚

の高杯 Bl形式の杯部であり、A群の床面と同付近の石材抜き取 り穴から出土したものが接合した。

2122は、A群上位と前庭部上位で接合関係をもつ高杯 B形式の脚部片である。2123は長頸瓶の口縁部片

であり、A群下位と前庭部下位より出土している。2124は A群下位から出土した平瓶の回縁部片62125

はB群床面とA群付近の石材抜き取 り穴から出土した破片が接合した平瓶の日縁部である。2126は A群

付近の石室石材抜き取り穴と、B群下位の破片が接合した長頸瓶の胴部片である。2127は B群付近の石

材抜き取 り穴から出土した瓶類の底部片に別個体の (瓶類 ?)胴部片が溶着する。A群下位から出土し

た長頸瓶 ?の胴部片である。2129は A群付近の石材抜き取り穴から出土した甕の肩部片である。2130は

A群東側の石材抜き取り穴から出土した甕胴部片である。2143は A群下位から出土した甕の胴部片である。

2131～ 2137は土師器杯である。2131は精良な胎土をもつ土師器杯であり、底部外面に手持ちケズリ、

回縁部外面を横方向に磨 く。内面には、僅かながら放射状のミガキが見られる。やや浅手であり径高指

数は24.7を示す。2132は、A群付近の両側壁の石材抜き取り穴から出土した土師器杯である。極めて精

良な胎土をもち、明黄褐色の色調を示す。底部外面は手持ちケズリ、日縁部外面に密なミガキを施す。

内面に放射状、見込み部に螺旋状のミガキが認められる。2131に 比べてやや深手であり、径高指数は

35。5を示す。2133は A群付近の右側壁石材抜き取り穴と、前庭部上位の破片が接合した土師器杯である。
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塚谷古墳 石室内出土還物その3

底部外面に手持ちケズリを施すが、内外面は板ナデとナデ調整によって仕上げ、ヘラミガキは見られな

い。胎土も砂粒をやや多く含み、他の土師器杯に比べてやや雑な感を受ける。2134は精良な胎土をもつ

土師器杯である。外面に僅かにミガキ、内面に放射状と螺旋状のミガキが見られる。底部は明瞭な平底

を呈し、日縁部の立ち上がりとの境も明瞭な稜線をもつものであり、正確な出上位置を確定できていな

いが、A群とB群の下位の破片が接合している。2135は、A群下位と玄室下位、前庭部上位で接合関係

をもつ土師器杯である。底部外面には手持ちケズリ、日縁部外面を密なミガキを施す。内面の立ち上が

りには、 2段の放射状のミガキ見込みに僅かに螺旋状のミガキが見られる。また、胎土は極めて精良で

あり、橙色の色調を示す。底部の中央を欠損するが、径高指数は29を示す。2136は A群 とB群の下位、

両側壁の石材抜き取り穴、前庭部上位で接合関係をもつ土師器杯である。底部外面には、明確なケズリ

調整は見られず板ナデ状の痕跡がある。日縁部外面にはミガキ、内面は 1段の放射状ミガキが認められ、

見込みには螺旋状のミガキが見られる。胎土は極めて精良であり、明黄褐色の色調をもち、径高指数は

30.5を―示す。2137は B群の床面直上において逆さまの状態で出土した土師器杯である。日縁部内面は明

瞭に肥厚され、底部外面に手持ちケズリの後ミガキ、日縁部外面に密な横ミガキ・を行う。内面は立ち上

がりを2段の放射状ミガキ、見込みを螺旋状ミガキで飾る。胎土は極めて精良であり、内外全面に赤色

顔料 (ベ ンガラか)を認める。同形式である2135。2136に比べて、日径が大きく器高が浅い。径高指数は

27.2である。

2133を 除いて、他の土師器杯は畿内産土師器もしくは畿内系土師器と呼ばれる一群である。2131.

2132.2134二 2136は、胎土も精良であり製作技法も宮都出土資料にほぼ類似するものであることから、搬

入品かあるいは忠実な模倣品とすることができる。2137は外面に赤色顔料が塗布されることから、在地
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産と思われるが、形態・製作技法は明らかに宮都出土のそれを意識したものであり、思実な模倣品と理

解することができる。また、西弘海氏 (西 1982)を 中心とした畿内の編年観でこれらの資料を見ると、

径高指数から2132は飛鳥Ⅲ期、2131。 2135.2136は 飛鳥Ⅳ期、2137は飛鳥Ⅳ期の様相を示すものと思われ

る。しかし、須恵器類には、明瞭な時間幅が見られないことから、積極的に追葬を想定することが困難

である。また、これらの土師器杯類は、在地の上器組成を占めるものではなく、あくまでも搬入品かそ

れに近いものとすれば、2132を古相形態の残存と見て概ね飛鳥Ⅳ期の所産と考えたい。

2138～2142は土師器甕である。2138は A群の下位より出土した土師器甕である。胴部外面にタテハケ、

内面にタテケズリが見られる。日縁端部は横ナデによって若干摘み上げられる。2139は A群付近の右側

壁石材抜き取り穴から出土した土師器甕であり、2138と 同じく口縁端部を若千摘み上げる。2140は A・

B群下位の床面付近と前庭部上位の破片が接合した土師器甕である。日縁部の横ナデ調整は甘く、内外

面にハケ調整が残存するとともに、日縁端部の摘み上げは見られない。2141は前庭部上位と厳密な出土

位置を把握できていないが、A群下位と接合関係をもつ土師器甕。日縁端部は横ナデによって摘み上げ

る。2144は A群付近の石材抜き取り穴と前庭部の上位、北側周溝下位で接合関係をもつ土師器甕である。

日縁部の形態から他の甕に加えて違和感があることと、出上位置・層位から後世古代の混入品と見るの

が妥当であろう。

2144は B群付近の石材抜き取り穴から出土した土師質土器鉢である。傾き 0外面の施文に若干の違

和感があるが、概ね中世後半～末の所産と思われ、乱掘の一時期を示す資料と思われる。

金属器関係の運物 (図 141)2145～ 2164は鉄釘である。頭部の残存をみるものは 6点を数える。平

面出土位置が確定できるものは、図137を参照していただきたい。2154。2157は A群下位より、2158は B群

下位、2145。2146。 2152.2155。 2156。2164は前庭部上位から出土している。頭部は折り曲げによって作りださ

れており、平面形は方形で断面は扁平である。2148の頭部は、折り返しが矮小であり断面もやや肉厚で

ある。2146.2147.2155は 体部に本質 ?と 思われる付着物が見られる。2161は下端が折れ曲がるものであ

るが、頭部に比べて明確ではないため先端部と考える。2165は正確な出土位置が把握できていないが、

A群上位より出土した中空銅地鍍金の耳環であり、断面は円形を呈する。  |

窯壁 (図 141) 2166～ 2170は窯壁である。石室内が後世に攪拌されていることや、石材抜き取り穴

から出土を見ていることから後世の混入品の可能性が残るが、2170は床面付近で須恵器
。土師器類に伴

って出土しており、ここでは石室に伴う供献遺物として取り扱いたい6こ れら窯壁供献の意図について

は、第V章第 5節で詳述する。

2166は A群付近の左側壁石材抜き取り穴から出土した窯壁塊である。表面には自然釉が広範囲に見られ

るが、一部に繊維状の圧痕が確認できる。2166.2167は A群付近の右側壁石材抜き取り穴から出土し、

2166と 同様に一部に繊維状の圧痕が見られ、窯体の壁材の一部と思われる。2170は A群下位から出土し、

側面の一部が凹面状に窪む。
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第 3節 古代以降の遺構・遺物

炭土坑の概要 古代以降の明確な遺構は、 I区・V区において検出した埋土中に炭化物が充填され、

底面 0壁面に微弱な焼土面が見られる 9基の炭土坑に限られる。斜面地に作られるものが多いが、等高

線に直交するものや平行するものが見られる。下表にその構成要素を挙げる。

表4  炭土坑構成要素一覧
I ttS X01の床面傾斜角を除けば、規模や傾斜角は一定程度のまとまりを見せる。平面形は削平 0流

出を考慮しとりあえず除外すると、長軸は 6・ 4・ 3mに まとまる。短軸は1.5m前後が多く、斜面に対

して直交・平行するに関わらず、床面傾斜角も10° 前後のものと、0～ 4° 程のほぼフラットなものに分

かれ、一定程度の規則性が見られることも事実である。

炭化物塊以外の遺構内からの出土遺物は皆無に近い。唯一遺物の出土を見たのはV ttS X04の みであ

り、出土須恵器の年代は 9c前半～lo c前半と思われる。また、須恵器窯と同時期のV区包含層との層

位関係により、須恵器窯より後出することが判明し、先の出土遺物との矛盾は無い。網羅的にすべての

遺構から時期決定可能な出土遺物を見る訳ではないが、一定程度の規則性とまとまって構築されている

ことから見て、上記出土遺物が示す時間幅で形成された遺構として捉えることとする。

さて:こ れらの炭土坑は、「炭溜まり土坑」「窯状遺構」「焼成土坑」「焼土坑」と称されることが多く、

淡神地域などの近畿地方や一部東海地方に主に確認され、様々な機能についての論及が見られる。また

県下や近隣の徳島県下においても、近年の調査で検出例が増加する傾向にあり、それらを集成し機能に

ついて論じたものもある (菅原1989.松本2001)。 大阪府陶邑古窯址群で中村浩氏が「須恵器生産にかか

わる素焼き窯」として論じた (中村1971)の を皮切 りに、藤原学氏の河内大師山遺跡での「燃料用の本

炭窯」としての位置づけ (藤原1978)、 篠古窯址群における水谷寿克氏の「土器焼成の燃料に使用する

ための木炭窯」として須恵器窯との関係を示唆した論考 (水谷1987)、 神崎勝氏の神出 。東遺跡での

「農閑期副業における木炭窯」とする見解 (神崎1987)、 大田好治氏による浜松市都田地区の諸例を「伏

せ焼き」や「佐倉炭図説」 (田中長嶺)と の類似から木炭窯とする見解、村尾正人氏による淡神地域を

中心に諸例を集成 0分類し「木炭窯」機能や生産体制について言及した仕事 (村尾1991)な どがあり、

枚挙に暇がない。

埋没土の多量の炭化物や底面の被熱状況から、焼成遺構であることは確定的である。また、これらの

諸例と本遺跡の 9基の炭土坑と比較すると、村尾氏が集成した淡神地域の諸例と帰属時期・規模・形

態・埋上の状況が類似することから、筆者も「木炭窯」として報告する。また、焼成物である炭自体は

須恵器生産とは用途を違えることや、出土遺物の年代から見て、小谷窯での須恵器生産が終了に行われ

たと考えられる。炭の用途自体は、明確にはできないが、当該期の山野における土地利用の一例として

重要な成果が得られた。

地

区 遺構名 平面形 長軸 短軸
斜面に対する

主軸方向
床面傾斜角度 床面施設 突出部 排水溝 備   考

I SX01 長楕円形 平行 9° -10° 無 鉦
ヽ

鉦
ヽ

SX02 長楕円形 直交 盤
一

無 缶
ヽ

SX04 隅丸長方形 2.0～ 1.8 直交 ピット4.土坑 1 長軸片側 缶
ヽ

近傍に土坑付設 .

出土遺物有 り

SX05 長楕円形 15～ 14 直交 霊
〔

無 毎
小

SX06 隅丸長方形 1.5～ 1.6 ほぼ平行 無 征
小

缶
“

SX07 隅丸長方形 ほぼ平行 5°～8° 突出部に土坑付設 缶
¨

包含層 Iaを切 り込む

SX08 隅丸長方形 平行 突出部両側にビット2 短軸片側 缶
一

SX09 長楕円形 平行 |ま |まフラット 突出部に土坑付設 短軸片側

SX10 隅丸長方形 平行 突出部に土坑付設 短軸片側 鉦
“
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1区 SX01(図 142)

I区 1号窯関連遺構の柱穴群が所在するX=144263 Y=60。 706付近で検出した炭土坑である。平面

形は長楕円形を呈し、長軸5.6m短軸1.6m残存深0。3～ 0。2mを測る。床面は概ね東から西へ傾斜し、傾斜

角は 9° ～10° を測る。また、床面にはピット・土坑等の付帯施設は見られない。埋没土は総じて炭化物

で充填されており、部分的に塊状の炭化物と焼土粒を混じえる。床面の顕著な被熱箇所は見られず、南

側の長軸壁面の一部に焼土化した部分が観察される。樹種同定の結果、この炭化物はヨナラ属コナラ亜

属クヌギ節であることが判明している。遺物は
二切出土していない。

1区  S X02(図 142)

I区南西部のX=144.265 Y=60.689付 近の斜面地で検出した炭土坑である。平面形はやや細身で不

定形に近い長楕円形を呈し、長軸5。9m短軸1.5m残存深0。2～ 0。3mを測る。床面には凹凸が見られるが、

ビット0土坑のように定型化したものではない。床面は概ね南から北へ傾斜 し、傾斜角はややきつく

32° を測るものである。埋没土は炭化物を主体とするが焼土粒は見られず、床面や壁面に焼土化した部

分は認められない。遺物は一切出土しなかった。

∨区 S X04(図 143)

V区北東部のX=144。 275 Y=60。 777付近の緩斜面で検出した炭土坑である。平面形は長軸5。9m短軸

1.8～2.Omの隅丸長方形を呈し、東側中央にテラス状の突出部をもつ。残存深は0.25～0.3mを測るが、床

面は概ね北東から南西方向へ傾斜し、12° の傾斜角をもつ。また、床面中央にビット2基 と土坑状の落

ち込みが見られ、南隅にも小ピットが 2基確認できる。これらの埋没土も炭化物を主体とし、上層より

切り込まれたものではない。埋没土は炭化物を主体とするが、床面直上にほぼ全域に見られる19層に濃

密にそれが確認できる。主だった被熱箇所は確認できず、先の19層 中に焼土粒が貫入する程度である。

出土遺物は、上層より出土した2171の須恵器壺頸部片があり、小破片ながら9c後半～10c前半の所

産と思われる。また、後述するS X05を 含めて本遺構上層には、僅かながら遺物包含層が確認できる。

この包含層中からも同時期の平高台の須恵器杯2066.2067が 出土しており、遺構の形成年代を示す手がか

りとなろう。埋没土より出土した炭化材は、樹種同定の結果コナラ属コナラ亜属クヌギ節であることが

判明している。

∨区 S X05(図 144)

V区北東部の S X04南側、X=144。265 Y=60.773付近で検出した炭土坑である。平面形は長楕円形

を呈し、長軸6.Om短軸1.4～ 1.5m残存深0。3～ 0。5mを測る。床面は北東から南西方向へ傾斜し、 9° 程の

傾斜角をもつ。床面上には、ビット0土坑等の付帯施設は見られない。床面中央より手前に西側壁面、

最も床面が下がる手前側の壁面が焼土化する箇所を認める。特に手前側の壁面が最も被熱を受けている

ことから、焚き口部と推定できる。遺物は一切出土していないが、 S X04と ほぼ同時併存するものと思

われる。埋没土より出土した炭化材は、樹種同定の結果コナラ属コナラ亜属クヌギ節であることが判明

している。
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2 25Y〃 6明黄褐色上

5Y4/1灰色上 (炭化物含む)
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Ⅷ

冊

75Y2/1黒色土(炭化物多く混じる)
7.5Y8/6オ リープ黒色土(焼土粒・炭化物多<混じる)

2.5Y7/6明黄褐色土

25Y8/6黄色土 (床面 33い被熱 炭化物多<混じる)

図144  ∨区 S X05平 。断面

∨区 S X06(図 145)

V区北半部のX=144.249 Y=60。 765付近で検出した炭土坑である。平面形は長軸3.9m短軸1.5～ 1.6

mのやや歪な隅丸方形を呈し、残存深0。2～ 0。25mを 測る。床面は南東から北西方向へ僅かに傾斜し、

9°程の傾斜角をもつ。手前側の床面の一部と側壁に被熱痕を認めるが、顕著なものではない。長軸南

側は突出するが、上層から掘り込みによるものであり、本遺構に本来的に伴うものではない。壁面は概

ね明瞭に立ち上がるが、構築面である斜面の傾斜に沿わして掘り込まれるため、低位に位置する南側の

壁面は、元来明瞭な掘り込みが存在していない可能性が高い。埋没土はやはり炭化物を主体とし、床面

直上に見られる 5層中に最も濃密に見られ、焼土粒も混じえる。遺物は一切出土していないが、周辺遺

構の状況から9c後半～10c前半の所産と思われる。

＝
＝淵
珊

∽
　
陸曖
に
出
喝

1 2.5Y6/1黄灰色土 (炭化物混じる)    6
2 5Y4/1灰 色土 (炭化物混じる)     7
3 5Y2/2オ リープ黒色土 (炭化物多く混じる)8
4 75Y2/1黒 色土 (炭化物多<混 じる)   9
5 10Y2/1黒 色土 (炭化物多<混じる)
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